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トイレのことは全てお任せ下さい. /

時代は T OT Oライニングユニット

器具だけでなく、 ト イ レ 造 り に 必 要 な 部 材 を 一 括 し て ユ ニ ッ 卜 化 し た シ ス テ ム 工 法 の ト イ レ 。

工 期 の 短縮 、 工事 管 理 の 省 力 化 、 さ ら に 高 品 質 、 高 性 能 で 在 来 工 法 と 同 等 の コ ス 卜 を 実 現。

大 規模 建 築 か ら 中 低層 建 築 、 リ モ デ ル ま で最 適な 卜 イ レ 空 間 を 演 出。

自 立 壁 シ ス テ ム ト イ レ は 独 立構 造 で 耐震 性 も 万 全。

- ピル 寿 命50年 時代 メンテナンス ・改 ・簡単なメン テナ ンス : 分 割 ・着脱式の

修まで含めて、ライフサイクノレコストでは、ラ 前 面 板 ( ラ イ ニ ン グ ユ ニ ッ ト ) な ど 、

イニンクe ユニットが圧倒的に有利で、す。 T OT O独自の構造で点| 倹が容易に行な

. 工 期の短縮 : 13職種におよぶ従来工事 えます。

の設計 ・工事段階の作業を簡素化、各 工 ・脱臭機能 : オゾン脱臭と排気脱臭の 2

程での施工養生期聞が大幅に短縮、工事 つの方式で、トイレ全体のニオイを追放

管理の手間も大幅に軽減されます。 します 0

・現 場の汚れ ・騒音の大巾削減 . プロッ ・清 掃 性の向上 お 手 入 れ の し 易 い 凸 凹

ク積みや、躯体工事、現場加工も不要。 の少ないデザインです。

日中の改修工事も容易です。 . 耐震構造の シス テムトイレ: 自立構造

・施工の省 力 化 : 床上配管方式のユニッ で、建築躯体の居間変位の影轡を受けに

トを組立てるだけで、手配や段取りの手 くく、 1G の耐震強度設計になっていま

聞を軽減します。 す。

カタ ロ グをご希望の方は 東陶機器鮒大阪支社までご請求ください。 〒530 大阪市北区曽根崎2- 3- 7 梅新第一生命ピル東館 窓口6( 364) 1181
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第42回工高生デザ

インコンクール入選

者発表

一 設 計 課 題 : 工 房 一

'96建築関係団体

合同忘年懇親会

'97建築関係14団体

合同新年交礼会

戦前長屋等建替

モデル提案募集 (開)

主催

大阪市

憶賛

附日本雄第協会

後撮

船大阪府謹接士会

凶日本建摂家儲会近11支部

制大阪控護士事務所也会

附日本建築学会近厳支部

都市住宅学会関西支部

住宅金融公庫大阪宝庫

住宅 都市整備公団関西支社

大阪市住宅供鉛公社

日本建築協会

ゐ 血

富 田

このたび、下記会員の諸氏は 、建設界

における多年の功績によ って、表彰を

受けら れました。 ここに誌して、その

栄誉をお慶び申し上げます。

- 殿三等旭日中綬章

内田克己氏 (元 住友軽金属工業徽浴長)

加 蕨 健氏 (元 新日本製織峠渇IJt土長)

. 勲三等瑞宝章

水野哲夫氏 (戸田援鎖倒取締役相駁役)

日本建築協会主催による平成 8 年度の

標記コンクールの入選者が、右記のと

おり決定いたしましたので発表します。

なお 、入選作品は平成 9 年 1 月号に掲

戴いたします。

- 応募校数 129校

- 応募作品数ハ 31点

山田基三氏 ( 元 関西ペイント社長)

- 勲四等旭 日中綬章

山口 巌氏 (元 側フジ世副社長)

. 勲四等瑞宝章

遠 藤正 明氏 (附 竹中工務庖専務取締役)

- 勲五等双光旭 日章

宮 田市豊彰氏 (側 宮団組代表取締役)

. 藍綬褒章

勝 俣 孝 雄氏 (元 新日本製繊 細社長)

氏 名

入 選 ・最 優 秀 賞 小 川 久 美 子

入 選 優 秀 賞 伊 藤 彩 子

入 選 優 秀 賞 松 森 一 行

入 選 I宮 田 江 利

入 選 荒 山 啓 司

入 選 塚 越 英 章3

入 選 品 谷 あ づ さ

入 選 白 井 芳 典

入 選 有 馬 智 昭

順不同 敏称略 l 入
選 浅 井 幸 紀

日 時 平 成 8 年12月13日(金) . 申込期間中 (11月 5 日 ~

午 後 6 時 - 7 時30分 12月 3 日) に事務局までお越

会 場 太 閤 圏 迎 賓 館 し下さるか 、現金送金にてお

ダイヤモンドホール ( ビユ ツ 願いします。( 土曜休務)

フェ- スタイルのパーティー) - 申込者には忘年懇親会参加

大阪市都島区網島町9・10 証をお渡しします。

電 話 06 (356)  111 1  定 員 400名

会 費 10，000円

日 時 平 成 9 年 1月 6日(月) 最寄り団体にお申込み下さい。

午 後 2 時30分 - 3 時30分 共 催 (他日本建築協会 (紛大阪府建

会 場 マ イ ド ー ム 大 阪 ・3 階 築士会 (紛日本建築学会近畿

大阪市中央区本町橋2・55 支 部 (柑 日本建築家協会近畿

会 費 5，000円 ( 申込者で当日欠席 支 部 (柑大阪建設業協会 附

されても会貨をいただきます) 日本建築材料協会 (紛大阪建

申 込 12月 9 日までに会費を添えて 築士事務所協会 (紛建築業協

大阪市では 、市内に数多くある戦前長 朽住宅の構・ 工法面を含む建替計画提

屋や古くな った木造共同住宅など老朽 案→建設業法に定める建設業の許可 を

化した民間住宅の建替を促進するため 、 受けた企業。

住戸性能や居住環境面などに優 れた建 ・応募図書

替モデル提案を専門家から公募します。 A 2判 (1 部 3枚まで、日 s4 枚まで) 、

建替の共同化や 1団の区域での建替の 提案遜旨及び具体的なイメージを 、図面、

協調化によ って、より良い居住環境の パース、イラスト 、文章で表現。

中で引き続き住み続けることができる ・応募方法

ような計画提案を募集するものです。 <I済事集要項目E布/ 大阪市都市整備局計

. 募集内容と応募資格 画開発部住宅政策課σ E LC浴忽) 8-9217) 、

l 部 : 戦前長屋地区等における民間老 日本建築協会及び後援団体。

朽住宅の建替言十函提案→建築言宣言十、都 ②応募図書提出期間/ 1997年 1 月27日

市計画などの実務や研究に携わる専門家。 ( 月) - 31日(金) 必 着。

学生も可。 ③ 提出先/ 下記へ郵送または持参。

E昔日 : 戦前長屋地区等における民間老 (u) 日本建築協会内「戦前長屋等建替モ

新聞庸晃氏 ( 東問機樹絹IJ会長)

星野聴史氏側澗電工社長)

川野凱朗氏 (松下電工倣刷社長)

. 黄綬褒章

真柄敏郎氏 ( 樹再出掛代表取締役社長)

野島育夫氏倫理子島建設代表取締役)

- 大阪府知事表彰

杉 谷 一氏 { 大阪工業技術専門学校副校長)

古川勝 久氏 (大阪工業技術専門学校教員)

ａザｾー L  

校 名 学 年

静 岡 県 立 静 岡 工 業 高 等 学 校 3年

群 馬 県 立 晶 崎 工 業 品 等 学 校 3年

兵 庫 県 立 兵 庫 工 業 品 等 学 校 2年

大 阪市立 工芸品等学校 3年

大 阪 府 立 今 宮 工 業 品 等 学 校 3年

東 京 都 立 小 石川 工業 品 等 学 校 3年

北 海 道 函 館 工 業 品 等 学 校 3年

群 馬 県 立 前 橋 工 業 高 等 学 校 3年

二重県立四日市工業高等学校 3年

三重県立四日市工業高等学校 2年

お願い

( 1) 申込の際に氏名 ・勤 務 先 を お 知 ら

せ下さい。

(2) 申込者で12月 3 日までに欠席の連

絡がない場合は会費のご負担を願います。

(3) 当 日は参加証を必ずご持参願います。

会関西支部 (他 日本建築構造

技術者協会関西支部 (紛 日本

建築積算協会関西支 部 (紛建

築設備技術者協会近畿支部

制 大阪電業協会 (紛大 阪 空 気

調和衛生工業協会 性政大阪建

築設備設計事務所協会

デル提案募集J 窓 口 ( 干530 大 阪市 北

区梅田1-1-3引 00 大 阪 駅 前 第 3 ピル

21階ぜT EL 06- 348- ( 635)  

・賞 (1 、日 部それぞれ)

最優秀作品 1点賞金70万 円 、優 秀 作 品

2 点賞金20万円 、佳作 2 点 賞 金10万 円0

. 審 査 委 員 偽 称略)

巽 和 夫/ 小 原 誠/ 菅 家 克 子/ 高 田

光 雄/ 鳴海邦碩/ 間野 博/ 矢 田征 二

/ 石 綿 賢/ 隅水顕夫/ 黒 田昭↑専/ 北

山啓三

. 審査結果発表

1997年 3 月、応募者全員に文書 で通知。

. 問い合わせ先 : 大阪市都市整備局計

画開発部住宅政策課 (T E L06-208-9217)

僅築と社会 ・1996.11 J  
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大阪松竹座

見学会

アジア建築文化誌研究会

第B回

中国黄土高原の

住まいと暮う仏

母なる黄色い大地と喜洞

研究会では、 1 ! J 以 i二に及ぶフィー Jレド

訓伐をおこなって いる附究 r. を'1'心に、

アジア、Ａｬ官、他業に Ｑ ｬＡ Ｑ 心 を ｾせる刀が

たにご参加1¥‘ ただき、その日f ' 1. : / 占拠を発炎、

ｴＮＧｬ報交険し、またその的事 ＱＱ をひろく ｾｦＢ

しアピールすることを 11指しています。

アジアの多憾な fi ' まい、' l : fti f1'{tT/. 伝 統

を学び与えることによって 、!lま いを事

(' /( ( ; にとらえる契機になれば、と研究会

を公IJHしています.

お気軽にご参1111 くださ い。

松竹附創業百周年記念事業として計画

されたこのプロジェクトは、大正末期

の創立以来馴れ親しまれてきた松竹座

( レビュー、ロードショー館) を、日

本の伝統芸能の中でも最もZ華やかな歌

舞伎を中心とした演劇劇場として再生

することから始ま った。

大阪演芸の中心地 ・道頓堀で創立から

70年余り 、多くの人々に愛されてきた

大正ロマンーアメリカンルネ ッサンス

日 時 1997年 1 月18日出

15 : 0ひ- 17: 30

会 場 学 芸 ホ ー ル

* 学芸出版社3F

発 表 者 栗 原 伸 治

定 員 30人

参加費 500円

* 資料・飲物代

申 込 1 月14 日ωまでに 、ハガキ、

F AX、E-mai l でお申込み下さい。

(先着順)

D催し名. アジア建築文化誌

研究会

②氏名

③職場・学校名

③連絡先: 住所、電話番号を

お知らせ願います。

申 込 先 学 芸 出 版 社 編 集 部

(担当: 腹谷)

京都市下京区木津屋橋通西

洞院東入 〒600

FAX: 075・342-2605

T EL:075-342-2600 

E-mai l : gakugei @ mbox. kyot o 

-inet. or. jp 

主 催 ア ジ ア 建 築 文 化 誌 研 究 会

事務局. 学芸出版社

後 援 (紛日本建築協会

様式の外観を保存した上で、約1200名

収容の客席と45尺の回り舞台を持つ歌

舞伎劇場であると同時に将来的にはミ

ュージカル等にも対応できる劇場を作

ることが条件であ った。そのような条

件を満たすホールを作るには間口も奥

行きもとても十分とはいえない敷地条

件をクリアーするために、総合設計に

よって斜線の緩和を受けホールの機能

を可能な限り縦積みにすることによ っ

て解決している。

デザインの基本的な考え方は、アメリ

カンルネ ッサンス様式の既存ファサー

ドと調和のとれた外観のデザインとし

ており、インテリアは歌舞伎主体とし

た和のデザインの客席と洋のデザイン

の外観との中間的役割として劇場パフ

リ y ク部分をニュートラルなデザイン

としている。 ( 山本成人)

. 建築概要

1軒 (t 地 大 阪 市 中 央 t( 迫頗脳 1・9- 19

l . l ! 築" 松竹附

l  i投E没UI 町肢e. P則I! ユ一 アソシエイツ‘ 大林剖組

施 工 大判林t朝組1. II刊消"目'1水t辿」主1

1位}也[町fl 'l 1し，820.73m

l.l!築 l(ij !J'! 1，545.62m'  

延lよ而! J ' ! 1l ，253. 84m'  

h可治脱線 RC‘ SRC.  S.日2.8F

千千 I市 数 1. 0841市+ '1(1(，j f 61，'t. 

[  IPI 1994
1
1・121 1- 1996

l
l' l l) 1  

オープン 1997li' 3) 1  ( f' 足}

春先、日本にも飛んでくる黄砂で有名

な黄土高原。中国の映画界、音楽界か

ら飛んできたブームにの って、その名

はますます知られるようになりました。

黄土高原には 、この「黄色い大地j と

密接な関係をも った、そして映画、音

楽の歌詞やZRモーションビデオにも

登場した 、喜E洞と呼ばれる穴居の「伝

統j 的な住まいがあります。穴居とい

いましでも 、その言葉からイメ ジす

るような「原始j 的なものではなく 、

「洗練J された多様なものです。今か

ら10年ほど前には、約 4 千万人が住

んでいるといわれていました。 ところ

がここ数年、急激な近現代化の波が黄

土高原にも押し寄せてきて、特に黄土

高原南部では客洞に住む人の数が激減

しています。 また、黄土高原北部にお

いても徐々にこの兆しがみうけられます。

黄土高原の人々にと って、客洞とはど

のような存在なのでしょうか? 近現代

日 時 1997年 1 月14日以)

13 :3 0ー 16: 00

講 師 山本成人/ ユー 7 ソンエイツ醐 性

藤田佳広/ 大林組設計部課長

井上公一/ 大林・清水川副所長

定 員 40人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 開 也

参 加 費 会 員 1，000円、一般 2，000円

申 込 1 月7 日ωまでに 、ハガキ 、

FA X、電話でお申込み下さい。

① 催し名 (大阪松竹座見学会)

②氏名

③個人・団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ綴います。

* 参加証を 1 月8 日闘 に発送

します。

申込先制日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1 - 1 -3・2100

大阪駅前第 3 ビル21 階 干530

FAX. 348・0634 T EL. 348・0633

上: 本 ぎょうざ を作 っているところ 下 栗 原 さ んl右)

栗原イ申治 { くりはら しんじ}

総合研究大学院大学文化科学研' 先刊

地域文化学作攻問 u長191，講料

• 1・な議文他

[ ' ，然制およびI J } / ; { の' モ1111附/ & と助所秩1(: の

比較 '1 '1 '1 此 ｉ ＧＮ Ｈ［ｾｉｊ［Ａ の官 ｩｬ ， Ｇｬ ｬｉ ｬ 併における

Ａｬ Ｇ ｉ ， Ｇ，のＧ，Ｉ［ ｬｉｬＱ ｨ ｾＯ 正と刷所狭Ｏ［ＭＺその Ｑ J  

1l A<l . l ! 梨学会，H'plq系諭文制作 1I.!454:; 

1993
l
l' 12) 1  

「川 ｴ刊ｼド ＧＱ いｈ川 Ｑ恥同 ‘Ｎ Ｑ 隊隙，ｾ北 ｴ における官常 ｘ 首品品恥Ｂ悦 ｬリ Ｑ

11ド川'1ド'1.叫他s築技愉交舗旅i会 ｛ＱＱ Ｇ巾 ｬド， ｾ姥 ｩ島Ｚ築』

0 .40、 1996
l
ド3) 1

｛ ｱ Ｇｬ ｾ隙北のＡｬまい ｪ

茶 fれEi 下組 mまいを探る 1

'

ト持旅 j

彬I' HI 、 1996
l
J ' 7 )  1  

化の波によ って、それがどう変化しつ

つあるのでし ょうか? r黄色い大地j

と密綾な関係をも った客洞の多機性、

客洞か'今なお「生きている」侠北 (際

西省北部、黄土高原北部) での暮らし

について解説するとともに、それらを

考えてみたいと思います。 ( 栗原伸治)



今 月の表紙

表紙デザイ ン: 立川悦夫

建築と社会
1駒田一IJ 新 7集吋

Andrea  Pal l adi o著

『建築図書 j

J レオ、ッサンス IUJ のパラーデ

ィ オ ( ＱＵＰＸｾＸＰＩ は、ヴィ

ラ カブラやイ J レ レ デ ン

トーレ教会など美しい ill 物

をa没討した。

ｊ 吊絵の ｾＡｬ ｴ［Ｉ に人った彼の者

ｬ ｬ ｾ＠ r他 3荘内 }1J で、パラー

デイオは 1' 1身の主ll3車内漁や

デザインが .J j JJ 住機式に 111来

すると述べているが、本占

によりパラーデイオ織式と

呼ばれる初! I' Iのスタイノレを

限立することとなった。

ARCHI TECTURE A ND S OCl ETY 

J OURNA l  Of  THE AR CHI TECTURAl  A$S OCI ATl Q N  O f  J APAN  

特集・

. 特 集 予告

12月号/ 第43回 膏 年 技 術 者

近世陸地方建殴局営織部

1 月号/ 建築の ロングライフ 化

をめ ざして

2 月号 / 鉄ものがたり

福集委員会 (平成8 年度)
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私の空間作法 ' 96ー会員作品

S  .  1' .  MUA NA. 田中啓文/ アドラ - 0 2 ピ j レ・岩本貞幸/ Kコート ・小南一郎/ 内本 一一一一 2 1

11汀0 プロジェクト ・縁日明洋/Nl i l l . 長友理津子/ NKMピj レ・木田耕蔵/ ( ・" ，' ，f 1邸・芝吹千

昭/ Y ‘s ビJレディング・岡崎善久/ ml ll lの ア ト リ エ・安達英俊/ 新森の家・浅 野 裕 /

総むの家 ・ 福田浩明Ｏ只ｾｊｩ邸 ・ 早瀬英雄Ｏょうか武辺町 Ｑ ・ 上谷重男 Ｏ ｒｉ ＱＧ ｚ PL AZA 

J 01' O一向) Ｑ アークピ ｪ レー ・ 朝野泰行 Ｏｋ 邸 ・ 志村公夫Ｏ美郷のｾｉｬシンボ ｬ レモニユメ

ントーがj 流 の 胤); -t - . 村田直人/ 三官 戸 J 干ーーライトスケープー ‘96イ下・村上幸三郎

九 州 の 元 気- ひ と ・ 自 然 ・ ま ち一

[作 品] 明 光学 園本館 / 都 築教 育 学 園 鹿 児 島 第一 中学 校 / 麻 生 医療 福祉 一一一 一 4 0

専 門学校 北 九 州 校/ 佐 賀市 立図書 館 / 長 崎市 民 総合 プール/

福岡県立 スポーツ科学情報セン ター/ 今村病院/ はこざき公園内科/

ケア ポー ト渓和 / TNC放 送 会 館 / 一丁目 KFビル/

コ ン フオート 博 多 / 弓張 の丘 ホ テ ル ・ガラス の丘美 術 館 /

ゆめ タ ウ ン 筑 紫 野 / 大野城 ま ど か び あ / 目立九州 ビ ル/

北 九 州 テクノ セ ン タ ー / 宮 崎市葬 祭 セ ンタ ー

九 州 の 元 気 の ilJji を係る ・佳 英 昭 76 

[ 総説1 III:Wに IJII かれた} L 州 ・杉岡洋一 77 

[ ひと ] 行 IJ IJ.i Zサ イ ド の デ ザ イ ン・菊畑茂久馬 78 

冗気 さ わ や か 笑 顔 (111村必 f) ・園 田 勇 79 

焔|吊lの iJC気 」 エ ネ J レギー 'fi'h'i . 脇山真治 80 

ｾ，ｾ徽は森林を マ ｪ ること ・ 杉谷鹿子 82 

[ 自然] 放地の公1 J f . J とパブリックアー ト・永 島 潮 83 

[ま ち] まちづくりのベクト l レ 「御 」 と 「 ア ジ ア J . 鹿 野 至 84 

地 域 活 性 化 へ の イ ン パ ク ト・津田佳志 85 

劇作'J f，jl rl i .1itiWil のも島常・大 野 誠 86  

第三 発版制IJ (1五|際制IJ) の起点 前|同l・長谷川裕一 87  

[ 編集後記] 企 1II Ij を終えて ・編集委員 一 - 88

特集・

作品作風

d込l I =.

コ"'"ヨ

gal lery 

Sket ch  book  

法令コーナー

GBRCニュ ース

ブックステーション

建築の眼

構造の頁

設備の頁

施工材料の頁

R巴port

I nf ormat i on 

。垂f 111 0 剛畳 l1J { ※ ｾｾＧｉｬ＠

印 国IJ Ｇ ｉ ｾ＠ ｊｾ 主 Ｘ '1' 1  1  JI 20 11 

発 行 手 ) > ' ( 8 年 1 1  n  25 n  

1l ! 行入社 1." 法人口4<l J ! 築協会

尭行所社同法人 11 ぶ挫築協会

大阪市北区梅 111 トト3・2100

'，U  06-348-0635 

J<I併l Ii ' が 00910-9-39975

印 刷 所 川 出 印 刷l 除式会1 . 1

日 本 '，a lIf i 腕 式 会 H

i.i: 価 12001'1 ( 本体価柿 1165円]

投稿

月間の動き

りんくうの 3作品

りんくうタウン

りんくうゲー トタ ワ ー ピ J レ北線

りんくうエルガビノレディング

りんくう Il il際 物 流 セ ン タ ー

大 阪市 立 大 学 学 術情 報 総 合 セ ン タ ー

大 阪市 老 人 保 健 施 設 大 阪 市 女 性 い き い き セ ン タ 一 喜 連 西 日r 貸 住 宅

奈 良 県 分 庁 舎

会員の受賞 . 第42回工高生デザイン コンク ル入選者発表 ' 96建築関係団体合同忘

年懇親会. ' 97建築関係14団体合同新年交礼会. 戦前長屋建替モデル提案募集. 大阪

松竹座見学会. アジア建築文化誌研究会一第 8 田中国黄土高原の住まいと暮らし

点 美 ヶ 丘 の 家 ( 寺地 洋 之 ) ・宮地雄一郎

以 近 竣 工 し た 新 建 築 作 品 8)点

神 奈川 に お け る 応 急 危 険 度判 定的1I1交 の 取 り 組 み・爆回操六

近 畿 被 災 建 築 物 危 険 度 判 定 協 議 会 の 設 立・加 藤 長

指定試験機| 剣について

33名紹介 8 編

マルチメディア時代の建築家の仕事 (5) コンテンツは文化/ 宗本願三 品質確保 ・向上と成績評

定/ 春田浩司 陰聡礼紛/ 北村恭一遣いがわかるー異文化コミュニケーション/ 谷本 篤

1i(，持 性 ダ ン J { ー を j刊い た CI T超 高!胃{主宅・黒木安男 ・森 俗 霊

M N  ( 1ρ c al  A rea N etw ork ) の J刊 誌 解 説・大野博文

長 尺 金 属 屋 恨・河野重治

音11市 の 中の ア ー ト ~市民 と の 対 話 の 可能 性・森山貴之
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110  

111 

112  関西パプリ ッ? 7 ' ートフォーラム開催 ・「震災復興と設計技術」報告会 謹築Next Phase研究会セ

ミナー. 報告会「欧州の保健医療福祉施設J . シンポジウム f温服地における高機密・高断熱住宅

のあり方J . r色彩遮築J 展ー INAXギャラリー大阪企画展 大阪まちなみ賞巡回展 スペースデザ

インゼミ「光と空間J . 平成 8 年度ひろしま街づくりデザイン賞決まる ， 97建築 ・建材展を東京

国際展示場「東京ピ ッヲサイト J (有明) で

御 主主筋のl歴 史 的 景 観 を 守 っ て ・柴田正己

平成 8 年 9 月分

113  

114  
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由甲

言宣言十監理.

大 阪 市 都 市 整 備 局 ・日 建 設 計

施 工圃

竹 中 工 務 庖 ・間 組 ・大 末 建 設J V

大阪市立大学

学術情報総合センター

この辿物は| 災|J F館 町千搬処理セ ン タ ー の 初 代lil!i i没である 。線合する

ことにより、 l孟l ，l f300万 |川、 維 誌 l 万 タ イ ト j レ、ニューメディア l

) } 般を収脱し、学内 外の的 報のアク セ スの光夫を l災|り、 rl 災h1f の 館J

から rI 米I， lf と'1' 1'1械 の釘'U に生ま れ変 わ ろ う と し て い る。

*1! (j 65n、l何北42111の 大 き な 平 而Jf5となって い るため、 '1 1 *部 に トッ

プラ イトをもIつ ア トリウムを 設 け、 bt!i，没全体 の五三 j ĵ が j込く、1'，11 りやす

し、桝j戊とした。 また地下部分にも閲覧笠があるために、 1制I!I I必 び 阿

fl!l lにド ライエリアを 設け、 外 光 を 抑 き入れて 地下 を 感 じ さ せ な いlりl

るし内巨l I ¥jfi昨I!立 とした。

外 装 は 、 将 米 の キ ャ ン パ ス 全 体 計 画 の '1
1
心的な仔イE となるため、今

ま で の キ ャ ン パ ス の 雄 物 の イメー ジを断鈍するのを避け、 且』代(11) な

材 料である 4mml 早のアルミパネルとi ' i エネノレギー を巧 服 し た 熱 線 l吸

収絞} i ' 1ガ ラ ス の カ ー テ ン ウ オ ー ル と し た。

外観は、人を当事き入れる 1 '  Ｒ Ｑ 併をベースパンド、 ＳｾＷＱ 椴の腿ＱＮ Ｑ ｾ＠

fili ゾーンをライブラリーバンド、 9 '  101併の' 1' 1'1報処J 1Hセ ン タ ー 研 究

交む ｦｩ ゾ ー ンを ト ップバン ドとしてｻ 立 世 づけ、 Ｘ Ｑ 併の ＱＱｾ ｽＡ ｬＡ • ｡ ｴｮｾ 機宅

のゾ ー ンを ｼ ニ ドのバン ド の結節点と して デザインし、 ｬ 人 ｪ ［ｾｩｓ 相 ＱＱ 戊を反

映 さ せ た三 }f'i ，flVil 戊とした。

lλJ l1iS" 足11¥1については、外矧のシャープなイメージに対比させるように、

本 質 l人l災 で柔らかなイメ ー ジ とし 、 手 に 触 れる部分 は 、 レ バー ハ ン

ドJ レも合めて木製の手触りの暖かなも のとした。 また、 3 1併の以内

にある 一般 閲 覧 室 に つ い て は 2 }¥vi の l次抜とし 、ここで研究する' 下' 1::

を ｬ 段く包み込む、 ｒｊｉＺ の ｉＢＧｾ ｾ、 ｬ ザ ｬ るく開放的なＧセ ＱＱ｜Ｑ とした 。

( 大野- Y1 ・八備品. s ぷ/ け位設計)

所 在 地 一一一 大阪市住吉区杉本3- 3- 138

敷地面積 5 3，973，12ni  

建築面積 一一一 2 ，864. 94ni

延床面積 一一一一3 7，434. 00ni

4荷造規模 一一一 S R C 、R C、S 、B 4 F、10 F (一部 11 F) 、P 2 F

工 期 一一一 1993年 11 月- 1996年 3 月

最 寄 駅 J R阪和線 ・杉本町駅下車徒歩 5 分

撮 影 一一一伸和

気 設 備 ( その 1 ) 九 電 工 六 興 電 気 ー 三 宝 電 機

気 設 備 ( その 2 )  卜ーエネ y ク ・新生電業・千歳電気工業

空 調 設 備 ( その 1 ) 三機工業・ナミレイ・精研

空 調 設 備 ( そ の 2 ) 新菱冷熱工業・第一工業・カンダン

衛 生 設 備 朝 日 工 業 社 ートーヨコ 理 研 ー鳳 工

昇 降 機設 備 三 菱 電 機

小 型 搬送 設 備 シーメンス

情 報 通 信 設 備 住 友 電 気 工 業

自 動 搬送 用機器・音響映像設備 松 下 電 器 産

屋 上 ロ ト ン ダ

8 層吹抜のアトリウム見上げ
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断 面 図1 :  1000 

地 階 錐総 コ ー ナ ー

マ夜 棄
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由甲

設 計 監 理・

大 阪 市 都 市 整 備 局 ・大 阪 市 住 宅 供 給 公 社

安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工・

大 日 本 土 木 ・ 栗 本 建 設 共 同 企 業 体

大 阪 市 老 人 保 健 施 設

( おとしよりすこやかセンター 南 部 館 )

大阪市女性いきいきセンター

( クレオ南部舘)

喜 連 西 賃 貸 住 宅

( コ ー シ ャ ハ イ ツ 喜 連 西 )

Ｑ 政上山は大 ｬ 坂 Ｂｈ Ａ ミ ｬ 判 ｾｾｩｾ 、地卜鉄谷 ｭｦ 紛向述瓜 ｬ 政 ＡＡＩｊＨ のｾｴＮｬｊ ｹ 徒歩主 Ｕ 分の交

通宅使な地にあるが、* 刊!II に阪神ρ'i . i Hl 辺路が1判北に A るなど、やや

喧騒な立地 条件 で ある 。

ｊｪｬｬｩ 設はＩｪ之内 Ｒｦｾ よりなり、 Ｑ ｾＳ 附には名人保健胞［没 Ｈ ｉ ｊｹ 株ＩとＱ，Ｈ

ＱＧＱＺ， 、 きいきセンターＨ点似Ｉを、 ＴｾＷ Ｑ 桝には Ｂｩ 供給公社の賃貸住

屯 (64P l を設けた組合組設である 。 -I5fJ.1! Jj iIi 設 は 他 物 1]，心日刊に入ーき

な)' ( ; / 定を設け、 1"1迎 '1'1，の ある1 ! !li F により lりl快な1 VJK;lilで ;rl-lllij している 。

ｼ λ Ａ 日 ｉ ｉ ＿ ［ ｾ ｉｉ｜ｉ はア ッ ト ホームなが Ｑｭ 気をかもしだすことを第 一 義とし、

材 料 色［ｕ， ｾｬ を選択した 。 久性し、きいきセンターは」宝仙施設の家庭的

な広 ｉＩｾ Ｇ，Ｎ ｴ に対し、タ性の Ｑｉ 以やＧ｛Ｇ， Ｇ Ｑ 械製ｦｊ ｴ をテーマにした ｊｪ 程設である

ため、全体に ｩ￪ｾＨ のＯＱ｜る色 ［ｕｍ ゃモダンな ク ［ ｾｈ｜ ｉ 作りとしている 。 賃貸

付一'セは人 11 の "11人J : ; E { l : に得うすべく訓 Il lI j された、 '1" 穏仔いl け{ ] =宅で

あるが、 ，'::il 附. f i に刈しでも治相"i の11Ji さを低くするなど、人に催しい

h1! i ; 没とな って いる 。外観は亦みを 'i i?ぴたグレー系の1滋総タイノレ、 H鋼、

ガラスブロックを 3 1M，没の J Ul J 1 材とし、アーチのついたリズミカノレ

な形態のh{tHやバルコニ一、級やかなカーブを fj ' ，' j ，、たカーテンウオ

ーノレなどにより ｾ［ｬ Ｑｬ￰Ａ 1-_ の iji .; Ul ，j さをなくすようr J ミしている 。 また、

必 似h1 ! i ぷはヒー リン グ アー トＨ治術 創 ｾＪのあ る ｊ 主体 ￭ｬ として、

ｅｖ ホール、光 ｊ 延、 」 ヒ伍 ｅ に』没 ｪｪ Ｏｬ された数ＮＮＮＧＺＨのｻｾ ， ，' ，，' ，により、 - 11' 1施 設

老 健 住 宅

平 面 図 1  :  1600 

所 在 地 一一一 大阪市平野区喜連西6- 2- 33他

敷地面積 一一一 8 ，395rrl

建築面積 4 ，039rrl  

延床面積 一一一 16，377rrl

4荷造規模 一一一 S R C、R C、1部 S 、B1 F、7F 、P 1 F

工 期 一一一一 1993年 12月- 1996年 1 月

最 寄 駅 一一一 大阪市営地下鉄谷町線喜連瓜破駅

婦 影 一一一伸和

女 性 い き い き セ ン タ ー

④ 

玄関ホール ( 老 健)

ア プ ロ ー チ (住 宅)

9  



若草山を背景に西函を見る

東大寺大仏殿を背景に望む
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m 

設 計 監 理・

奈 良 県 総 務 部 管 財 課 分 庁 舎 建 設 室 、 日 建 設 計

施 工.

奥 村 組 ・森 本 組 ・ 森 組 ・浅 川 組 ・ 山 中 工 務I吉J V

奈 良 県 分 庁 舎

奈良県分庁舎は分散 狭 l脆化した税庁" f ' 干の状況を改善し、合わせて

県庁舎 ｽｔ［ ｊｩｬｬ 広 ｾｬｭｾ 藍備を計るために ｊ ｊｉｊｲ ＢｦＧ 干に隣抜して主ｉＡ設された 。

Ｂｈ 平日 ＴＰ Ｑ Ｑ ￶ 峻工の現庁舎は、近畿地位、片山光生氏の設 苦 ｼで、 ｾ 設 三 Ｇ￭

H年か ら: r;u税1mｾ躍で話題の建物であった 。 現代、全体的に周辺にとけ

込み、しっかりとした存在感のあるたたずまいをかもし山している 。

この呪庁合に隣接する分ri ' 合の設汗|に、'i たりまず第一 に大切にした

ことは、あたかもずっと以前からそこに作有していたかのようにあ

りたいということであった。

新しい技術iを使った雄物でありながら、 ).'i)J2l の状況に泌利感なく前

け込み ｦｾｬＡｽＧｬ になじむ外側をめざした 。 ボ良 県 ＢＭｩｬ￭ｬ￭ 風欽得議 会、祭政

，11  1i 1i ，ri ｽ［Ｈ制Ｇ冊子議会、主ｾ［の十円却を幻て外側は刻 ｊＧ ｊ ＭＺＺ ｾ 干の表 ｬｊｬ をキ岐点する

こととした。

税 庁ＢｦＧ干の外袋は杉 小巾板を ｊｾｾ 枠とした刻比 ｈｊ コ ンク リー卜の打 ｦｩ 文し

11:  1二であるが、より日 L 、品質を求めて外災は全てプレストレスト PC

とし炎 l簡は杉板を転写したコe ム僧枠で木 11仰を炎わした。

ｦ 長 ｈ￟ ，ｾでは刻庁舎」七日 Ａ ｉｊ を 文 化 会館、 ￟［Ｎｦ［ｊＺ ｩ 釘ｻも合めた文 化 行政ゾーン

として外椛幣備を l順次行ってきている 。 今 1"1の分庁合完成により川

辺格的の令符が競える状似となり、今後の呪} j -:: '['干 リニューア J レ仁 ・Ji

と仰せて、以民サー ビスの liiJ 1ょがW WJ ' されている 。

基 準 階 平 面 図 1  :  1000 

所 在 地 奈 良市登 大 路町 17

敷地面積 一一一 10，0 01. 5 4 m

建築面積 一一一 3 ，293. 13 m

延床面積 ー一一2 6，693.4 5 m

4両i量生見+真 S R C、B2 F、6 F

工 期 一一一 1994年 3 月- 1996年 6 月

最 寄 駅 一一一 近 鉄 奈 良 駅 下 車 徒 歩 10分

j量 影 一一一 エ ス エ ス 大 阪 、 フ ォ トは な お か

( 大J i< ｔ ｴＩ ｦ 二 Ｏ Ｑ ｾ ｬ ｪ辿設計一Ｉ

正面玄関

J J  







中 納 組 社屋 新 築 工

設 計 : フジ堂大阪支庖

一級建築士事務所

工・フジｾ大阪支庖

大阪市淀川区新i l.":i4-29-4

579.80m'  

165.2l m'  

487.09m'  

s‘ 3F 

平成 7 11; 6) 1- 事成 7 {J' 12)  1  

当社屋は、阪神大震災により損 i裏した

前社屋の建替という経緯のもとで計函

された建物である 。

外観イメージの基本的な考え方は 、ア

プローチから延びる壁画が、建屋の低

層部まで連なり 、敷地 ・建物が全体と

して一体的な連続性を感じる機にして

いる 。連続する壁面には荒々しい感じ

の素材と形態を持たせ、建屋上部の軽

快な感じの素材感と対比させることで

お互いの存在感を強調している 。

内部については 、 1 階の共用空間では

関口部を絞り、照度を落とした照明と

し坪庭の植裁を望ませることで 、落

いた空間を計画。対照的に 2 階・ 3 階

の執務空間は日月るく 、開放的な空間と

している 。 また、室形状も今後のレイ

アウト変更を考慮に入れシンプルなも

のとし、家具寸法・動作寸法を考慮し

たスパンとすることで、使用勝手もよ

り向上したものとな って いる 。

施

a

b

e

d

e

f

2570 

o  

o  

ー当t

c:...> 

Q，)  

ζ n  

a : l  

..s::::: 

ー・ーー・

ｾ＠

ホテルノルド小槽

計・昭和設計

工: 鹿島三井・住友・新日銭小松

共同企業体

北海辺小間市色内 1-4-16

1，946.03m'  

1，245.83m'  

6，858.23m'  

RC. RC‘ S、6F

、Ir)正7 年3) 1- 平成811'-3) 1  

当施設は小樽の特別景観形成地区等指

定地区内の運河沿いに位置する 。小僧

の街並みのノス空ルジイやエキゾチ y

クさは石造倉庫群や明治期の様々な械

式の建物群の古さと新しさの調和がか

もしだしている 。計画に際しては、周

辺の小憎らしい都市空間 ・景観形成を

図るため 、その歴史的環焼を継承しつ

つ新しい空間を都市内に創造すること

をテーマとした。外観は 、コーニスに

よる三層構成を始めとし連続アーチ ・

ポールト ・ドーム等古典的フォルムと 、

レリーフ ・リンテル ・キーストンなど

のエレメントにより偶成し、低層部の

感あるこぶ出し大理石 ・高層部の水

磨き大理石 ・キャストアイアン等のハ

イ空 ッチなマテリアルを採用し 、周辺

環境との調和を図った。又 、客室から

の運河や山並みへの眺望を考慮した口

の字型配置により設けたパテ ィオの{ 也、

H ッサ ジュやポルテイコといった小

織にはなか った古典的空間を外部に配

した。内部は高い天井高によるゆとり

とユニ y 卜パスからのトイレ ・洗面所

の分灘によるくつろぎある客室とした

他、木 ・石等の自然素材の使用による

あたたかさ ・やさしさとてらいのない

上品さの演出を試みた。

設

施

ヨ

u

'

n

u

F

L

，A

U

O

L

F

'
ι

2571  

2571  
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2572 西 宮 市 医 師 会 看 護 専 門 学 校 及 び

西 宮 市 消 防 局 ・ 西 宮 市 応 急 診 療 所

}{.伊l

設 計: 創造社 (消防署)

アトリ 工I アーバン ・アーポア (場諸学校)

施 工 : 新 井 組 a. I計イEl 出

a  jlqト". di 池 川IIIT 9 部地

b. 2，5  1  3. 70m'  

b 敷I也i田h'l

c. 1，271. 8Im'  ( 総必築 l倒的)

d.  6，364m'  ( 総延! 年 l市町1)

e. RC. 7F (6F) 
C.  ill 築 而h'l

f  平成 ＷｊｲＳ ＱＱ ｾ 平成 Ｘ 年 ＳＱ Ｑ

2573 守 口 、 土 居 地 区 体 育 館
d 延! よ IfiI b'l

2573 
設 計 : 双星設計

2572  施 工・協和建設

e. ｾ可 ｩ￭ｩ ＮＡｬｌ桜
a  て1' 11 市竹IIrf 10- 1  

‘ ・，

b  1，164.88m'  

C  717.25m'  f .  _[)PI 

d  692.36m'  

e. RC、平 J'li ill

f  、 ｼ ι ｉｩ 長 Ｗｪ ｬ ［ Ｗ ＱＱ ｾ 、 Ｑ ＼ 成 Ｘ ｊ ｲＳ ｊｬ

2574 沖 縄 県 女 性 総 合 セ ン タ

ー三 重減 合 同 庁 舎

設 計 : 設計集団閃+ アクト 建築計画室

施 工 : 国 場 組 + 金 秀 建設+ 南洋土建

a  れl' 制以川知Jrli 間1IIT3-1 卜l

b  6，396m'  

c  3，537m'  

d. 15，823m'  

e. SRC‘ sIF、8F. PH

平成 6 JIニ7 ｦ ｬ ｾ 、 Ｑ ＼ Ｑ 北 Ｘ 正 Ｑ ［ Ｓ ＱＧ Ｑ

2575 障 害 福祉 セ ン タ ー ハ ー ト フ ル

設 計 ・ 日総建 大阪事務所

2574 2575 施 工 : 掛谷工務后

a  茨木市片桐町 1107- 1

b. 2，007.71  m'  

c  1，029. IOm'  

d.  4，255.85 m'  

e. SR、日110、4F

「 平成 Ｖｊｉ［ＹＱ Ｑ ｾ 平成 Ｘ ｊ ド ＳＱ Ｑ

2576 大 阪 酒 販 会 館

設 計 : A. R・l建築事務所

施 工 : 大 日 本 土 木

a  大|妓 di 天王寺区治水谷町 l トl

b. 1  ，020.88 m'  

c  480. 36m'  

d.  3，062. 15m'  

e  RC‘ 日IF、910、PIF

平成 ＶｪｆＸｆ ｉ ｾ 平成 Ｘ 年 Ｓ Ｑ Ｍ Ｑ

2577 い き い き長 寿村

「 あ み ー シ ャ ン 大 飯」

2577 言宣 言十: 昭和設計

施 工 : 熊谷組・ 真柄建設共同企業体

(本体) 、 近藤組 (外4帯)

a  柄 Ｉ Ｑ 日 Ｑ Ｔ 人 Ｚｦｬ 反 ｬｾ ｜ 大飯町本郷

当n82け14i 時地

b  .  27，700. 00  m'  

c  5，153. 27m'  

d  5，922.24m'  

e. RC. S. s IF. 4F 

f  、F成 6 {I 二 1111  ｾ平成 Ｘ 年 Ｓ ｊｬ

2576 
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l 経過

神奈 川 以では、かねてから京海地 ｩ ぷやド ｉｉ ［，ｾ川県

阿部地i誌の発Jι により大きな被' ，1;' を受けることが

予測され、これに対処することが之1務とされてき

た。

このような 小、11([羽156{ドJえから 5 カ作 11¥1 にわた

り、ｾ［設行総 ｦｔ 技術 ＱＩ ト ｭ プロジェクトとして ｲ￭Ｎ ぷ

災 椛 造 物 の 復 川技 術 の 1m発 J が i且められ、m 築

物の災' ; ' i - i mll の技術IマニュアノレJ がまとめられた。

このマニュアルで提案された応急. 危険度、|河川i の

fi 効1' ' 1: に泊 11 した本以では、、ド l戊冗 {IoJ立に以 1) 、lの

特定行政げである 12の di とともに「担114T川以処 築

物 iぷ後対策. f ffUit 協議会」を設問し、雄投行、午識

終験Ｎｦ￭、Ｚｩｬｬ築 ｼ 民ｼ係同 ｦ Ｑ＾ ｾ 干のｼ必ゴ ｊ をfリて、 2 カ年に

わたり J，む之L危険度下IJ i.EHiIJJ ; ! t の幣 flmのあり /i につい

て 調 査 研 究 を 行った。

この車Ji よt ! を受け、 J 也氏被ソfが広域にわたること

などから、、1"1反3 q=- に以内の令 di 川村が参 I，II [ する

よう椛進協議会を I'J 組織し、以と rli ll lJ村との1/ ' " 力

により応急危険度下IJ i.とWIJJ込の夫liffi 体Hl IJの抑制I i を逃

めてきたところである 。

l 判定士の養成

大 I長校地震で応急危険度、I"J主i : を夫胞するために

は多くの判定 ｴ が必ｾであり、このため平成 Ｔ 年

度から判定 |ごの低成羽'it .l>' l会を: : k: liffi している 。

日前例会は、、1' 1&7  {I=- /ぶまで 1'i{ I'- 201"1以 !て、 平成

Ｘ 年度は ＷＱＢ Ｑ 、以内の ｴｾ ｬＱ ｬ ｜ ､ ￭ において夫施したが、

平 成 8 {I'. IOJ JJ J UE、8，363名 の/i が波紋している 。

l コーディネーターマニュアルの作成

一 方 、 応 急 危 険 度 '/'.I J辺 を 実liiri するために、被災

地で 判 定一lゴを折 folI¥'立替するコーデイネーターが必

: &i となる 。 このコーデイネーターには、災 ';1;. 対 策

雲長

野くf '一

編集委員会法令分科会

310 

神奈川における応急危険度判定制度

の取り組み

本 部ごすの Jf;'，W があたるとしているが、これらコ ー

デイネーターを対象として判定実施に| 刻する具体

的ー J i ! . r i の収り倣いをまとめたコーデイネ ー ター

マニュアノレを作成している 。

l 判定士とのコミュニケーション

判 ＱＱ［Ｂ モ 川以 では、 ｌ ぷ之 ｴ 危険 ｊｾＧ ド ｉｊ ￭Ｚｅ 1: の，認定WIII.¥Iを

Ｕ Ｑ， ドとしており、認比三のｊｦｬ ｾｽｲ ｬｬ 与だけではなく ＧＧＺ ｩ ｾ［ 日

tl 1 から協議会と判定 |ゴのコミュニケー ションを図

ることにより、地 ￭ Ｎｌｾ 発生に日 ｉｬ ｈ［ できるようにする

必1 } i がある 。

このため協議会では、 地震 対 策 に |品lす る 最 新 の

ニユースや ｾｨｗｾ 吋会 ｾ ｲ［［でＺ 判 定上の万々から受けた質

ｉ ｉ｜ ｉ ｾ［ 午に符 える「‘ ｉ ｾｉ ｉ エ ｅ ｉ ゴ だより」を、平成 Ｕ 年から

何 年 1 1" 1発行し、判定 i へ送付している 。

l 判定士の訓練

ｬｬ ｊ ｾ＠ Ｑ 二 の後 ｊＦｾｉｖｩｬＡＩＱ 会ではテキストやスライド等

を使い、応急危険度下IJ定 の/i 法ごすを講習して い る

が、判記技術の II' J I-: を|亘|るため、平成 5 年度から

J f 際の: i l l 物を f!t った似擬訓練を実fjffi して い る。 そ

の |λ l平等は、山て伴え J' iJ::のAtiti 住 宅 や$9(Iuj コンク

リート jti の{γ もに川ブJ することにより m傷状似を

つくり、判定 |ごが被災j立の llJ 定をするものである 。

校縦訓練は、 H年II ¥HI¥; なHil J約から |彼られた人数の

判定 上 の参 JII Iにとどまっているが、訓練の悦僚や

訓練紡以の消却を、 「判定 |ごだより j に帰依する

ことにより、 Ｇ ｉ ｾ ｉ 以 ｩＺＺＺ Ｑ → ｾｌｊ｟の参々にＱｊｴしている 。

なお、この校縦訓練と合わせて、 Ｇｩ ｬＡＺ ｾＡｩ 述絡網を

{ 必い似{ 疑i l J ll*必のmf i 場所やU l fi ll 年11¥1を伝i主する参

!.I訓11M! を: : u 施している 。

l 現在の取り組み

阪 神 淡 路 大23災では、必; 没行からの辿絡を受

け、 仙 の出 Ｑ ｜ ［ 辺 ｊＨ ， ｈ ， ｾ などとともに被災門治体の応媛

参 集

をさせていただいたが、実際に応急危険度判J ，どに

か: わって得た 11ill な教訓を生かし、 fif び人一j辺 災 が

発生したときに、より迅速かつ (1" Jurl 1 に応急危険l豆

半IJ定が災胞できるよう、コ削il lH4¥ililJ のー il"iの幣耐i J を

以 iliJII J村の協力のもとにJ i t めている 。

川 判定士の災害補償

阪 神 淡路大災災では、相11公 川 Y11:雄 策 |ご会、判11

奈 川 以主] 3従 1: ' ] 1務所1/ ' " 会、神奈川以 ill 設業協会の

協力により民ｉｉＮ｜ ｊ のＧｉ ｾｉ ｊ 定 ｴ を Ｑ Ｐ 人派むしたが、応急

危険度判定が被災凶後に実施されることから、余

民主事により判定士自身に被7可が及ぶことが懸念さ

れ、 Ｑ Ｑｾ 発前に急 ｩ 虚傷告保 ｼ 換に ｊｊｉｉ 人していただいた 。

本 以 で 地 ｩ 乏が発ごとした比， ｾｦ￬ には、 ｍ Ｍｔ人という

民 H¥J判定 t の協力を仰なければならず、発生後の

保 険JJII 入は事実上不可能なことが処lZとされること

から、あらかじめ必要な人数分の保険を手 、" ，てす

る こととし fζ 。

(2) 判定資機材等の整備

応急危険度判定をスムーズに夫胞するためには、

従前 に判定制査炎や判定似識等の' 1 " 仏i : : l1W[ 'lI
r

，、さら

には判定制査に必2Mな 下げ振りやクラックスケー

ノレ等のＧｉ ｾｉ ｊ Ｚｩｅ ｲ 空機材を川怨することが必ｾーである 。

このうちヘルメッ ト、ナップサック、 ドげ振り

等については、協議会でー 折l ! l11人して 、行 dil l/ r付

に配分し、作 rlilll J村カ; f I / I i 訴する予定である 。

(  3) 連絡網等の整備

多くの民 11¥1下l仏E Iてに協力をふRめるためには、 tll

絡網を強制{ J しておかなければならない。 このため、

すべての判定 |ごに; a やかに tll 絡が行われるよう d，.

町村を 1/' 心に屯話述絡網の抱 fllii をJ i t めている 。

このほかにも課題は山絞しているが、) ( i : J . 災の

ときの被災 1' 1治体の不H氏不利、の河川'i1を思い起こし

ながら体i/il J整備を舵進してし、く所作である 。

塚 田 操 六 神 奈 川県都市部建築指導課技斡

被災市町村災害対策本部

阪神・淡路大震災で応急危険度判定する判定士 応急危険度判定活動体系図
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近 畿 被 災 建 築 物 応 急 危 険 度 判 定

協 議 会 の 設 立

l 応急危険度判定とは

先の阪神 淡路大以災においては、かつてわれ

われが経L除したことのない、ノに丹I¥d-j ll'( 1ごで上山iJ4が

発 ' 1二したため、多くの他物が被災し、多数の昨い

人命が火われた。

iぷ災 l白後から、余iぷが! Yi ' l々として起こり、ただ

でさえ地災プ ｊ によりその構造的な ｉｉｗｾ げＱＺがゆ ｪ まっ

た被災住築物の倒l版、; ' 1IC材の羊IJ ; t にすによる人命な

どへの二 次災件の発生が心配された。

このため、吋 H年、 * 7;1: ) (乍 l;?i J川教侵( 、'i 11寺) や

ド1
1
ボ川以住宅供給公t l のλ :hi 氏 ( 叩! のをはじめ、

多数の/j- が入:1坂}(:f に集結し、 ']! I以E 支俊4 ' 日1¥を設i出

し、1 i 宅氏によって生じる危険度の. j i 'U廷を応急、的に

判定する活動を版 IJ トl した。

この判定 ＯｔＧｴｨＮ は、雄投ＧｲＧ￮ ｾ すで研究され、 ｼ 民 ｬ 点の

ｾ ｭｳ の 地 Ｏｔ公 ｊ ｴ 卜 ｈ 体では収り出 ｉｬ みが 進 んでいたが、

全 I-EI 的 にはあまり知l られていなカ= った。

危険度 Ｇｉｾ ｉｊ 正ｩＺとは、あくまでも地災発生後できる

だけ '1'-<、 .('i ｆ 、余 ￭ｾ などの収まりつつある ｈ 幻 Ｙ ｊ

に精力 的に被災したえII 築物の、'i lui の危険度を 判定

し、その他 ｾ ｊ のＩ ， ｲ ｩＨ ｬ ， 行等はもちろん、近くを通る

人 々に似 '; 1;. を ワえないよう 1.¥¥1係 行へrし也、を似 すた

めの↑ I' iftl 払HJt と々えることができる 。 したがって、

応二 Ｑ 危険度 Ｇ｝ｾｉ ｊ ￭Ｍｅと被災住築物の被災度区分判定は、

))I Jな次冗の |人l符を( '] ，う 。 応急危険度判定はその迅

速性に t1 f1ff iがあり、被災度判定は将米にわたって

利 川 Ｂ ｊ 能 力、以￯｛ｩＺにＧＱ ｾ Ｑ 仏 ￊ し、比 ｾ ｦｩ によっては ｦ ｬ ｬ￬ 強 な

どのｾＺ汗を提示するところにその記、裁がある 。

l 体制の整備

i 4.- fnな経験と反γ? を主主したあのJ : . ! J 災から 2 ヵJ J

を経た判戊 7" ド3 JJ 、危険度判定を行政服L - 1 のみ

で i l l JAに行うことは限 界があるため、 1111は全 1EJに

f/，E:、急危険J又'] '.I J定の体的IJ'!lさlliiU を い台、に行うよう

J ! ! j J t 来を発している 。

これを受け、 ｾｉｬｩｬ の都道府 県 において ｴｾ ｉｉ ｉ ｊ ｩｬｬＳ 従

|ーを対象に" 前11>/会が俄んに行われ、大阪府下でも、

判戊 7" 1三度に 2 1"1、 判 戊8 "ドj立には 5 1"11手記して

おり、年度末までに2300人 余 り の 受 Jb' J がよ止込 ま れ

いても、その出111 口を JR聞きすればi T I : 惚を巡け似ると

ともに、効率的な巡川も可能である 。

そのため、応急危険度判定方法の燃準化や全 11¥1

的な相 |立 支 媛 体 i]il Jの務官i f { ，パヰを ]- 1ￍｉ Ｇｾ として、 ｲ ｌ Ｏ 戊 Ｘ Ｂ Ｑ 三

4FJ に設立された「全 1"1被災住築物応急危険度判

定 ｼ 創設会」と 辿 担与を ｬ 豆 ｼ りつつ、近倣千 千 ｊ ｲＺＭ ｦ￟ ， ｾＦぴ政

令折 定自i¥市において中117 i 支援体制の市相当を行うな

ど、応急危険度判定の災胞ｻ本￭｝ｩ ｉｊ の強制ｩｉを ｾＨ ｕ Ａ 主する

ことを |二l 的として 「近畿被災生s築 物 応 急 危 険 度 判

定協議会」を、兵庫以 をはじめとする作府県と 述

抗 して平成 8"同 月 に設立 した。

こうし た応急危険度 判定に |刻する協議会は、 且t

{E、全国の隣接する複数の府P13にまたがる 地域

ブ ロ ックにおいて、設立の検討が始まっており、

近 い 将 米 、 近t及協議会のような地 方 組 織 が 令 11¥1の

あち こちで設立される見迎しである 。

| 近畿被災建築物応急危険度判定協議会

の概要

(1) 会員( 近後 2 府 7 県、 3 政令指エi : / ' i 1¥d1)

Ｎ ｮ 刊 ＮＡ ＯｊＮ ［ｲ 一 向 ｜ｬｴｦ 、大阪府、兵ｊｯ｝｜児、滋ＱＺ Ｑ 県、奈良 ｙ ｉ ｾ 、

和 歌 山以 、 三 重 以 、初 ｾ ｈｲｾ 、 徳 川 県

・政令市/ 京都市 、大阪市、 相Ii } i d1  

・ オブザ ー ノく ー ＨＳ 県ＩＯ岐 ＱｾＱ ｙ ｲ Ａ 、ｊＺ ｍ ｬ ｬｚ ￟ ， ｾ 、 Ａ 河 山

(2 ) 役 L1

・会 民 兵/' 11以都市住宅部長

. MIJ 会 j乏 大阪府 ｭ 庭部長、ｊｩ ｾｦ￭ ｬ ｜ ｊｬＧ 、 ｈ Ｚ 木主 主 主主部長

・幹すJ"I :  I;必釘 y，! 、奈良県、 和 歌 山 県 、大| 坂 dJ の 符

十11 ｾ ｉＡ ｉ 部ＨＩぷ ［ ｪ Ｉ 長

・Wii-' n: 三 重 県 -1: : 木部長

(3) 'Jg 位|人l容

・応 急 危 険 度判 定 に 係 る 府 県 1/11の 相 互 支 般 の 体il:I J

?宮古111

・近 倣 2 J H7 県 の 区 域 |λl における 相互 支 媛 体ilil Jの

整 11m

. _I二日己区域外への支媛体制lの諮備

・そ の他 、 協 議 会 の 目 的 を 達 成 す る た め に 必 必 な

ヲ ｊ Ｂｉｾ

ている 。今後は、これらの民 II1Jill3お |三の 災 '; 1;' 11与の 加藤 長 大阪府建築部建築指導課調整係長

協力士すについてのな (i' j を l総認の t 、大阪/tt の 'I '.I JiJ':

lゴとしてな録し、万が一 の際には、応急危険度 判

定に病的，lll していただくことになる 。

一万、近倣! 何日，Lは災 '1-'1対策必本法のF>此: により、

「近後 2 }( : J 7 ｷＮｾ 災 ｉｉ Ｍ ， Ｇ ｦｾｾｬ［ の十 ｉｉｦｬｊ ｩＵ般に ｼ 刻するｉＱｊｩＱ￭Ｍｅ ｊ

を、|ιl 戊8" ド2 J J に締結し、災 '1';' 11与における応綴体

jJ; IJについて十Ilr[ 1i'mM! をしている 。

応急白ｼ町立 Ｇ｝ｾ ｉ ｊ 定においても、ＺＺｬｦ ｬ 係の初動 ｈ 年に近

隣 作}( :i 以ごす2 のfll ｮＺ 文僚が Ｉｉ ￴ Ｇ ， Ｇ ｩ Ｇ［ に ｩｬｬ ＱｬＧな役 Ｇ［ ｉ ｾｬ ｬ をよ ｪＮＡ た

す 。 さらには、 ｌ ｾ 川 雄策 Ｑ［ の ｩｉｩＯ 求、ぞま主止などにつ
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指 定 試 験 機 関 、 I S O/ I E Cガ イ ド2 5

指 定試 験 機 関に つ い て

建設省は、平成 6 年 10月に 「建築基準法に基づく |坊火材料の指定

等又は建築基準法において予惣されていなし、特殊の梢造方法等の認

定に係る試験結果取扱要領j を制定した。 この要領は、| 筋火材料築

の指定をうける湯合に建設大臣に提出する試験データが満たさなけ

ればならない条件を定めたもので、建築基準法に係る基準認証制度

の固|際的調和!を図ることを目的としている 。 これにより当所も改め

てこの新制度の下で務査を受け、試験機関指定を受 け直すこととな

った。

この条件とは、実質的に 150，パECカイド 25あるし、はJ ISZ  9325に準じた

品質システムの下で試験を実施するということである 。当所におい

ては、平成 8 年 4 ) 1  1  11からガイドおに準じたl'o' lt1システムを苦手入し、

7 月末に連設省建築研究所」μ l主認証研究センターの務査を受けた。

その結よい、適正であるとの認定をいただき、この10月に指定試験機

関に指定された。指定試験範問は、建設省告示及び通達に基づく次

の11種類の試験である 。

①不燃材料の基材及び表面試験

②準不燃材料の表面、穿干し、ガス有害悩及び、模型新試験

③難燃材料の表而及びガス有害'11試験

④準語IE燃材料の表面試験

⑤耐火構造の耐火性能試験

⑥準ifift 火構造の耐火性能試験

⑦防火梢造の|勿火性能試験

③ーヒ塗壁 と同等以上の延焼防止の効力を有する梢造の防火性能試

験

⑨可:q亜及び乙極|勿火戸と同等の防火性能を有するものの防火性fiE

試験

⑩iru; t火構造の外壁に施す外断熱工法の防火性能試験

⑪長!日! 文は共同住宅の界壁のi!it 音構造の遮音性能試験

試雪姫斤認 定制 度 、1 8 0/ I ECガイド2 5、J I 8 Z 9 3 2 5、

1 8 0 9 0 0 0 8に つ い て

財団法人日本建築総合試験所

干565 吹田市蔵 白台5-8-1

業務時間 9 :  00- 17 ・15

|長lへの信頼性付与のための試験所認定制度がli I 1( 立された。一方、我

が固においても、基準認証制度の透明性確保のため、国際的に整合

のとれた試験所認定制度の確立が不可欠となり、本年10月に この;1;1)

J立が設立された。

試験所認定制度とは、ガイド25に基づき、権威ある認定機関が試

験機関について審査を行い、当該基準を満たす試験機関に対して特

定の分野の試験を行う能力を有することを認定する制度である( 託子

査認定機関はJAB ((附日本迎合性認定協会) であり、 10月から業務を

I) I:J始して いる) 。

ガイ ド25とは、 「試験所が特定の試験を実施する能力があるもの

として承認を得ょうとする腸合、試験所が準拠して運営 しているこ

とを立証 しなければならない一般要求事項を規定している規絡」で

ある 。JI5Z  9325は、内容は全く yゲイド25と閉じである 。立証しなけれ

ばならない一般要求事項は、

• 11;制労遂行に必要な椴|恨と経営資源( 人、物、財) をもった経営

スタッフの設置などの「組織と経営j

・最高責任者による品質方針、回線、実行責任の表明。 システム

の確立、維持などの I，'ft，?l システムj

・ |式j部監査と経営者によるシステムの見直しなどの 「監査及び見

直 しJ

・試験が適切に実施できる施設及び設fHI i の保有と保全管理、試験

を行う環境の整備などの 「施設及び関税J

・試験方法の選定、試験指示苫の保持などの「試験の方法」

・正確、明l原、あいまいさを矧除した客観的な報告な どの「報告

書J

等々である。

この規格の要求事項に迎合 している試験所は、試験活動に関して

1509002  Ul5  Z  99但) に規定されているモデルの要求事項を含んで150

90005 UI5  Z  99005) の関連する婆求事項に迎合している こととなる。

当試 験所 の 既 祖 み に つ い て

近 々の国際情勢に盟主み、 当Ffr はガイ ド25に適合した業務を実施す

ることが重要であることを認識し、指定試験機関の認定を契機にして、

当所の主要業務の全てにガイドああるいはZ9325の導入を急し、でいる。

欧米等では、 JhVi 入者が供給者に対して製品の性能に| 刻する客観的 来年の 4 月には、ガイド25に準じた試験品質保証体制の整備を完了

データを要求してきたとき、供給者は試験所の試験データを制示し させる予定であり、それと同時に新しい業務システムの下で試験を

てきた。そのデータの有効性を主張するためには、試験データの信 遂行していく ことになろう 。

ｾＱ ｾ ￮Ｇ ｬ ｾ ｴ が ｲ ｩ ｬｬ ・かで ｨ あることが必要であり、そのような事前の下で試験機 (品質保証セ ンター T EL. 06・834・7916)

18  盤篤と社会 ・1996. 11



撃 機 線 機 闘 機 織 機 醐

子どものための遊成競

計画 デザイン運営管理のための

全ガイドライン

ロビン ・ム ー ア 他 編 著

吉田銭也 ・中 瀬 勲 共 訳

鹿島出版会

1995.2.25干IJ

A5*，J  240頁 4，532円

機饗欝鱗盤機撃機織機鱗襲撃

秀作・数寄屋住宅

和 風 建 築 社 企 画 編 集

学芸出版社

1996. 3. 25干IJ

A 4 W判 128頁 5，665円

秀作数寄屋イ主主

B OOK  

S T AT I ON 

ブック・ステーション

機線機機線機織綴機懇議議

ｪｾ むＩまちづくり

川 合 正 兼 箸

議畿機議鱗轡鯵鱗嬢線機議

イラストでわかる

糊 水 ・衛生設備のメンテナンス

中井多喜雄著

学芸出版社 学芸出版社

1996.5.25刊 1996. 5. 25干IJ

A5変型車J 208頁 2，575円 8 5*，J  208頁 3，090円

轡欝機機騒鱗機鱗欝欝畿機一鍵寒中 盤機騒盤欝懇露盤饗謬鱗議主

釦選置223 - マンション管閣週合テキス卜

ディスプレイアサイン 小説自治体をめざして

魚成祥一郎監修 住 生 活 研 究 所 著

高橋信俗 ・蔵 井 比 古 ・石渡強治共著

鹿島出版会

1996.3. 30干IJ

86判 196頁 1，854円

学芸出版社

1996. 5. 10干1]

A5L判 240頁 2，472円

701 7 0 2 ア0 3

6 0  マンシヨン 0 3  

5 0  嬰望繁育 0 3  

4 0  

301 302 303 

[201 202 之03

101 102 103 

懇燃機織機総議機鱗撃機機畿議選

ダクト設計入門

内 山 武 夫 著

学芸出版社

ＱＹＹＶＮＲＮＲＵｾ 円 ｬ

ａＵｾ ヨ ｉｊ 192頁 2，884円

議議議

庭の意昧論

M フランシス . R .T へス タ ー 共 編

佐 4 木葉二 ・吉田銭也 共 訳

鹿島出版会

1996. 6. 6干1]

A 5判 301頁 4，738円
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マルチメディア時代の建 築 家の仕事 (5)

一 一コンテンツは文化 宗 本 順 三

パソ コンのハー ドウエアが高価な頃は、 l セット 当りのハー

ドとソフ トとコスト 差 は少なかった。 その後、ハー ドは激しい

国際的な競争と技術開発で年々安くなったが、ソフトはそれほ

ど安くならなかったので、相対的にソフトのコストがノ、ードの

何倍にもなった。現在のようにソフトも激しい競争の時代にな

ってくると安価になり無料配布も珍しくなくなってきた。 この

様になると本当に価値があるのはコンテンツである 。現在、イ

ンターネットのホーム ページを聞いて日本とアメリカの迎いを

感じさせられるのは、コンテンツの質とレベj レが余りにも違い

過ぎることである 。極端に言 えばアメリカのものは受 け取る側

に欲しいものあるいは興味を示すものが書かれているが、日本

のものは自分の発 信 したｾ、ものしか 脅 かれていない 。 それは 文

化 の問題かも知れないが、 受 け取る側からすると奇妙を通り越

して滑稽である 。 同じ現象が建築デザインの表現においても見

られ、極端に自己否定してしま った没個性か、設計者の自己満

足の過剰表現の両極端が日本の現実であろう 。最も、マスコミ

は後者を好むことは言 うまでもない。 しかし、これからはマス

コ ミの物差しを通さずに直接個人対個人がパブリツクな場( イ

ンタ ーネット) で情報を選択して受渡するとき 、 この様なコ ン

テンツの文化の問題が世界的なレベ; Vで問われる時代が到着 した。

この淘汰 にどれだけ耐えられるかが、問われているのである。

京都大学教授建築家

陰駿礼讃

北 村 恭 一

兵庫県小野市にある浄土寺に、秋の好天に誘われて行った。

ここの浄土堂 は、西に沈むタ|場が掌 内に射し込む時、朱に染ま

ることで有名で、朱い寺とも呼ばれている 。訪 ねた時は、閉門

間近で最も美 しい一時に途いなかった。堂内の阿弥陀三尊は、

朱塗られた四本柱に図まれて堂の中央に、西を背に静かに作ん

でいた。 四本柱から張り出す複雑怪奇な迫持や斗挟、梁、更に

天井の垂木も全 てが朱塗ら れている 。 その天竺を思わす朱の空

間に、 5mを越える本尊と脇侍は陰を表 にひっそりと微笑んで

いるように見える 。数人の参拝者は皆板敷の床に、見入られた

ように息を凝らして正座 し阿弥陀様を見上げている 。誠に見事

な先人の知恵と本服する 。

陰務礼讃という谷崎潤一郎の本に寄カ通れたごとく 、日本人は

光と 影 に敏感な感性を持っていると自 負 しているが、西洋人も

光の使い方は十分心得ていると思う 。 ロマネスクの寺院はそも

そも光に満たされることを目指したし、J レイスーパラガンの修

道院礼拝堂も格子越しの光で、赤く染められてし唱 。

どこもかしこも明るくしたがる日本の住宅は、いや、住宅に

とどまらず、 天 井照明器具 を避けて 、上手なスタンドや壁プラ

ケッ ト照明で部屋全体を明と暗に作り分け、部屋 に奥行や広が

りを演 出する欧米住宅に学 ぶ べきと思う 。光と協の演出ひとつ

で古女房 も惚れ直すことができるかも。 大建設計取締技術本部長

20 建築 と社会 ・1996，11

品質確保 ・向上と成績 評 定

春 田 浩 司

平 成 8 年 l 月に建設省、 l段林水産省、迎輸省の共同事務局に

より、「公共工事の品質に関する委員会J の報告が取りまとめ

られた。 その内容についてはここでは割愛するが、 5 つの基本

方針の下に32に及ぶ具体的内容 が提言 されており、実現可能な

ものから実施していくこととされている 。 この中に IS09000

シ リーズ適当等 とともに、公共工事の品質を確保する方策のー

っとして 「成樹評定の積極的活用J が示さ れている 。

工事成制評定は、施工者が請け負った工事の出来11央えを発注

者 が評価するもので、施工体制 、管理体制 ( 工程・品質 安 全

等) につ いて総合的な技術力を判断する 重要な物差 しとなるは

ずのものである 。 しかし、 こうい った評 定は評定者によるぱら

つきが大きくなることも考えられるので、極力客観的事実に基

づ いた評定基準 とすると共に 、いっそう 透明性を高めるために

その評定点を施工者に通知し、施工者はその評定内容について

説明を求めることができるようになった点が新しい。

建設省では平成 Ｘ 年 Ｒ 月からこの新しい成 Ｊｊｾｬ￬ 平定が実施され

ているが、いまのところ固に見える成果が顕在化してきている

わけではなし、。 しかし近い将来、成績評定を業者選定に直接反

映させることで、品質確保 向上のイ ンセンテイブとなること

を期待したし、。

近世宮地方建設局営繕部長

違いがわかる

一一一異文化コ ミュニケーションのすすめ 谷本 篤

東大寺南大門にしろ、! 迩苑寺金閣にしろ、わが国においては

歴史的評価の定まっている文化財建造物ではあるが、それらを

観光案内で外国人に紹介するときに一再ならず党 えるある磁の

もどかしさは何に由来するのだろう 。 もとより、当方が解説す

る内容の過半は、そこ らにある歴史- 美術書からの受 け売 りで

あることは言わずもがなのこととしても 、我々がほとんど無意

識 に受 け入れている伝統的価値観、 日本人としての既成観念 に

よる評価基準が、果たして精確に伝え られ、理解されているのか、

みずからも正されているせいもあるのだろう 。

文化なるものは、村1 ( 仏) 、人問、自然の関係認識を中核に

据えてそれぞれj 虫自の世界観を形づくり、伝承 永続性や規範

性を備えるとともに、それ自体が「沈黙のことばJ ( ホー J レ" El  

として、 多様なコミュニケーション機能を担っている 。 その世

界観の相逃がさまざ まな文化を特徴づ ける基本的要因であり 、

伝統的価値観も、その紛糾1基盤の歴史的変遷を経て培われてきた。

国際化、 高度情報化 が急速に進展 しつつある 今回、 地球規模の

視点から様々な異文化 に積極的に援し、その特質と自国文化 と

の違いを一層深く認識すると同時に、既成概念の意義と機能を

問い直 し、価値判断も客観的に相対化・ 多元化すべ く異文化コ

ミュニケーションを促進させることが、切に求められている 。

鴻池組建築本部設計企画部部長

建築の眼



S  • T  .MUANA 田中 啓文 田中啓文総合建築研究所

アドラ ー第 2 ピル 岩 本 貞 幸 岩本貞幸建築研究所

K コー 卜 小南 一郎 小南一郎建築研究所

内本町 Oプ ロジェクト 塚 口 明洋 塚口明洋建築研究室

N邸 長友理津子 長友工務庖一級建築士事務所

NKMピル 木 田 耕 蔵 田淵建築設計事務所

若松邸 芝 吹 千昭 フリーハンド Co

y 's ビルデ ィング 岡崎 善 久 岡崎善久建築設計事務所

周山のアトリ エ 安 達 英 俊 安達英俊建築研究所

私 の 空 間 作 法 '96

新森の家

総社の家

兵頭邸

ょうか武道館

RITZ PLAZA J OTO 高井ア ークピル

K邸

美輝の里シンボルモ ニュ メン 卜一清流の風景 一

三室戸寺ーライトスケープー'96春

企画協力 編集委員会作品作風小委員会

浅野 裕 建築計画 A & A 浅野設計室

福 田 浩 明 福田建築工房

早瀬 英 雄 チムアルファー

土谷 重 男 U建築企画室

草月里子 泰行 Y Aデザイン一級建築士事務所

主 材 公 夫 志村建築設計事務所

村田 直人 総合企画コンサル・プランナーク

村上幸三郎 村上デザイン事務所



S . T . MUANA 田中啓文 田中啓文総合建築研究所

• 
風の抜ける場

ホ ー ル 夜 景

ス ク リ ー ン
外 観

22 

中 庭 を 見 る

この地周辺からは、旧石器、縄文より近世まで

の多層にわたる遺跡が多く出土している。

古代より i動車とつづく、人の営みの時間の層を

内に持つ地に、現代の層を加えるものとして、

この集合住宅は計画された。

建物は、敷士也形状に合わせ北棟と南棟に分折さ

れ、全ての住戸がコ ーナーとなるよう配した。

雁行する壁面は、変化に富んだ景観を形づくる

とともに、生活空間を豊かにし、住戸より E鴎佐

をおいた ELV、階段、廊下、挿入された小さな

ポイド等の狭間空間を介し、風は内へ外へ、上

へ下へと自由に通り抜けていく 。

エントランスホールから階段、厄E下を経て各住

戸へ至る共用空間は、街路の延長として、開放

的な扱いとしている。共用廊下のトップライ卜、

ホールの外部と連続した吹抜、帯会を映すガラ

ススクリーン、可能な限り設けられた植栽等、

季節の光、風緑を日々自然に感じられる線、

配慮、した。

(田中啓文)

所在地大阪市平野区長吉出戸 3 丁目 1-51

設計笠窪田中啓文総合建鏑汗究所

施 工辻本工務庖

蜘 個 預 746. 45m'  

建諺毒菌草貰 308.  18m'  

延床面積 1，639.  13m'  

構i童夢見模 R C、7F  

工期 ＱＹＹＳ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｒ 月

最寄駅地下鉄谷町線出戸駅

撮 影 中 島 崇 夫



問

アドラー第2ビル 岩本貞幸 岩本貞幸建築研究所

• 
多用途性を生かしコミュニディ空間に

フ ァ サ ー ド か ら の 見 上 げ

正 面 外 観

この建物は、寝屋川市のいわゆる下町界隈に位

置する大きな三角形の蜘也に建っている。

郵便局、 3 つのクリニック、広舗、事務所、賃

貸住宅を含仁複合ピルで、これら多くの機能を

できるだけ有効に配置するため、その動線計画

等、とくに基本言語十には多大な時聞を要した。

所 在 地 大 阪 府 寝 屋川市池田東町8-11

設計量5里岩本貞幸建築研究所

エ ン ト ラ ン ス 廻 り の 夜 景

施 工リバー産業

敷地面積 66 1. 80m'  

建築面積 439 . 01m'  

延床面積 1，844. 72m'  

構ｾｊＡ模 ｒｃ 、 Ｗｆ 、 ｐｉ

工期 ＱＹＹＴ 年 Ｗ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｘ 月

最寄駅京阪本線寝屋川市駅

撮 影 PCS

しかし、多くの用途を融合させた建物としては、 一年余り経った現在で与は、エントランス廻りの

エントランスホールの大きな吹抜や屋外テラス R壁のやわらかいタ憶見や、郵便局、 j吉舗などの

のあるクリ ニックや事務所など、快適な業務空 集客性から近隣のささやかな コミュニテ ィ空間

間をゆとりある形として実現することができ、 として成立している。

また、上層の賃貸住宅階からは、市内が一望で (岩本貞幸・有国 智)

きる。

23 
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Kコート 小南一郎 小南一郎建築研究所

-
四季の移ろいを感じる都市集合住宅

外 観 夜 景

中庭全景

この建物は、 2世帯住宅と 6戸の賃貸個室群が、

中庭を囲む形で一体の建物として構成された小

さな集針主宅である。周辺環境は、最寄駅に近

いこともあり、古くからの比較的大きな区画の

敷地が、駐車場や集合住宅に変わりつつある住

宅街である。

この住まいは、これからの周辺環境の変化も考

慮に入れ、敷地の北側に 2 世帯住宅、南側に 6

戸の個室群を配し、敷地中央を中庭空間とした

都市の中の複合的な住まいの型として設計され

24 

和 室

たものである。

居宅| 階の居間からは、そのままの床レベルで

出られる広いテ'ッ キ空間がしつらえられ、庭の

緑を身近に楽しむことができる。 また、 2 階の

オープンな居間からは、車庫の上に設けられた

屋上テラスに出られ、気軽に屋外空間を取り込

んだ日常生活を楽しめる仕掛けとなっている。

これら 2 つの屋外空間は、レベルを違えながら

も空間的に繋がる| つの中庭としてお互いの世

帯の気配をさりげなく感じながら、それぞれに

所在地兵庫県西宮市北昭和町小 17

2宣言十室主主里 小南一郎建築研究所

施 工フジミビルサービス

敷地面積 248m'  

建築面積 173m'  

延床面積 324m'  

構ｾ見模 R C壁式械室、 2 F

工期 ＱＹＹＵ 年 ＱＱ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｕ 月

撮 影 原 定 理

自然光の差し込む主玄関ホール

落ち着いた住空間を確保できている。 また、 2  

階の住まいは中庭写真手前の室を通して右側の

個室群へも繋げられる設計となっており、将来

的な家族構成の変化、住まい方の変化にも対応

できるよう工夫されている。

中庭に向かつて大きく関かれた各々の住まいは、

自然、の光と風を十分に取り込み、 緑をはぐくん

で、都市の中にいながらも四季の移ろいを感じ

る、ゆとりある住空間を獲得し ている。

(小南一郎)



戸

内本町OフOロジェクト
塚 口 明 洋 塚口明洋建築研究室

• 
「格7」が つ リ影と奥行側 フアサ イ

ー里

フ ァ サ ー ド 見 上 げ

大阪の中心、本町通りに面する 11階

建ての共同住宅である。

通りに面して、触り正しいリズムを

もっ「格子j を設けた。バルコ ニー

の手すりでもある「格子j は、建築

に陰影をつくり 出し奥行きのあるフ

アサードをつくる。 コンクリ ー ト打

放しの素材との相乗効果で、都市の

中での建築のもつ象徴| 全 ・存在感を

実現している。

また、間口の狭い細長い敷地を生か

すために、中央部に光庭を設け、屋

外措段 ・E Vホール吹抜けとともに、

各住宅のアプロ ーチを自然を感じる

ものとした。

| 階のエントランス部分は、長い空

間をつくり出した。壁と関口による

リズム、アイ ・スト ップの壁、 トッ

プライト、光庭と、空間のシークエ

ンスを楽しめる場とした。

(塚口明洋、越智嗣夫)

正 面 外 観

所 在 地 大 阪 市 中 央 区 内 本 町 l 丁目 43番

設計量5里塚口明洋建翻弄究室

施 工 昭 和 工 務 底

敷地面積 276.  45m'  

建築面積 22 1. 39m'  

延床面積 1，936. 57m'  

僧遁規模 SRC入 I I F

工期 ＱＹＹＵ 年 Ｘ 月 ｾＱＹＹＶ 年 Ｘ 月

撮 影 納 崎 雄二

住 戸 の リ ビ ン グ

立 面 図

25 
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N 邸

圃

長友理津子 長友工務庄一級建築士事務所

ベランダ、がつくる正面性

正面外観

-
ー-=-圃.

和 室
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食 堂

この建物は桜の名所 ・桃ヶ; 也公園の

西に位置している。 自の前には阪神

高i怠そして地下鉄 ・J R それぞれ

が交差しており、交通の便では最高

でありながら、敷地条件の特異性が

設計のt対皆で習を悩ますところであ

った。

結果的には、外観はベランダの形状

に鞘数を持たせる事によ って正面性

を出す様にした。

内部は 4 階建の専用住宅であるが、

4 階の部介を多目的スペースと して

広〈面積を占めており、お仕事柄毎

日お忙しくしていら っしゃるお施主

様の一時の休息を楽しめる部屋とし

てデザイ ンしたが、何分天井高が最

高 5 m近くもあり、空調には充分気

を使った。 しかし、その後何度かお

邪魔させていただいたが、特に不都

合はなく安堵している。

奥様も色彩にお詳しく多岐にわたり、

こ相談しながら工事を進めていけた

事に感謝している。

Ｈ 長友Ａｾ幸子 Ｉ

所在地大阪市東住言区北田辺 5 丁目

設計量5. 里長友工務庖一級建築士事務所

施 工 長 友 工 務 庖

蜘 個 積 115m'

建築面積 86m'  

廷床面積 282m'  

構i量規模 S 、4 F  

工 期 Ｑ ＹＹＴ 年 Ｔ 月 ｾＱＹＹ Ｔ 年 ＱＱ 月

最 寄 駅 地 下 鉄 谷 町 線 周 辺 駅

f置 影 島 修 一
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木 田 耕 蔵 田J却l建築設計事務所

• 
生徒たちの感性に訴えるファサード

正 面 外 銀

J  R和歌山駅前という県都の表玄関 ややもすると派手になりがちなのを

に不思議にポッカリと空いた土地空 極力抑え、凹面によって生じる空間

間の有効活用を図った。 に狭いながらも豊かさと広がりを持

建築主とフ ロアーの7 0 %を占有す たせた。

るテナン卜の中央予備校との橋渡し 外部に避難用バルコ ニーを自己し、手

をコンストラクションマネージメン 摺りを H鋼シ j レノてー仕上げとし、メ

卜として果たし、見事に完成した。 力ニカルな感じを出し、屋上塔の看

人通りの激しい通りに面しながら、 板も極力抑えた。

予備校に通ってくる生徒達を静かに

落着いた雰囲気で迎え入れ、しかも

一階部介はl吉舗として利用するため、

あくまでも生徒達の感性に訴えるノ¥

イテクイ メージを重平毘した。

(木田耕蔵)

エントランス

生 徒 受 付 ホ ー J レ

所 在 地 和 歌 山 市 美 園 町 5丁目 2-2

調宮里田，刻建築諒十事務所

施 工 渇11組

敷地面積 171. 91m'  

建築面積 133 . 36m'  

延床面積 879. 58m'  

構造規模 S 、7F

工期 ＱＹＹＵ 年 ＱＰ 月 ｾＱＹＹＶ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 J R和歌山駅

事 務 室

27 
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若松邸

• 
芝吹千昭 フリーハンドCo

、風の道

外 観 見 上 げ

玄 関 ホ ー ル 見 上 げ

28 

玄 問

当敷地は、約20年ほど前の列島改造

醍封切住宅開発地の一角に位置し、

周辺は同 じ様な建売住宅独特の家屋

がコンク リー卜 ブロック塀に固まれ

て並んでいる。 また、 アルミのバル

コニー屋根までもが同 じ桟に、新し

く軒を連らねている。この環境の中

で、外観デザインへの配慮点は、 こ

れら材料及び、 エレメン 卜の再生活

用と 同時にシン フj レ| 主であり、異種

材料による環境との適合| 主であった。

一方、、、今の家は暗い、風が通らな

い、収納が少ない、使い勝手が悪い、

駐車が出来ない、庭がない。との建

築主の声に、 トップライ 卜を持つ吹

抜けの玄関ホールを 中心に全室を配

列し、求心性( 光の道) 、遠心性( 風の

道) を高めた。 また、玄関ホール内

外の同ーイヒを図る ことにより、空間

の唆日料金の中、縁側と庭の関係まで

も内在化し てみた。 ( 芝吹千昭)

一一

所 在 地 岡 山 市 西 市668- 29

ｾｾ書官記里フリーハンド ｣ｯ

施 工 難 波 建 設

敷地面積 184. 62m'  

建築面積 107. 65m'  

延床面積 158. 57m'  

構造規模 S 、2 F

工期 ＱＹＹＳ 年 Ｙ 月 ｾＱＹＹＴ 年 Ｓ 月

撮 影 崎 清 太 郎



出

Y 治ビルテ河ング 岡崎善久 岡崎善久建築設計事務所

• 
光と影が醸しだす静寂空間

正 面 外 観

住居と歯科医院という異なる性格を

兼ね合わせた建物である。

タイルで包まれた箱に、ガラスブロ

ックのシリンダーを配し、さらに コ

ンクリート打ち放しの屋外措段が絡

り、フe ロックを透した柔らかな光が

来訪者に開放感や清潔感を感じさせ

る。

内部空間では、光と影の絡みを意識

しており、特に居間 ・食堂では通風

むという構成である。 窓以外は壁とし、 トップライトから

シリンダーは 3層までで、歯科医院 洩れる光のみを採り入れている。

のエレベ ターホールを内包してお この刻々と変化する光が、白い壁を

打 ち 放 し の 屋 外 階 段 と ベ ラ ン ダ

居 間 ・ 食 堂 トップラ イ ト か ら の 光 が 空 間 を 演 出 す る

照らし、部屋全体に浸みわたる様子

は、日常生活の騒々しさを忘れさせ

る静寂な空間を演出する。

(岡崎善久)

所在地大阪府東大阪市鴻池田J 2 丁

目4- 3

5宣言怪5里 岡崎善久建築設計事務所

施 工 浅 井 建 設

敷地直滞 2∞. 65m'  

建築面積 121. 76m'  

延床面積 498 . 57m'  

構i童夢見模 R C、5 F  

工期 ＱＹＹＵ 年 Ｖ 月 ｾＱＹＹＶ 年 Ｖ 月

最 寄 駅 J  R片町総鳴; 也新田駅

撮 影 松 村 芳 治
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-周 安達英俊 安達英俊建築研究所

• 
地場の木材を使い自然の風景と共生

アトリエ内部

そこは京より二つの峠を越えたとこ

ろにある。京都は奥が深い。周山一

文字通り山に固まれた谷あいの町ー

に版画家がア トリエを構えた。

その地に育った木々を用い、自然に

抱かれた風景との共生を設計の主題

とし fこ。

平面計画は、できるだけ単純化 し、

名産の北山杉を用いた立体的な線に

よる構成。関口部は、 日本建築の絵

画風( ピクチュア レスク) の手法を

用いた。今 日、建築は複車釘ヒし、多

様化したが、この場に身を置くと単

純こそか至福の時を運ぶことに気づ

空間を構成する木材は、六十余年の

歳月を過ごした杉、松、桧である。

特に、桧の床のかぐわしき香りは木

版画の顔料とあいまって空間に一層

の深みを与えている。時が、ゆっく

りとしかし確実に流れていく 。

( 安達英俊)

所在地京都府北桑田郡京北町下弓削

Z宣言慢5里安達英俊建掛汗究所

施 工 田 中 工 務 底

敷地直瀬 627，00m'  

建築面積アトリヱ 113. 40m'  

住 居 70. 00m・

延床面積アトリエ 145. 20m'  

住 居 125. 00m'  

情造規模 W、2F

工期 ＱＹＹＲ 年 ＱＰ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｘ 月

最 寄 駅 J  Rパス周山

撮 影 安 達 英 俊

空 間 を 支 え る 木 材 は 地 場 の も の 木 々 の か ぐわ し い 香 り が 空 間 に 深 み を 与 え る
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一新森の家

• 
浅野 裕 建築計画 A &  A 浅野設計室

ミニホールをもっ都市住 宅

外 観

階 段 よ り 光 庭 を 見 下 す

新森の家は、 |階にミ ニホールを併

設する都市型の住宅である。

敷地は、東側に 8 m- 南側に 6 mの

前面道路を持つ角地である。都市型

住宅ではプライパシーの確保と、外

部に対しての開放性のバランスが常

に問題となる。

新森の家では、関口部を外壁面より

控えて設ける事で、プライパシーを

確保しつつ、周辺に対しては過度に

閉鎖的にならないように配慮、した。

また、内部に 2 つの小さな光庭とそ

れに面した階段を配置することで、

空間をダイナ ミックに演出するとと

もに、室内に対しては、外部からと

は異なった柔 らかい光や風を期待で

階 段 よ り 光 庭 を 見 る

居 間

きるようにした。

施主の希望で設けた |階のミ ニホー

ルは「エコ ハウスJ と名付け、定期

的に音楽会や講演会を開催している。

( 浅野裕)

所 在 地 大 阪 制E区車擁5丁目 91番 7

詰 世 誕 建 築 計 画 A & A 潤 諒 憧

施 工薮内工務庖

敷地面積 186. 39m'  

建築面積 126. 42m'  

延床面積 381. 41併

構造技見様 R C、3 F  

工期 Ｑ ＹＹＲ 年 Ｙ 月 ｾＱＹＹＳ 年 Ｕ 月

最寄駅京阪本車綜刷、路駅

撮 影金田博之( コミ 二ケ)
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総社の家

• 
福 田 浩 明 福 田 建 築 工 房

ローコストな住まう箱

茶 の 間

岡山市と倉敷市に接する盆地の田舎 これらの梁、桁は知り合いの材木屋

田了。周囲には焼杉板と漆喰を施した さんて官民っていた地松。柱は杉の|

家並みが今でも建ちならぷ。施主よ 等材、霊木は桧の |等材、 3 寸角節

り「口 ーコス 卜な住まう箱」をと要 だらけのE射つし、大黒柱も大工さん

望をいただき、計画をスタ ー卜 。構 の資材置場に ころがっていた杉丸太。

造のシンプルさ、素材の統ーで口一 床・枠 ・ 害賠ｾ Ｎ 本棚 ・ 外壁の横張り

コストを意識し、 この地方の蔵でよ 板は全て杉足場板、内壁仕上は漆喰

く見かける「なかおき J という梁を 多めの中塗りどめと針葉樹合板素地

見せる ことで、木造の大胆さ、おお のまま、外壁は墨入りモルタル木ゴ

らか§ を住まいに取り込んでみた。 テ摺り、木部塗装は施主と私の協同

32 

南側l外 観

奥 の 聞 を 見 る

作業といった力の配分。その他、大 所在地岡山県紺土市

工さん、職人さんの献身的な協力、

設計量まま里福田建築工房

施 工 逸 見 周 平 草 庵 工 房 他

努力に助けられ、遠騎士也にもかかわ 聖位也面積 11 2 .99m'  

らず分離発注という無謀もなんとか

建築面積 60. 47m'  

延床面積 99. 27m'  

やり遂げた。結果、坪単価48万円、
構造責昆+莫 W、2F  

工事費 1450万円の住まいが誕生。
エ 期 Ｑ ＹＹＵ 年ｼ月 ｾ ＱＹＹＵ 年 Ｘ 月

その後、物置の扉、犬小屋、棚、

最 寄 駅 J  R吉備線斡続銭R

i量 影 福 田 浩 明

等々、つぎつぎに施主の手によって

作製され、充実した住まいに成長し

ていっている。 ( 福田浩明)



日
兵頭邸 早瀬英雄 チームアルファー

• 
夢の風吹く家

この吋明」住侶宅

Lい、寸う、通常と違うスター 卜でした。

閣の中で大きな音とともに起こった

地震です。

? 方{ 皇いながらも、考えていくうちに

光が射し、これからの暮らしの夢が

描けたとおもいます。

雨上がり、ガラスブロックは太陽に

映え、 R屋根は虹に向かつてたちあ

がっていくようです。

家が出来上がるにつれ、 工事に携わ

った方々の力の大きさに悦びがわき

ました。

中庭では今、初復う光や風が漂い、

植物の薫りが溢れ、新しい生命が活

きづこうとし ていま す。

40歳代の夫婦と猫たちが、愛と幸福

を楽しめる住まいになることを期待

します。

(早瀬英雄)

所 在 地 宝 塚 市 末 成 町 19- 48

5宣言官箆里 チームアルファ ー

続告宣言十建築力学研究所 ・工楽舎

施 工 ダ イ ハ ツ 建 設

敷地酒瀬 69 .68m'  

建築直澱 41 .37m'  

延床面積 76. 66m'  

構i塁手見模 R C、 2 F  

工期 ＱＹＹＵ 年 Ｑ Ｑ 月 ｾＱＹＹＶ 年 Ｖ 月

最寄釈阪急今? 章線小ヰ持R

撮 影 チ ー ムα 早d額英雄

主な施工協力業者

三 共 開 あ 句 興 業/ 大音組/ 倉柳鉄筋/ 田

中製作所/ 大官組/ 山本硝子建材/ シーエ

ス/ ケイロン産業/ 森工務 l苫/ 間野塗装

后/ インテルナ高橋/ 小原総合設備/ 住 田

建 設 / 土 井 庭 苑 他

模 型 写 真

外 観

エントランス 中 庭 か ら の 見 上 げ
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ょうか武道館 土谷重男 U 建 築 企 画 室

• 
但馬の地域風景への参加

所在地兵庫県養父郡八鹿町八鹿字高場

設計量5' 里 上 谷 重 男+ u建築企画室

施 工 田 中 工 務l苫・島田組

敷地直預 856. 95m'  

建築面積 340. 50m'  

延床面積 614. l l m'  

構i童夢見様 R C、2F  

工期 ＱＹＹＴ 年 Ｖ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｕ 月

最 寄 駅 J  R 山陰本線八鹿獄

撮 影 U建築企画室

西 面 外 観 エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル

階 段 部 介 見 上 げ 正 面 外 観

建築を設言十しながら、町並みや地域づくりを考 きるならば、その建築は地域風景に参加したこ

えているものにと って、未長町〉地を訪れ、その とになる。

地で多くの貴重な資産を知り、田Tづくり、風景 この建築は但馬地方のシンボルであるコウノ卜

づくりに参加できることは非常なよろこびであ りがふたたびこの地の空を乱舞することへの期

る。 待をこめ、また柔道場の天井は集う子供たちへ

風景、地域を構成する要素のひとつである建築 の兜のプレゼントとした。

が美しく、人びとの視覚を楽しませることがで ( 上谷重男)

34 



4  
RI TZ PL AZA J OT O 高井アークビル 朝野泰行 YAデザイン一級建築士事務所

-
天を指すフレーム、地を指すガラスブ、ロックをアクセントに

エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル

正 面 外 観
会 員 制 ス ポ ー ツ ク ラ ブ プー J レ

大阪市の東部、花博道路と大阪内環 外在見デザインは、柱 ・梁をコンクリ る花博記念公園との調和にも考慮し
所 在 地 大 阪 市 城 東 区 古 市 1- 22- 20

1丸干泉の交差点に計画された本建物は、 一卜打放し( グレー) 、外壁を薄施紬 fこ。

設計i 5 里 Y  Aデザイン一級建築士事務所

施 工 東 洋 土建

3 つの用途で構成されている。 の特注色モザイクタイル( サーモ ン 上踏に居住する人はもとより、周辺 敷地直商 1，438. 30m'  

| 階をスーパーマーケ ッ 卜、 2階と ピンク) で品よくまとめた。 の住民の方々にも、毎日利用しても

建築面積 860. 33m'  

延床面積 3，640. 54m'  

3 階を会員制スポーツクラブ、そし 天を指す赤黒塗装のイ凶庄鉄骨フレー らえる施設となるように期待してい
微量規模 S R C  R  C 、一部S 、11 F  

て 4 階から川階までが共同住宅で ム( 竪樋内蔵) 、地を指すガラスブ る。

工 期 ＱＹＹＵ 年 Ｒ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｔ 月

ある。 ロックをアクセントとして、近f妾す ( 朝野泰行)

最寄駅地下鉄鏡見脚色線今福績見駅

t量 影広兼勝美( ヒロ・フ オート)
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出 i

k 邸 志村公夫 志村建築設計事務所

• 
変化のある空間をつつむクラシックな外観

正面 玄 関

l 階 居 間

ゲス卜ハウスを兼ねた住宅である。幹語劇董路か

ら入った静かな住宅地に計画された。施主の仕

事の関係で来客が多く 、パーティ ーの出来るホ

ールとゲストルームが要望としてあ った。道路

側の南棟を 2階建てとし、車庫とゲス トルーム

とした。

北棟を地下 |階、士也上 3 階建てとし、地下にホ

36 

所 在 地 大阪市阿倍野区

E宣言怪5里 志村建築E宣言十事務所

施 工 長棟建設

蜘也亙預 31 8 . 15m'  

建築面積 190. 38m'  

延床面積 618 .32m'  

構i霊夢見模 R C、 B I F 、3 F  

工 期 ＱＹＹＰ 年 Ｓ 月 ｾ ＱＹＹＱ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 御 堂 筋 線西田辺駅

撮 影 大川 彪

北 棟 2 階和室

北 練 中央 吹 抜 と シ ャ ン デ リ ア

ール、 | 階に居間とダイ ニングキッチン、 2 階 リアが各階を結んでいる。エッシャーの措いた、

に和室と 寝室、 3 階は子供室とした。 だまし絵の階段のように各部屋は階段で結ばれ、

南棟と北棟の問に玄関を設け、玄関の上は屋上 南棟の昆上まで立体的につなが り、変化のある

テラスと和室のための庭を作った。地下ホール 空間となっている。

にもドライヱリアを設け、すべての居室が南面 外観はクラシ ックな様式を意識しているが、石

し採光と通風が得られる。 と建具等のディテールから アレンジして、結果

北棟の各室は明るい吹き抜けに面し、シャンデ として重厚なものとな った。 ( 志村公夫)



由

美輝の里シンボルモニュメント-清流の風景一 村 田 直 人 総合企画コン J ラン

• 
大地・水・光・風のメッセージ

モ ニ ュ メ ン 卜 を 囲 む 周 辺 の 風 景

岐阜県馬; 頼村という南飛車草の山間t似或に温泉宿

泊施設を兼ねた、村営の温泉浴施設スパ一美輝

が生まれた。

この旋設のエントランス前庭に設置するシンボ

ルモニユメントの意匠設計競技に最優秀案とな

ったこの作品は、従来の単なるモニュメン卜と

は違い、緑豊かな森ゃ; 青Jt 馬瀬川といった馬瀬

村の自然をテーマにしている。

ロータリ 一広場のデザインは、路面を馬i頼川の

清流のせせらぎに見立て、玉石d -i リの洗い出 しに

よるグラデーションで表現し、その周囲の石畳

は正面玄関へ通じる岸辺の小道をイメージして

いる。

モニ ユメン卜は、その素材にボーンチャイナを

使い、透明感ある清楚な白い壁は、自然の光が

池の水と風に揺らぐ葦のステンレスオブジェに

反射することで、光と陰影の緊張とやすらぎの

空間をつくり出す。

また、この白い壁は、夜になると 内蔵された ラ

イ卜が点灯し、清流を泳ぐ鮎が光のシルエ ッ 卜

として浮かび上がる。

この作品は設置される環境との共生を第一に考

え、修景には茶庭手法の築山と植裁、石畳と洗

い出しを施し、白い壁には 「大地 ・水 ・光 ・風」

のメッセージを刻み込み、自然と人間との共生

を願うものである。

( 村田直人)

ロータリ一広場

所在地岐阜県益田郡馬瀬村大字西村 1695

総合企画セラミ ・アート/ アートデザイン 山本神樹

設計量B里総合企画コンサル・プランナ- ?

総合請負 ヨコハマゴム工業品中部販売

土木工事馬，頼麗糊掛E合

造園工事金網造園事務所

敷地酒積 161 ，07 Im'  

建築面積 約800m' (ロータリ一広場施工面掛

構造規模 R C  

工期 ＱＹＹＶ 年 Ｒ 月 ｾＱＹＹＶ 年 Ｔ 月

最 寄 駅 J  R 高山本線飛緩和扇R

撮 影 村 田 直 人 ・山本伸樹
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西 側 よ り 全 景

中庭より I菩を望む
鳥 餓
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明光学園本館

設 計 施 工 清 水 建 設 九 州 支 l吉

大本 川市 の ｾｴ にｻ立 ｩ 目するカトリ ッ ク系の』とや ｬ Ｇ 刈 等学校の必朽化

した校合の一 部分と修辺| 抗の佳子守汗Ii 'llj である 。

， ｴ ｬ ￯ ｬ 同に 、 Ｇ￭ た っ ての説法のコンセプトは、修道院においては、 ｲ ＺＧ ｾｉｉ｜Ｑ

の 分 vJIE配 ii
1

lJ であり、争，，11は 「 宅 11¥1 の似合同己川」であ っ た。 修 辺

Ilj' oについてはシスター述のプライベートな生活ゾーンと、外部の人宅

の平 ＱＱ 川 も ｉ ｬｬ ￭ｩￋ な ｬｾＧｬＧ［ Ｚ ｴ :r;: のゾーンを、、IL 1m上の「卜' j ζ} F; J を成した

3 Mの l次抜ア トリ ウムで IVI快 にゾーニングを分自(E し、コンパク ト

な 平 I(ij でまとめている 。 、|え而 |二の「卜' 子形J は さ ら に 発 版 さ せ て

デザインのモチーフとして辿物内外に版1mさせた。

乍 1，11につ い て は 、 版 作 の 校 合 を 活 か し な が ら 、 ど う 新 築 部 分 と 融

合させて新しいキャンパスを j Sるかを訂 I1111の焦点に絞った。

新しし、 ｬ Ｂ ｉ ｉｊｬ ￮ ｩ を Ｔ Ｍ ｩ する ＧＱＧ 民主ゼ ＱＱ｜Ｑ を悦楽することで、 ｚｌｌ 匠 ｮＧｾ にも機 ｦｩｅ

(I (j に も 新 111校 合 の一 体感を持たせると同時に、教i J ゼ川として多

織なコミュニティ Ｚ ［ｾｉｈｊ のれ ＧＱＧ ＱＺＺをｾｉｬ っ た 。

ｊ Ｎｬ ｬ 代主Ｎｬｬｾ従の ＧＱＧ にキリスト教のＡ樫史的特性を柄かしたデザインを版

IJHした。 () ( 七兆孝/7/1ノ'I<a 設)

2 階よりエントランスホール

2 階 聖 堂

画
一

巾

h

ハ

ヴ

匡 ｾ
中直の周囲にタ1811と内 舗

をつ伝ぐ回遊できる回廊

を盤けました.

画室 温 ・一一一

18憾の缶尉ヲシンボルマリ

ア"訟を衛綬舎の中む剥 u ホ

ルとしτ再び百りゼました

コンザ - f . イベント等がで

きる多目的e令直としました

旧情堂

所 在 地 福 岡 県 大 牟 田 市 倉 永 170

敷 地 面 積 3 3，821. 20ni  

建 築 面 積 2，733. 53ni  

延 床 面 積 5，317. 97併

構 造 規 模 R C、3F

工 期 1993年 4 月- 1 9 9 4年 3 月

最 寄 駅 西 鉄 大 牟 回 線 ・倉 永 駅

j鼠 影 西 日 本 写 房 福 岡

4 J  



都築教育学園鹿児島第一中学校

設 計 施 工 竹 中 工務 j苫

この rl : r 学校は、 |燐後する鹿児 j斗第一?fE校との 'I' f. '?i 一 口教行を 1=1指して計画さ

れた。 |λl 部機能は、 1  ｬ ＾ｦ ， ｾから Ｕ Ｑ 踏に中学校の教室、 Ｖ .  71暗に学園法人本部

の事務室を両日白し、明快で機能 Ｈｉ Ｇ ｾ なプランニングとなっている 。

生徒の心に、故郷の風訴と共に学図|生活の思 い /1 ｾとして末永く記憶される宿

問 を怒図した 。一 つは窃 μ Ｉｩｬｩ山 の ｉｾｴ ｾ 立を生かした階段 主 主のラウンジである 。

日常 勤似 の ，ｾＺｲ で積極 的に か ｩ Ａｬ ｕ される ｬ 眺望と、廊下からの対而コミュニケーシ

ヨンによる恕し 、の場を計画した。 もう 一つはわi校と '1' 学を紫ぐ渡り廊下であり、

3 i1' 11吹き抜けとなったポ J レテイコはシンボ リツクな外部笠川 として学l歪1' 1".;市

を政 H_¥す るであろう 。

外装のデザインは、グリーンとホワイトにより既設のj' ，':j 校校合との淵和を| 災| り 、

階段室のカーテンウオールと波り廊下はファサードのアクセン トとして '1理や

かな 表 現で構成した 。 総 ＱＲ かな ｦｚｩ 境の ＧｪＭＧ で、学園生活の心象 Ｉｦｦｩｕ ［ ｾ として ｾ ｕ ，止

に記憶されることを J9H守している 。 ( 丸林 1" r /竹 中工務的)

所 在 地 鹿 児 島 県 国 分 市 府 中 字 平 田 191- 1

敷 地 面 積 19，214. 66m 

建 築 面 積 944.6 9 m 

延 床 面 積 4，710. 81  m 

構 造 規 模 S 、B1 F、7F ，P 1 F

工 期 1995年 8 月- 1996年 3 月

最 寄 駅 J R日 豊 本 線 ・国 分 駅

;最 影 岡 本 公 ニ

42  建築と社会 ・1鈎 6.11

南側全景

断 面 図 1  :  600 

一 階 平 面 図 1:  1200 



北 側 夕 景

ラ ウ ン ジ

渡 り 廊 下 よ り 甥 島 連 山 を 望 む ラウ ンジ より軍事島連山を望む
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西 側 外 観

44 臨 と 社 会 ・1蜘 11

麻 生 医 療 福 祉 専 門 学 校 北 九 州 校

麻生テクニカルデザインカレッジ

麻生法律専門学校

設 計 監 理 大 林 組 九 州 支J苫

施 工 大 林 組 ・松 尾 建 設 共 同 企業 体

3 側主ii の学科を例，没するJ . lf1"J学校( [去I Wr. Hlt 、デザイン、公務Ll i主成)

である 。敷地周辺は戸建住宅が入・半を， 'i める住宅地である 。 クライ

アントから従 示 されたコストは ｊ ド Ｇｬｩｾ［ に厳しく、さらに・ ｊ￯ ; ( i 採n:t'l:の

l( i j から M大|浪の教 a七スペースの li( lf! .泌を求められた。

これらのワ条1' 1・に応えるために 、 '1' 1乏を rl'心 に南北 に 2 品uの生.Il 物を

配li' lする 相'11戊が持きだされた。 それによ り、全く性桁の見なる 3 つ

の乍科を、機能的 な 11 '1;' ;動総は lりl縦に分雌しながら、それぞれの' ' j 正

午は '1' 泌を介してお 1) :ｾ、 に 刺 激をワえ合 い 一 体感が持てることをぷ

Ｑ ＾Ｑ Ｑ した 。 また、作 品 以示ス ペ ース 、 学生ホールＨ食ＧＺ ［ ＱＺＩとい っ た ｊ ｾ

川部分を '1' 民主に 1mして岡山山することで、近隣のプライパシーを時 'T[

しながら、 ｴｪ ， 雌と Ｍ Ａｾとな っ た開放的なパブ リ ックスペースとして

機能させている 。

教被部分は、学生のニーズの変化によるクラス編成伴えにフレキシ

プJ レに対附するため、 、|土スパン ql 位で天) 1ーの，lQfJ i li 機協をモ ジュー J レ

化 し、 ｬｉ｜ｊｦｉ Ｚ 切 りの ぎ ｬＺｾを符幼にできるように し た 。

全体 的 に、学生のアクテイピティーを ｗ ｩｊド ｾｾする巡な ＨｉＧｾ なデザインは

遊け、ディテールも j的交にっくりこまず、 rj i.純化 してみせている 。

辿築としてここで乍ぶ学生がはいに刺激し介いながら 1' 1111な発似を

Jムげて い くニュー トラノレな場を JII 必できればよ い と巧えた。

1陪 平 面 図 1 ・800

所 在 地 北 九 州 市戸畑 区小 芝3-3- 1

敷地 函械 工893.6 0 m

建築面積 1，221 .5 7 m 

延床面積 4 ，0 13 .3 8 m 

精進 規模 R C、炉 、B1 F

工 期 1995年 2 月- 1995年 12月

華 客 駅 J R線 ・九州工 大前駅

j量 影 MA J I. S T 松 本 和生

( tj' f. t  純/ 大林車Il )



中庭から作品展示スペースを見る
中 庭 に 面 す る 廊 下
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佐 賀 市 立 図 書 館

設 計 監理

施 工

日建 設 計 ・石 橋 建 築 事 務所 共 同 企業 体

松 尾 建 設 ・豊 栄 建 設 ・上滝 建 設J V

46 建築と社会 ・1996.11



J Rf/;: ti 駅に近いがJl Ohaの 「どん3 の森J は、佐賀市

の 仰 di 機能の，':: jJ.立化、活性化を図る問的で11日発さ

れた。ノド郷佐釘の} ) j l風設でもあるクリークを中心

としたプロムナード が外mJ を巡り 、中央には街 l明

海をイメージした之とi三広湯が広がる級担かな長慨

がれIJ られている 。

､￭ｬｾＱｾｦ 虫のこのｼ 亘 ｼ 占自 ｴｦ は 、 ｦＡ￪ ｊＺ持 ｲｲｬ ｬｦｊ社、ぷＱＧＧＱＺセン

ターにあ: き、生涯予習のー泌を担う施設として「ど

ん3 の森J 1判[(J の敷地に辿設された。

1m外! スペースはすべて l 階に、 '1"*カウンターを

喫SII:

中心に児虫、 A V、ill- 少年、 一般 j求人等の各スペ

ースを配置i している 。CD- ROMやインタ ーネッ ト

も気軽に利用でき、 3D、ソフトl / ilJ 作も楽しめる充

実 したハイビジョン設備を設けている 。

市内の分館とのオンライン化、姉妹都市ニューヨ

ー ク州グレンズフオール市のクランド ー ｊ レ図Ｍ， ｬｾｦｩｮ

とのネッ トワー ク化も計 l凶され、新しい l時代の図

.ff 館 にふさわしい内容とな っている 。

(型f 旧J同 ム 森 旺l一哉/ 日建設計)

一般図書開架スペース

所 在 地 佐 賀 市 天 神3- 15- 24

敷 地 面 積 7，999.96ni  

建 築 面 積 3，972. 80ni  

延 床 面 積 9，758. 29ni  

4膏造規模 S R C、R C、B1 F、3 F

工 期 1994年 7 月- 1 9 9 6年 4 月

最 寄 駅 J R佐賀駅下車徒歩15分

j量 影 エ ス エ ス 九 州

中 央 ホ ル
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工ントランス夜景

5 0 mプール

所 在 地 長 崎 市 松山 町 2 番 地

敷 地 面 積 14，6 0 0 m 

建 築 面 積 6，7 0 4 m 

延 床 面 積 9 ，8 2 6 m 

構造規模 R C、S 、B 1 F、3 F

ヱ 期 1995年 3 月- 1996年 9 月

最 寄 駅 J R長崎本線 ・浦上駅

j量 影 MA J L S T 松 本 和 生

48 建築と社会 ・1996.1 1

配 置 図 ・ 1階 平 面 図 1 :  2000 

長崎市民総合プール

言宣言十監理 長 崎 市 建 築 部 建 築 課

大 建 ・ パ ド ウ 設 計 業 務 共 同 企 業 体

施 工 建 築 フジタ ・金 子 ・親 和 特 定 建 設工 事 共 同 企 業 体

電 気 東光・長崎電業 ・東光電気商会特定建設工事共同企業体

空 調 目 立プラン ト・ 誠 和 ・大 栄 特 定 建設 工 事 共 同 企 業 体

衛 生 三 晃 ・星 野 ・三 昌 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体

本 Jj f!i.; 没は、長く市民に親しまれて米た市民プーノレの主主将、n : :業であり、

既 設 プール の 持って いたレクリエーション、レジャープールの' } Mぷ

を維持しながら、競技J l Iプ ー ル と し て の 機 能 を付 加 す る と い う 条 (' 1τ

の元に設計がスタ ー卜 した。

本 施 設 は 、 長 崎 の L11、l在に 淵利 lす る よ う 、 な だ ら か に カ ー ブを附 く}..，!.  

Ｎｦ ｬｾ と全而カ ー テンウオールによる ｬ り ｬ るい透明感のある情川が特徴と

なって いる 。

スポーツ/ i f l i . ; 没としての縦 動 感 とか、レジャ ー 施設 と し て の 来 し さ を

泌 UJ す る 笠11¥1の )I o11 'l i';'I'1と い う 、 普 通 で は 兄 ら れ な い よ う な 人φ きな

スケー ｊ レで施設を梢成するためにば内プ Ｍ ｊ レは、 ｉｉ ｉｾ ｊ［ｻｊピンの Ｒ 本の

キールトラスにより 90mの大スパンを夫J J l している 。

また 、50m公 認 プー J レは競泳川として利 JTI するイ也、 シ ン ク 口 、 水 球

も行えるようI l f助 Jポが採川されており、さらにI l f ｩｬｬ Ｉｊｾ｜，Ａ， を ＨＱ Ｚ 切ること

によって j E右 そ れ ぞ れ を25mプーノレや児屯プー ル と し て 独占与して利

川できるものとしている 。

]11l {f'i-正;楽である本胞設は、五ZJ1，}のー 11，¥') 01を除いては l殴初、 J) II il"l の 必

2!}な fj在設であるが、ランニングコス トの 低 減 の た め に 、コ ジェネ

レーションシステムを採 ｽｉｉ し、ヲｾＧ ， ι 機のｦＺｊ Ｑ 熱の平 Ｑｉ 川 によりランニン

グ コ ス ト の 低 減 を 実 射 し て い る 。 ま た 、 プ ー ル 宅 全 I(ij に十早川されて

いるガラスカーテンウオールにより、的極的に太| 場熱を日記1! J. するノ

ツシブソ ーラーの剣ｾＪが ｊｕ ｬ ｬ 与ＯＱ｜米、さらに ｉ ｕ ｉ るい プ ー ルＧぜ ｼ λｬ は ｾｗ ｜ｪ

は !!(!IU1を必要としないね、! ! 日IUI に か か る ラ ン ニ ン グ コ ス トの{ 低減を

も夫現して い る。 υｼ ー Ｑ Ｚ 久 ｾＧｴＯ 大 ｴ ｬ ｌ ￰Ａ Ｎｲ ｬ ＭＩ

③ 



正 面 夜 景

正面会景 浦 上 川 よ り の 夜 景

デッ キより
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全 景

福岡県立スポーツ科学情報センター

設 計 監 理 福 岡 県 建 築 都 市 部 営繕 課

大 建 ・野 見 山・ 小 野 設 計 共 同 企 業 体

施 工 前田・ 青 木 ・今 林 ・岩 崎 特 定 建 設 工 事 企 業 体 ( 第 1 工 区)

松 村 ・新 井 ・柿 原 ・前 宮 特 定 建 設 工 事 企 業 体 ( 第 2 工 区)

東 平 尾 公 園 ( j 嘩多の森 ) 全 景 配 誼 図

50 建築と社会 ・1鈎 6. 11



所 在 地 福 岡 市 博 多 区 東 平 尾 公 園2- 1- 4

敷 地 面 積 2 2.900rri  

建 築 面 積 8.700rri  

延 床 面 積 23.656rri  

4再i量規模 R C 、一 部S 、4 F

工 期 1993年 3 月- 1995年 5 月

最 寄 駅 地 下 鉄 福 岡 空 港 駅

4最 影 エ ス 工 ス 九 州 、 Nス空ジオ

工 ン ト ラ ン ス 工 ン ト ラ ン ス ホ ー ル

建設 地 点判芝公開ｼ、ここは ｦ￞ｎ 多の森 ｪ として ｾＱＱ をと 「 稲 ｬ￯ｬｩｬｾ ， Ｑ 立スポ ーツ科 学 的報センター 』 が誕 I i l l i 設へさまざまな色を持ち込む。そ の 色 やJ o役 を

民 di 民に税しまれ、陸ヒ競技場、テニスコ ート 、 生した。施設はスポーツに関する Tuf 修 研 究 、 約 より l三役として I j [ き立てる手段として建物 lλl は1 ' 1

針球場などの迎動胞設や、作には絞が咲き、秋に 報サービス、科学的iJ!l I定 協 コンピューターを使 とグレーを法制色とし、下役の邪! 躍にならない努

は紅応と ｬ 川季おりおりの ｉ ｾ ｉ 然 ｅ 足早 Ｒ と ｩ ， ｦ 矧にｼ用まれ、 Jl J した腿版体力的巡のJ ' HI IIi 桁 埠 お よ び11'Jy(1 .  Tuf カをしている 。

休 " には.( ' ，' 行や親子J i l i れで!日Eわっている 。 修司王をもっ千刊;Ti アリーナとスポーツを科学し、そ 柄 |河川 立スポーツ科 学的報センタ ー が 「ア ク シオ

この r1然 U かな一戸l に J990"l ol:¥lj . 多のかを_t 会 以と の仙 械を平IJ川 者へ従供する今までの i4>:fJ 施設とは ン制 |品1 J の愛称で以L- o に愛され利川されることに

して IJIHU 1 された「とぴうめ 11i 114>: J 、これを記念し 迷うスポー ツ的報発信胞設として，辿設された。 より、血 Ｎｬｬ ｍＡ づくりをめざす ｾ ｉｾ 民 はもちろん、これ

た県立総合プールの隣接地に生首I l スポーツの内及 スポー ツ胞訟は訪れる人びと、使J l Iす る 人 び と が からの雨間以の競技力を支える施設となるであろう 。

振興と競技力の総持 I古l ヒをめざす快適な Jjf ! i . 投稿成 主役であり、必物はl協役となる 。 この主 役 は この ( 悦 fill 生 / 大主主設計)

1  1 明 野 麟 I  

視 聴 覚 室 メ イ ン ア リ ー ナ
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今 村 病 院

設 計 施 工 清 水 建 設 九 州 支 庖

南 東 函 全 景

52 建築と社会 ・1蜘 11

所 在 地 鹿 児 島 市 堀 江 町17・1

敷 地面積 2，48 5.8 9rrl 

建 築面積 1，401 .15rrl 

延 床面積 9，938.31 rrl 

構 造 規 模 S R C、B 1 F、8 F 、P 1 F

工 期 1992年 10月- 1 9 94年 5 月

最 寄 駅 J R鹿 児 島 本 線 ・鹿 児 島 駅

撮 影 ア イオイ プ ロ フオート



/  
¥ 

④ 

寸 (  

配 置 図 ー 1 階 平 面 図 1  :  1200 

エントランスホ ル

J l gYU.'illi の '1' 心 部に位 j?l する今村病院は、地域の" ' 1 : 主病院であると |口l時 に、約 し350J ふをね

するｊＡｾ卜司 法人主主愛会のJ&幹病院である 。 ;ll llll iは、病院の旦11念である“ j急愛" をテーマに、

訪れる 一人ひとりの j心f J ゃμ j! !t 符を優しく包み込む一一一そんな官 11¥1づくり を 11折した。

ｾ物に泌を附み人れると、全 Ｉ｜ＧＱ をはく ＱＧＱ 筒形のシンボリックな ｬ 次抜シ Ｇ［ｾｉｈｊ が人 々を迎える 。

このl次抜官 11¥1 は、 “ 必愛" の料相1

'

の象徴として計 Illli され、ここを訪れる人々の記憶に絞る

ことを芯l到|した。 これは、慈愛会のシンボノレとして「予防から品川11: までJ のトータノレな Jぷ

仙のスパイ ラノレを炎到したものだ。ノミq から降りそそぐ 1' 1然) ' ( ; で、刻々 と kh' j を会え、 11午

の流れを ｼ 沈 ド ｬ でも感じとることができる 。 また、 ｉｾ ｈｮ 的になりがちな ｪ ，ｩ［￬院に ｴ ｽｾ 党 ＨＱ せ なコミ

ュニケーションのf tUf けとして変化 をワえている 。今村州| 涜といえば「あの吹き抜けのあ

る州|抗」と jぶってもらえる効以を: j ll ったものだ。

一 人ひとりの ｪ 心行を Ｇ Ｑ Ｇ 心に耐えた官 ＱＱ ｜Ｑづくりは、今後の ｬｾ ｬｉ｜ｬ ｪ ，託 ｉｉｙ￳ のあり Ｏｩ をぶしたもので

ある 。 Ｈ木村敏犬 Ｏｦｦｪ ノｉ＼ｾ［没Ｉ
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外観全景 ( 北 函)

甲 田 囚

外観全景( 東面)

54 臨 と 社 会 ・1蜘 11



はこざき公園内科

設 計 監 理 陽 設 計 事 務 所 ・大 林 組 九州 支 庖

施 工 大 林 組 九 州 支 居

当fj fIi. 訟は、南側に 川 が流れ、北と束は、近々公闘が整備される、 lT

j織透析を主とした郊外型の病院である 。

一つの特徴は、デザイン優先ではなく、企阿段階の初めに、きびし

L 、予算が提示された。 それを原点とし、従来の “つもり上げ" の発

延1を姶て、 “自l I i 絡は答: が決める" の視点の話、仮設計j [ ! j j を含め徹底

して、性能とコス トバランスを追究した施設て、ある 。又、: r，; ! tJ 1rgj胞

を考慮し、廃材も i込少に= l ljI え、ローコス ト化を実現した。

第 2 の特徴は、 illl 灯l官!I j ( 病院) の視点ではなく、利用者( 込1者) の

視点で胞設構成を昔I-j [!j jした。通常であれば、 11街が診察、 2 1倍透析室、

Ｓ 階医局となるところを、最上 ｼ街に透析 室 を配し、鉄 ｾｊＧ のグオー ｬ レ

ト 屋被で Ｑ Ａ 民柱 空 Ｑｭ 、ｦ，ｾ t . 、天井町さ、間後! ! 日IV'j を際保した。

一回の透析で 411寺|間以ヒベッドの上で過ごす利用者にとって、この

空1mはパJ レコニーを透して見える公闘と共に 1)日放された、ここちょ

いものとなっている 。又、日次機能化のー っとして院|λl 、院外L A

の装備により、 |涜肉のどこにいても、 j心者の状況が把侭できると共に、

コンピュータ一通信で j心者の悩報をやり取りでき、大学病院との迎

併も考えられている 。

将来、 2WJ 工事では、入院施設も確保され、透析センターとして利

用者の視点に立った、地域医療のありかたにチャレンジする施設で

ある 。 ( 平野義美/ 大林組)

3 階 平 面 図 1 :  400 

所 在 地 福 岡 市 東 区 原 因4- 34- 26

敷 地 面 積 1，787. 85 111 

建 築 面 積 53 7.59111 

延 床 面 積 1，505 .40111 

構 造 規 模 R C 、3F 、P 1 F

工 期 1 99 5年 12 月- 1996年 7 月

最 寄 駅 J R線 ・柚 須 駅

t最 影 Nスタジオ

玄関アプロ チ ( 夜 景)

透 析 室

得合口ビ
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南 面 会 景

J 、 イ サ イ ト ラ イ ト の あ る 療 養 室 廊 下 暖 炉 の あ る 般 信 ホ ー ル
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ケアボート渓和

設 計 施 工 鹿 島 建 設 九 州 支 庖

nで、 .LCで、作りでI i 可季それぞれの変化 をJUl で感じられる 地 、1("111協

の 大 1' 1然に |川まれた 111 'II 、) Lilllllr に処つ必人保健胞設である 。

忠まれた li 然広unを生かし、少しでも話人の ( 1立の手助 けとなる r' 1.:. 

活の ｾｬ ｊ を創案することを訓 ｉ ｬｬ ￮￮ のテ ー Ｗ とした 。

建物は、 ｄ ｦＮｉりの ｩ 可制と ζ 人のＧぷ心Ａｾｉ＼［をそこなわないために低 ｊ ｩＧ Ｑ でま

とめた。 Il ' ; ( . i 主宅は、 二附の北と lキiに配している 。 北側1) は、放J也に治

って流れる玖妹川 が守l め、 IY11J! 1) は、のどかな 1III hll }!fl¥);kが必がり、泌

くには久住の tJ l / . l が型める 。 JVli ドは、ハイサイ トライ トをB没け 、や

わらかい 1' 1然光を i奴り入れた。 交倣の場として、 一 |幣の談，i1i ホー J レは、

時折 ＷｦＺ 総会や絵 ｉｬｬ￮￮ ｾ の版不ができる大きな ｬ 吹抜窄 Ｑ ＱＱＱ になっており、

その総子を二 l併の談話コーナーからもうかがえる 。

又ホーノレIJI 火に、長く Ji世しい冬場の l吸をとるためのいろりをイメー

ジした大きな ｬ 環炉を設け、それを取り ｉ ｬｴ ｪ んでの， ｩ ｦ ｩ らいや、Ｂ肱がｾし

め る 宝1111 となっている 。 !!((I リlにも、いろりの炎き火のもつ f.i A'h 、た

lりlかりを収り入れることを」守えた。

II¥H主!照明 とアッパ- !!((I U) によりぷ川 1mと情 I伺を IU1るくし、i >l ，Wt' t を

I'，'，'j め 、 か つ 11 にやさし L 、!!日 IUI;} !i llii を行った。 f t  I二げは、J J l . t也のぷ材

の本と行をｻ史い、だれにでも、なじめて、飽きのこない、号沿 ｊｬＢＨｾ 、た

ｾ［ｉ 庁 ｱ ｳ＼Ｈを刊 ヨ ることを ､ 心力刊 Ｗ た 。

ｉ ｾ ｉ 然 ｦ 筑波 IU) り ぷ材の 3 つの' l ，t ( ぷを車Il n - せることより、アッ トホ

ー ムな他物にすることができた。 ( 総本|助一/ I A，(' ，主.ll，没)

所 在 地 大 分 県 玖 珠 郡 九 重町 大 字 町田5481-3

敷地 面積 9，551 .0 0 m 

建 築面積 2，292.7 2 m 

延床 面 積 3，876.7 6 m 

4荷造 規 模 R C 、2 F

工 期 1994年 12月- 1995年 9 月

置 寄 駅 J R九州 久 大本 線 ・鐙 後 中村 駅

j量 影 西日 本 写 房 福 岡

1- .li: 1瑚 9 - 特 殊治 省

Ｒ Ｍ ，ｾ ， 請ホール Ifr-I' I! 克存弔

3ー レクリエーションルーム 11一 事務、t

4ー 克也 12- (lil 干

5ー厨房 13- ; ; 1; 第百

6一 泊 j { 14- ; f ，ラノテイア不

7 - 脱 ! ( 屯・リラァクス主 15一家庭lUM調融 t

8 - 慢能訓蹄直 通1苛J苦デイルーム 16一 法1晶、i

ア プローチ通路より南面外観を量産む

1階 平 面 図 1  :  1200 
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T NC放送会館

設 計 施 工 竹 中 工 務J苫

当ピノレは、布l岡市の新しい顔 “ シーサイドももち" の中にあり、大

きく 3 つのゾーンで桝成されている 。

低 j内部に商業ゾーン、 ' I'J¥vj -i1I l にf政選j，J rテ レ ビI四日本 ( TNCl J 、

， ＧＺｾｊｩｙｩ ｭｬ にオフィスゾーンを配し 、 それぞれのブロックを裕 子 状 のフ

レームで視覚的に 1mみ 、 被fT胞設をひとつのミニタウンとして形づ

くっている 。

商業ゾーンには 、 4 JiVi の l次抜笠 11¥1を設け 、 ll f皆から 31踏までの唐古I i

ｬ 伴からさらに Ｔ 階の ｔｎｃ 公 Ｑｭ ロビーまで 匂 ＱＱ ｜Ｑ に述 Ｊｾｉｾ 性をもたせている 。

他物周| 羽の外 )i jl s<: 11¥1には 、隣接する総. i u 公凶、制府lタワ ー広 場 、 歩

道などとの一体化を図り、 IIIT、l立みi止? 引に配慮して緑122かなオープン

スペ ースを B没け、足!いの比} あるいはイベント広場として市民に提供

している 。

1' 1い' ¥"1: 1而とハーフミラーガラスによる端正な外観を基制に 、緑の広

場の Ｇ ＱＧ には変化に日んだ ｾ ｜ ＢＱＺ ｬ ｩｩ￯ デザインを施し、さらに夜 間 ｉ の ｲＧ［Ａｊｉ ＱＺ ￬ ｊＺｩｩ

ｴｈ も加えて、柘ｾｩｉ河 ｔ ｉ Ｇ￭の ｦｽｩ しい風 ｊｾＨ を生み ｉｈ そうとしている 。

所 在 地 福 岡 市 早 良 区 百 道 浜2.3-2

敷 地 面 積 11 ，844_ 68m 

強 築 面 積 4，353_ 73m 

延 床 面 積 53，232_ 96m 

構 造 規 模 S 、S R C 、R C、B2 F 、2 1F 、P 2 F

工 期 1993年 12 月- 1996年 3 月

( 井 |二誠一/ 竹 ，，:，工務J ，l f )

④ 

配 置 図 . 1 階 平 面 図 1 :  2000 

置 寄 駅 西 鉄 パ ス ・ 福 岡 宮 ワ ー 南 口 (T NC赦 送 会 館 前)

地 下 鉄 1 号 線 ・西 新 駅

J量 影 イ トー プロフ オート '砂 ホ J レ棟工ントランス



一丁目 K Fビル

設 計 監 理 日建 設 計

施 工 鹿 島 建 設

60 闘 と 社 会 ・1蜘 "

I/""J問 di ! 封を代表する阿nSOmのメインストリ ー ト、

渡辺通りの rHの端に位留するこの敷地は、建物や

行板が乱立している地械である 。 この度、市が地

下鉄 3 リ総& . ぴ都市計画迫路の拡幅il でn収に入り、

これを機に; } f i 11f ! は始まった。

小 ｭ Ｎｲｾ ではあるが、 ｬ 羽へ凶へと迫路拡 ｬ � ｲＮｬのために

主主仔えされる辺路沿いの ｪ ＱＭ ￯ｾ ｦｌみ形成に重要なフア

クターをもつことにもなり、多角の敷地 を印象づ

けるフオ J レムとして街角一杯に i出国でファサー ド

をつくった。

交通 111の多い交疋点に面しての計画であるため、

J反動騒行に配慮して窓而を小さく扱い、質1 1 : のあ

る Ｑ ＧＷＭぃ ｉ｜ｾ 村 ａ を，Ｑｦ ｴ べ、縦線を強調した外観をデザイ

ンした。

また l" ' i i 外行仮については、建物と 一体となるよう

に心附け、 1ｲ ｩｬ［ｫｍｬ 宅と ｋｾ￭ ｜ 存［な協議をｩｊｬね、ネオン

の色、形態の十円抑を受けている 。

( 班長! fi' 宜美/ EI建 設 計)

⑧ 

1 階 平 面 図 I  :  40 0  



エレベ タ ー ホ ー ル

所 在 地 福 岡 市 中 央 区 高 砂1- 1- 29

敷 地 面 積 182. 15ni  

建 築 面 積 140. 13ni  

延 床 面 積 1，078. 80ni  

4帯造規模 S R C、R C、B 1 F，8 F、P 1 F

工 期 1995年 2 月- 1 9 9 6年 5 月

最 寄 駅 西 日 本 鉄 道 大 牟 田 線 ・薬 院 駅 下 車 徒 歩 3 分

揖 影 エ ス エ ス 九 州

エントランス

基準階事務室
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コンフオート博多

設 計 監 理 大 成 建 設 設 計 本 部

大 成 建 設 九 州 支 庖 設 計 部

施 工 大 成 建 設 九 州 支J苫

外 観 西 面

62 臨 と 社 会 ・1蜘 11

この主主物は、福岡市博多区にあり日R博多駅J r地

下鉄紙面| 駅J から徒歩 5 分、出来町公園の緑に面

して正I ! ち「コンフオ ー トシリーズJ として 、全国

展開されている胞設の第 8 番館となります。 この

「コンフオートシリーズJ は、①単身赴任 コスト

の 大 幅 節 減 ② 沼化製品 家 具 類一 式の設也 ③ 

J.. lj.} ，局制J l l i 人が朝、夕食を用: t f : ④ フ ロン トでの日

常の雑務をサポート ⑤2411寺Ilr J の安全 管理体制を

umえた "ii 身赴任者専用の宿泊施設です。

宿泊庁のニーズに答えるべく、客室内政境の充実、

食事サービスの充実、パブリツクスペースの充実

を計り「シリーズJ ならではの利点を生かしたき

め納 ｉｾ 、付加価値サービスを提供しています 。

当主II 物は、交通i立が多い道路に而しているため、

パブ リックスペースの良好な限度を車fj 持すべく「綴

ｈｩￏｾ Ａｊ を設けており、 これがデザインのポイント

ともなっています。
(小mt，lJ.文/ ) Ch民生I! 設1

基 準 階 平 面 図 1: 800 

1階 平 面 図 1: 800 

所 在 地 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1- 28

敷 地 面 積 1，054. 79m 

建 築 面 積 721.8 6 m 

延 床 面 積 5，176. 67m 

4荷造規模 RC、12F

工 期 1994年 1 月- 1996年 2 月

最 寄 駅 J R博 多 駅、地 下 鉄 祇 園 駅

渇 影 工 ス エ ス 九 州



フロント

外観見上げ

アプローチ夜
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ミュゼ、アリゾート佐世保

弓張のE ホテル・ガラスのE 美術館

:  ｾ憶さ

5 階 平 面 図 1  :  1200 

4 階 平 面 図 1  :  1200 
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工ントランス夜祭

設 計 施 工 大 成 建 設 九 州 支l吉

計画地は佐| 止保T I i '1-'心部から 111で 15分 、 四 海|王|立 公 l翠，-=--) ' ; 長民の山政

近くに位目する 。佐世保市街から: I L←I-:h! : ，i までを、 IIN下にー 型する

パノラマビューは、佐佐保観光のスポットとして特に字i ｉＢ Ｇ ｾ＠ ｾ、 。 ミュ

ゼアリゾートと名付けられたこの雄物のコンセプトは ill '.f. ，'::j まりを

見せる “ 生前の !J ' のアート指 IIl J" を背奴 に多織な楽しみ方のできる

リゾートを日指すもので、採 ｮＨ Ｑ 甘にも機能的にも互いに ｾＱｾ 立した美

術 fiHとリゾートホテ J レの来志称を: hi : 、l床している 。

青 ｉ Ｍｾ ｉ ｩｪ に当たっては、この地を訪れる人々にとって最大のもてなしと

もいえる眺泡を生かしながら、リゾートに除ける解放ＡＺＡＮｾや ｗｪ 待感を

ｩＱ ｩ ｩｬｈ する明、［ｩｬｬ物のボリュームを押さえ周囲の自然広ｾＮｴ ｊｬ になじんだ

形態とするＧ打、美 ｴｲｩｾｦｩｈ とホテルの独立性を確保しながら 一 体化する

引などを t ' l l ! なテーマとしている 。 ( 古川公I I rv大成主l ! 設)

所 在 地 長 崎 県 佐 世 保 市 緯 渡 越 町5 1 0

敷 地 面 積 11 ，6 88 .30 rrl 

建 築 面 積 2，64 5.28 rrl 

延 床 面 積 8 ，0 34 .13rrl  

情 造 規 模 円C 、B1 F、5 F

工期 Ｑ ＹＹ Ｕ 年 Ｒ 月 ｾ Ｑ ＹＹＶ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 J R佐世保線 ・佐世保駅

j量 影 豊 田 敏 哉



プ ル サ イ ド 中 庭

/ f文

海j Hll 全 豪

エントランスホール プールサイド夜景
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ゆめタウン筑紫野

設 計 施 工 鹿 島 建 設 九州 支J吉

近年、郊外型のショッピングセンター ＨｓｃＩ の計阿・主主設が ｾｉ <ぎま

しい。 それらscの辿築計画上での特徴は、 ① 居合i I i の大型化② 大規模

射車場の付1m③ 売場の低M化④ ローコスト ⑤ 短 工)gJが当 ill 物を含め

挙げられよう 。 当主I ! 物は広ぬに本社を i d く(附イズミの九州の核j苫 舗

として位世づけられ、 青I.mnの上では 、「お客械の利用し易さ」、 生 産

の上では、 「以i薗椛工法の追及」 を主 眼とした。

外観は、ハイグレード 日品質をねらった外壁としてタイノレ打込み

PC版を採用し、ラウンドエッジでまたらかな印象を与えて いる 。

孤を摘 し、たミラーガラス、イズミレッドの大庇は正 l節性を償制

するとともに、 ill 物のアクセントとなっている 。

内部は、 ifl 'ij 紫さ J i ここち良さ 」をテーマとしたセ ン トラ J レコート

を'l' 心に配也し 、広めのメ イ ンモー l レがそれを IT くプランと した。

又、 illi 路部分の1m桜 !!W明の多月 l、一部 ス ケ ル トン天井部分の売以の

採mに依り、ややもすれば広すぎて単調になりがちなスペ ースを、

変化に白む賑わいのある 空 |聞とした。

全体の色彩としては内外共に 「消潔さ 」を ア ピー J レする白色系とし 、

ラインやサイ ン等で姥物 を引き 締める ことを意図 した。

駐車唱

配 置 図 1 :  4000 

所 在 地 福 岡 県 筑 紫 野 市 大 字針 摺 30-10

敷地 面積 33，383.5 6 m 

建 築面 積 18，797.9 8 m 

延 床面積 72，036. 56m 

構造規模 1，2F  S R C、3，4F S  

工 期 1995年 3 月- 1996年 3 月

最 寄 駅 J R鹿 児 島本線 ・天 拝山駅

撮 影 西 日 本写 房 福 岡

(談11上紀生/ 鹿島建設)

@  

夜 禁

低 層 部 外 観

売 場

V 売場 ( スケルトン天井)



大野城まどかびあ

言宣言十監理 大 野 城市 建 設 部 建 築 課 ・東 畑 建 築 事 務 所

方包 工 銭 高 ・松 井 ・松 本 共 同 企 業 体

68 臨 と 社 会 ・1蜘 11

所 在 地 福 岡 県 大 野 械 市 曙 町

敷 地 面 積 2 5，152rri  

建 築 面 積 6 ，401 rri 

延 床 面 積 12，894rri  

精進規模 R C 、S R C 、B1 F、4 F

工 期 1994年 2 月- 1 9 9 6年 2 月

最 寄 駅 J R鹿 児 島 本 線 ・爾 福 岡 駅

燭 影 河 野 博 之 ・工 ス 工 ス 九 州

Il 7. 阿部 dil 習にあって急速な発燥を遂げている大野械 di に、今

年完成した大型fJI占まどかびあは、市市IJ ニ 卜問作を紀念して “心

と文化のある仰 di づくり " をテ ーマに、隣接する di) j - 合と 一

体的世間ii を|封| った文化 ぷ術 情報の交派拠点です。

私たちは、この先泌する街の 1'. に Ili 代 の j従火と 1' 1Y/.¥が if! なり

合い不思議なシルエツトを勺し /J ｾしているまさを比た ｈ 午、ここ

に個性的な伺 ￭､￯ 文化を ｴｩ む ＱＱｩ ヲ［ｾｉｉＧｲ ｊ をれ ｉｊ りたいと巧えました 。

ＱＧ￭Ｑｬ ｲｬ￭ の ＧＱ Ｇ の円相 ､ ｩ をキーワードに街の炎怖を Ｎｉｾｉ ，わせる多民ぷの

以飢や、 ､￭ｮ Ｂ 合と ｬ 民 ｬ 係ＱＢ Ｑ を求めた Ｑ ＢｉＩｄｬｴ など、れ ｉｊ Ｎ￬Ａ｝ ｴ ＧｪＺ Ｎ ｉｾｾ かで刺

激( 1"1な 文 化 til 戊の場となることを .  .:u災| して設，rlは ま と め ら れ

ました。

この施設にはホ- ) レ、 lヌ" ｉｾ 館、 ＧＱ ・￬ｊｉＱ学刊センタ一、夕刊 ー セン

タ ｾ 号、複数の後 ｦｩｅ が十 Ｑ Ｑ 来的な ｽｦｾ で配 ｩ ｆｬ されており、特にホ

ー J レは以大990人 収 作 で き る 多 11 的ホ- ) レとして、アダプタ

プルステージや妓符 "J変災 ji'l などを備え、 dilleのニーズに Jム

く! 心えられるホールとなっています。

大型f械! 打の - {( J に似 jjll す るこの新しい小さな jJ; j、大野城まど

かびあは、 ､￯ｬｾ の力強い文化必識を ｬλｬ イ Ｑ Ｚ するシンボノレ的イバ Ｑ Ｚ

であると Jt に人々に愛されま見しまれる 11'11いの r1. fiJ として水

永く生き続けてほしいと私たちはWWi しています。

(三illi 義 行 ｉ ｾｾｾｲｾ＠ m /  J .U:i l1I雄策司Ji務所)



l F多 目的ホール 大 ホ ール

l F開 架 貸出 室

2 F喫 茶 室

図書館棟 1 階 平面 図 1  :  1400 l F ギャ ラリ ーモ ー ル
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外 観 北 京 函

オブジェ「オプテイカルタワー J {J II よ 喜三郎氏作)

70 建築と社会 ・1蜘 "

日立九州ビル

設 計 監 理 日建 設 計 ・目 立 建 設 設 計

施 工 大 成 建 設 ・竹 中 工 務 庖 ・鹿 島 建 設 ・ 清 水 建 設

建 設 共 同 企 業 体

所 在 地 福 岡 市早 良 区 百道 浜2・1・1

敷地面積 9 ，9 6 0.0 8 m 

建築面積 2 ，406. 19m 

延床面積 2 7，312.8 6 m 

4荷i量規模 S R C、S 、B 1 F 、14 F 、P2 F

工 期 1993年 12 月- 1996年 2 月

最 寄 駅 福 岡市 営 地下 鉄 ・西新 駅

渇 影 岡 本 公 ニ



目立製作所の九州支社を始め、蛍業部門や研究開発部門 も入居する

九州地区の rl"{五となるオフィスビノレである 。敷地は福岡市のシーサ

イドももちのソフトリサーチパークに位出する 。周辺は国内外の有

数の的幸日系企業が進出し、ビジネスパークを形成している 。

敷地 の北jl ! i ) には美しい博多湾が広がり、北及び束T面の眺望が俊れて

いるため、オフィスゾーンを北と束に し字平而にま とめ、 jl 日 [1) にコ

アを配した。周辺の街角から北側への l眺望を阻害しないようコアは

三角に絞り培状のシルエットとして、アーバンリゾー トに建つオフ

ィスらしく、少しの遊びとゆとり、そしてくつろぎのある次世代オ

フィスを目指している 。

建物は全館ショ ー l レー ムと い うコ ンセプ トで 中 央l注視室等も 1 F シ

ョ- 1レームの一部になっている 。

この地区にエネルギー を供給する福岡エネルギーサー ビスのI i l l i 設が

敷地西jf ! i ) の地下にあり、そのク ー リングタワ ーは本ピノレの屋とに設

出されている 。 ( 迷松展弘/ 日建設計)

⑧/ 一 一 )  

工 ントランスホ ル

基準儲エレベーターホール



北九州テクノセンター

設 計監 理 東 畑 建 築 事 務所

施 工 竹 中 工務 l吉・ 新 日銀 ・山 九 共 同 企 業 体

〈む

1 階 平 面 図 1  :  600 
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.- -， 

L- - - J  

置
レス トラン

ｾ Ｇ コ Ｇ 口

所 在 地 北 九 州市 戸 畑区 大 字中原 11 4- 7

敷 地 面 積 9 ，8 8 3 m 

建 築 面 積 1，3 5 5 m 

延 床 面 積 7 ，17 6 m 

構 造 規 模 S 、11F 、P 1 F

工 期 1991 年 12月- 1993年 1 月

最 寄 駅 J R鹿 児 島本 線 ・九 州 工 大 前 駅

j量 影 河野博之



北九州テクノセンターは、新日本製鍛戸刈lの旧工場跡地を再開

発して整備された北九州テクノパー クの ，，-，に位回し、 211l t 紀の

高度技術都市を口指して企業の行成と技術の高度化を支嫁する

ため平成 5 年に完成しました。

当施設は電子技術を核とする 研 究開発、人材 育成 、交流促 進 、

情報提供などの事業を通じて、 地 域の技術的なポテンシヤ J レを

活かした新製品 新技術の I)[.J 発 、新分野への進 出な どをも: t 躯的

にサポート するテクノパークの中核施設として位臼付けられ計

画されました。

施設の特徴は、広大な敷地の中にありながら地域のランドマー

クになることをむ図してシステマティックなパネルとガラスで

榊成された日胞の建築とし、多様な研究開発に対して ｾＺ｛ｊ ｊ Ｚ立なサ

ービスが受けられるよう L ANの柿築、 O A. sA システムの握手入、

レストランやリフレッシユコーナーなどのクリエイティブスペ

ースの充実など、可能な |恨りのインテリジェント化が凶られ研

究者にとって快適な研究空間であるようさまざまな配b: rr_がなさ

れています。

今後、 この北九州テクノセンタ ー か ら新しい技術や企業が生ま

れず7ち、北九州市が別々発展して行くことを心より願います。

Cill 松 雄二 ・三 打I i 必行/ 束刈Jm従事務所)

4 F  E WS研修 室

玄 関 ポ チ よ り 見 上 げ

1  F レストラン
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宮崎市葬祭センター

設 計 監 理 宮 崎 市 建 設 部 住 宅 建 築 課 - 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 増 田 工 務 l苫

遠景 l F平 面 図 1  :  1200 
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y.d;ll 均1行の l判万約 5kl l l の1:JI;]j'{f，な 111 1主1地 ，li?に 位 ivt す

る山崎 rI 了伴祭センターは、 |日施設の老朽化ど対象

人口の Ｑ ｬＧ ｦｬｬ ｊｉ ｉ によ って 新たな施設のまＺｬｬ設が必ｾとなり、

|百l一敷 地内での主I! 替えが企画されました。

対象地域は ｬ 市 Ｓ ｕ ｲｊにわたり、想定 ＴＶ 万人の人 ｉ ｾ ｉ

に対して人体炉 12基、汚物炉1 1 ;1で吾I-filjj 条 件 が 設

定され、設計にあたっては綴数の案を元に現状の

自然を恥大|恨残して仰向に旧施設規桜以上のもの

が 配fdできるか、また既設の葬祭センターを微動

させながら建設するためにはどのようにしたら良

し、か等、 i'Fi 当局と幾度もの協議が重ねられて E没汗|

は逃められました。

施設には荘厳な雰囲気の中にも出;11J i ¥i らしい rVJ るさ

や風上が感じられることが求められ、 ':j: 'でも炉i ) ij

ホールは死者の魂がll l-天 して行く光り担li く7よIIJ 奇の

さ乏がイメージされ、外壁は、宮崎の土色を: 妬W品質

タイ J レによって表わし、死して灰となり、土へ両i

る1!¥( 限の' fy J i l l をイメージして全体がデザインされ

ました。 また平而計画は火葬と待合の 2 つの! }，: _( ，{去

を明 fi'(lf にブロック 化 して、会葬者の忠誠の切換え

がは っき りでき、盟泊料: 的にも単純化が図れるよう

利 用者に十分配慮されたプランとな っています。

この新しく 生 れ 変った終誌の場の周りでは、 今 年

も大地 の恵、みが収桜され、生ける物への粘! となって、

現世の私達にそっと諮りかけているようなそんな

気がします。 (三浦 義 行/ 束畑IJ 建築事務所)

所 在 地 宮 崎 市 大 字 郡 司 分 乙2356

敷 地 面 積 21，551 rTI 

建 築 面 積 3，241 rTI 

延 床 面 積 3，111 rTI 

4荷造 規 模 R C、2F

工 期 1994年 2 月- 1996年 2 月

最 寄 駅 J R日豊 本 線 ・ 清 武 駅

J最 影 工スエス九州

告 別 室

炉 前 ホ ー ル
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九州の元気の源を探る

桂 英 昭

熊本大学工学部講師

ボーダレスで不確定な時代を実感する 。

政治、経済、産業、思想、そして情報等々、人々は全てにおいて座

標やベクト j レの方向の多さに戸惑っている 。戸惑いながらも、日々

の生活や仕事は、これまでの悦性に頼らざるを得ないというのが正

直なところであろう 。|時代に遅れまいとインターネットを駆使し、

ネッ トサーフインしたところで行き着く先は情報の波まかせである。

このような状況下で、建築や都市などを従来の切り口やスタイ j レで

語り合っても意味がない。

さて、九州特集である 。平均年齢50才に近い編集会識をスタート

させる前に、フレッシュな大学院生16名に「九州、| を切る J というテ

ーマで、 A4数枚程度の短期レポートを提

出させ、新感覚に探りをいれておくこと

にした。

レポート を大まかに分析すると 1?J 16が

九州というエリアを限定して、残り 4 名

は日本全体やアジアというスケールでの

考察で、あった。

まず、この結果が興味深い。 レポート

を提出した学生が熊本大学の学生である

からだ。九州| における北部九州、特に福

岡への一極集中が歴然とする I:IJ で、各地

域の特色を明らかにし、住み分けを探る

とし、う意識が恨底にある。

他方、アジアに対する認識も漠然とし

ている 。最近の福岡では、九州各地から

J  Rで遊びにきた若者 と同様に、韓国をはじめとするアジアの若者

が街を閲歩している 。他県においては、観光パスに乗ったアジアを

見るのがせいぜいである 。 1:: 1'1常生活におけるアジアの リア リテイが

ない。福岡の大学生に同i僚のレポート を提出させたなら、他県との

比;1攻は少なく、アジア・スケールの話題が8 訓は占めていたのでは

なかろうか。

次にテーマの項目チェックである。主なテーマは、情報発信、交通、

イベント、学術機関、気候、食文化、労力エリア、 言語、 地理、そ

して建築や都市にかかわるものに分類される 。建築 都市に直接関

係ないテーマでよいという課題指示で‘ なかったら、もう少し専門的

なテーマに集中していたかも知れなし、。結巣的にはバラエティ盟かで、

若者の感覚を垣間みれるもので、あった。

これらのテーマを更に分析すると、九州をひとまとめ、或いは忠111

分化するために歴史的な地理、気候、 Jiftl 土、文化を手がかりにする
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アナログ的な コ ンセプトと、 ｬｬｾ 新の情報発信やイベントのデータな

どを用いたデジタル的なコンセプトによる視点の 2 つに大別される 。

このこと 、つまり、これまでの九州各地域の関係性を引きずりな

がら今後の九州の未来像を描いていくか、過去を一応断ち切った上

で新しい関係を構築できるのかという問題設定の有無こそが、実は

今回の レポートで探ろうとした核心で、あった ことは言うまでもない。

ところで、本特集の編集会議は、 「九州らしさ J 一九州各地に残

る伝統的な技術- 遺産、 「九州プロデュース」一最近、九州に続々

登場し始めたインパクトある建築 都市、 「付7九L1ω凶リ‘ 4仲|

元気でで、すねという外部の声の 3テ一マに絞つて、いきなりスタート 。

物理的な事象を追う企画は、これまで

幾度となく繰り返されてきたこと、 「建

築と社会J の社会という部分に迫りたい

との共通認識から、 rtω |、|は元気であるJ

の九州外部の声に何らかのかたちで答え

ようというテーマに決定する 。

ｾ＠ 'd'  r九州、|の元知とし、う話題になると、

「今、九州は元気である 」

「まだ、九州、|は元気である J

「まだまだ、九州は元気である J

という 1 、? や? ? が入り乱れる論説の

展開となった。

言 うまでもなく、九州は昨年の九州|縦

口自動* 道の開通に続き、今年の 3月に

は福岡日凹 一 大分湯布院を結ぶ九州、| 積

断自動車道が完成した。主cl 岡ドーム、キャナj レシティ博多、北九州

スペースワ ーj レド、長11崎ハワステンボス、宮崎シーガイア、熊本ア

ート ポリスなどなど、情報発信には事欠かない。九州新国際空港、

九州新幹線、長 111奇一 熊本 一 鹿児ぬを結ぶ 3県架稿などの{W也、九

州西回りバイパスの建設、大分でのサッカーW杯IJHflli 等々 。

さらには、位界が経済成長;1411をアジアへシフトしている状況が、

東シナ海に位置する九州を否応なしに注目させるダメ抑しになって

し、る 。当然、 外部の戸が 「九州、|は元気である J となることはわかっ

ている 。パブj レ時代以降は、そう 言い切れないのが、先の論議の元

である 。デジタルー不連続なu寺代の自信( 予測) は願りない。

そこで、である 。このままアナログ的に、或いは予測のつかない

デジタル的な展開を l.gJ うことなしに、九州| パワーが将来にわたって

発揮される ことを確信する! ? 編集者一同は、九州の秘めたるパワ

ー の 印 刷 を各自が持ち寄って紹介する本特集を企てた次第である 。
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世界に聞かれた九州

杉 岡 洋 一

九州大学総長医学博士

九州、| の活力は九州、| 人の持つ位界に聞かれた心と、創語、と先見性に

ｾ打ちされた 冒 険心、そして協調性にあると思う 。 決して排 他的で

なく、広く奨文化を受け入れ、これを醸成し新しい文化を形成する

という、九州人の習性が古代からその地理的条件と柱| 侠って形作ら

れたと考える 。

九州大学の所在地である福岡市( 問多) では、純文前期の古代より、

朝鮮南部との地域交流があったとされ、弥生時代から約2000年以上

にE って束アジアを通じ、日本の顔と して世界への交易が行われて

いた。すなわち出土した多くの追跡や「漢委奴王国」の金印、 i的1盛

館跡など、他に類をみない大量の埋蔵文化財が古代から活発な外交

交易が福岡を通して、 J ; j ミアジアと行われて

いたことを雌弁に物語って いる 。また、交

易のみならず、奴園、伊都固など大和朝廷

以前の古代日本の国家形態が存在した福岡

地域は、 当時の日本にとって重要な役割を

担っていたと忠われる 。

このアジアと近接した地理的条件は、 日寺

として他国からの御成にH西されることとな

立された。当H寺の国家財政上の理由でまず医科大学の誕生となり、

法令上単科大学が認められなかったため、京都帝国大学栢岡医科大

島とされたが、設立当初より九州帝国大学として第 l 高等学校を始

め全国の俊才が集まり、初期より柿本病の発見など世界に冠たる業

績が挙げられた。1911年工科大学の新設 と合わせ総合大学と して九

州常国大学と称さ れるようになったが、東アジアと近接した地理的

条件と、古代からの博多の歴史に育まれて、アジアを迎した世界に

聞かれた大学としての特色ある伝統を維持し続けている。すなわち

多数の学者がアジア大| 挫でのさまざまな分野での研究活動に従事し、

膨大な研究学術資料。標本が蓄積されている 。また、医学を手始め

に教育にも大いに貢献したため、東アジア

の大学の中には末だに日本言語の教科書を用

い日本語で、の教育が行われているところも

ある程である 。世界に業績を問う姿勢は現

在も変わらず、これが研究者一人あたりの

欧文論文作成係数でオックスフォ ード大に

次ぐ世界第2 位の難民となっている。また、

現在816名以上のアジア地域を中心とした

る。その最大のものは元のフ ビライによる 九州大学本部第一庁舎 (大正14年 3 月竣工) 商学生を受け入れ、その数は年々泊加し統

元冠であり 1274 ( 文永] ] ) 1'1:: と1281 ( 弘安 4) 年の 2度にわたる博 けている、また、アジアのみならず、米国の有名校学生を一年間の

多湾への襲来となった。

文永の役では軍船900、28000人の車聖書が襲来し、その一部は上|控を

果たしたが交戦の結果一夜で撃退されたといわれる 。リム安の役では

14万の軍勢の襲撃を受けているが、後に神風と呼ばれた台風と、元

冠防塁によりこれを阻んだ。

この防塁は文永の役後、再度の元の襲来に備えて怖多間の演に日

さ3米、 20キロにわたって梢築されているが、当時の鎌倉幕府の指

令があったとはし、え、 Jui'l' l各国の協力、分担作業により完成した訳で、

困難における九州各地の協力による防備と迎撃が効を奏し、 この大

軍を撃退し国を救ったといえる 。正に九州は一つの協調の賜と恩わ

れる 。九州男子の活躍は明治維新へと速なってゆく 。

この他、) L 州を中心とした世界との交流は各地にみられる陶芸や、

長IIJ 奇の蘭医学、紐子J:.i' こポ j レトガj レよりもたらされた火制銃など枚

挙に いとまがない。いずれも独 自性をもったものに作りあげられ日

本全国に広がった。陶芸品にあっては自国に留まらず欧州にもゆき

渡った。

九州大学は* 京 京都帝国大学に次ぐ第 3 の常国大学を九州、|に設

置する ことが議会に建設さオし福岡県市の民極的な誘致運動により、

県立福岡病院のあった呪医学部所住地に1903年、福岡医科大学が設

短期留学生として受け入れたのも我が国最初で I Japan in  Today's 

Wα 副 プ ログラムとして 3年目となり、好評を得ている。すなわち、

九州大学は設立当初より、アジアの頭脳、知的拠点として作在し、

その成果を誇ってきた。21世紀を目前に、このボーダレスのH寺代を

迎えて国際化の先駆的大学として過去の業績をふまえ位界に聞かれ

た大学としてのー胞の、前向! と貢献が期待される 。

九州情国大学の設立により、福岡市は発展したが、九州大学は福

岡に設立されたことにより 、アジアを通じて世界に聞かれた大学と

しての特色を備えることが出来た。

昭和30年、 1955年12月、 1+1匡lの指導者郭i末若先生が母校九州大学

医学部を卒業後32年ぶりに訪れ、講演した折の一節を紹介し杭を終

える 。 I大正 7 年九州常国大学医学部に入学 した。なぜ、* 京へも

京都へも行かずに福岡へ来たかというと、私は福岡が好きなのです。

昔から同多は 1-1'1三| 両国の文化経済交流の重要な湯所だったから、

九州帝国大学を選んだのです。母校から、母校の先生方から沢山よ

いものを学んだ。それは祖国を愛し、人類を愛し、真理を愛し、平

和を愛することである。母校の教育理念は変わらないと信ずる。J と。

種子JJ序宙センターでは純国産大型ロケット IH2J が打ち上げらオし

九州は世界のみならず、宇宙への日本の玄関でもある 。
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岩田屋Zサイドのデザイン

菊畑茂久馬

画家

本年 9 n221=1に|苅j占した岩IIllii ｉ 守 ｡ｊ ， ｩｾｚ ( ジー) サイドの外観放

ぴ外ml のデザインを担当したが、その完成までの経過をたどってみ

よう 。1993年の初秋、突然特問屋行r Wf のloill 社長石井康夫氏より、

お会いしたいとの電話を受けた。: 1 ¥掛けていくと、会議室におびた

だしい建築パースのパネルがずらりと、. l fLべてあった。

これは、今計画している岩町民新館 Z サイドの外矧デザインのパ

ースだが、どれもこれも全部気に人らない。諸手続の期限はぎりぎ

りで、 Ｚｉｊ 態はり ＱＱ ｊＮｅＡし、 一 友 ｉｊ も ｾｬｬｱ 予がない 。 ここに至って、あえて建

築家ではない両家の山方に Ikl羽の欠を立てた。一つ外観デザインを

思し、切りやってくれないか、というお話しだった。岩田屋の命運を

賭けた気迫のこもるご要詰だった。

詳利! な計阿をお聞きする内に、す

ごいスケールと、今までどこも試

みたことのない未米志向の冒険心に、

ｉ ｬ ｦｊｾ、ていて総身が巣立ったのを党

えている 。

その時以来九三年、完全にこの

1: 1:市に没頭することになった。 ま

ず岩|口座百1'ir;!'i の|卦l発担当スタッ

フが私に恨りっき、そして N了円L

州不動政設計部及び竹中工務J，Jf設

計部が、パックアップする体制が

整えられた。すぐさまアトリエに

こもり、外観デザインの基本t I " J f ，1 ' i 却をおuり上げるために、来る |二|も

来る 1-1も、デザインのラフスケッチを- IUiきまく った。岩田屋百貨! 百は、

長い府見 Ｚ と伝統を持つ［ｊ ｌＧＩ ＧｩＧｉｾｾ ー の ｩｬＱ Ｇｩ ｊ ， ｬ ｦ の地位を＿＿，に保持し続けて

米た 。 この行 川 ｉ ｾ が、 Ｒ Ｑ Ｑｬｴ紀に向って、生死を附けて更なる飛雌を

計ろうとしている。デザインはこのような行問屋百貨! 古の杭極果敢

な志占を炎わし、雌しい物版業界の刻夫や流動する H寺代に微動だに

しないな々たるものにしなければならない。加えて今日まで幾| 比代

にわたって地冗の人たちに支えられて米た信願と愛顧に応え得る税

近感のあるものにしなければならなし、。放地8刀7ば、 7 階建て、総

床面，W64，018ばにも及ぶ。 このようなスケールの大きな、単体の斤

貨J，lf : i l ! 造物は、九州、|にはほとんど例がない。

まず第 一 に、力低 ｩ く、そして位策本体そのものが、ｾＺを抱きしめ

た美しい界総であること 。次にや'J よりも |守aJ ，lf として のあるべきデ

ザインを附みはずさないこと 。すなわち膨大な附業空間を内政し、

それがさまざまに複合、集杭しては拡散を繰り返す密度のむ; 弘、|刈背1I を、

し、かにデザイン的にシンボライズさせ仰るか、この' } l I f ' 1ニをきちんと
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断まえた容器の外観でなくてはならない 。 スタンスの短かい流行ＧｾｉＺや、

珍奇な前衛性は、ことごとく排除した。デザインが長い風当に耐え、

いつまでも風化せず、務ちゃれ、た美しさをたたえていなければなら

ない。そこで私は三つの基本的なデザインの柱を立てた。第一に岩

問屋百貨Ａ古としての気品を ｬｾｊｉｻ わすこと 。 第 二 に限りなく優美でファ

ンタジツクであること 。第三に躍動的であること 。この三つの袋京を、

調和 lのとれた美しい音色で稲い上げることを常に心 掛けた。更に岩

旧j量Z サイ ドの立地は、天神間地区の都市再開発の拠点の位世にあ

り、岩凹屋 Zサイド館完成を機に、この周辺一帯の環境は一気に変貌す

る。Z サイド館は、その意味で、 {li と共に、美しし 、il 却し、のある都市空1: 1]

を作り上げる重大な占務を担わさ

れてもいたのである 。建物とJ - I ミ阿

二 つの広場、 Ｑ ＳＷ ｭ に及ぶ ｾｾｦ ｬＡｬ ｊ 壁

面に沿う道路、どこもJ f i J. iL[f! ;1境に

およぽす影響ははなはだ大きし、。

私の基本的なも ｉｾｩｾｴ が決まってか

らは、連日全スタッフが集まって、

! ; 引から |ぬまで、ぶっ通しの会議が始

まった。制部にわたるディテー l レ

のスケッチを次々に提示し、これ

を設計の専門スタッフが受けて、

一つ一つ検討作業に人る 。設青|に

撮影 ・岡本公二 素人の画家が、次々にイメージデ

ッサンを提示し、それを専門スタッフが建築的に分析解説してし、く 。

怨像と建築、夢想と現実、異質な文脈が火花を散らし、合体して、

新しい未知の回路に新鮮な血液を流してし、く 。 こういう娃築におけ

る設計システムは、園内外でもめずらしいのではなかろうか。

実に ドラマチ ックな芸術と建築の総合 的なシステムが見 τ ｲ ｾ に線 ｦ Ａｬｩ ｊＩ

した。

同家に外観デザインをまかせて、最後まで一言 も口をはさまなか

った岩田屋百貨庖の中牟田健一社長の英断と勇気には、まかされた

私が驚いている 。 こうい った ｊ［ＡＮｬｾ 、切った冒険を堂々と実行するとこ

ろにも、福博の都市の活力の源があるのであろう 。 ｚ サイドのｾ物

の三方の角に設置し た巨大なガラスのオブPジエには、総数75，000本

に及ぶ光ファ イパーが埋め込まれ、さまざまな光のがi 山を展開する 。

このｾＺのような構想を、ものの見事に実現させたのも、 ｊｈ ｉＢｊ のスタ

ッフたちがエンジニアとしての誇りを発郷して取組んだ成* である 。

この Z サイド館は、 一人の画家と多勢の建築プロ集団が一体になっ

て作り上げた文字通り夢の建築物である 。
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元気・さわやか・笑顔

西 日本新聞社提供

ｆ ｆ ｉ 村克子選手とは、彼女が小学校 Ｔ 年生のとき出会い、 ｾ ｉ Ｚ ｉ 、高校

合わせて 9年間指導してきた。その|旬、福岡田|燥大会初出場で優勝

という姉かしいデヒ、ユーで、あった。この福岡国際大会で6辺部iを達成。

高校時代は世界選手権優勝( パ j レセロナ) 、パノレセロナオリンピッ

ク銀メダJ レ、ア トランタオリンピックでは優勝は逃したが、銀メダ

ルの成紅iを残してくれた。

亮子はl勝って当たりがlの選手であり、日本国民の声援が他の選手

以上の負担で、あったが、それにもかかわらずよく頑張った。

来年のパ リ世界選手権に向けて、もっともっと体を痛めて頑張って

いただだきたい。その結果がシ ドニーオリンピックに結びつくと思

って、 l 年 l 年を大切にしていただきたい。

園 田 勇

モントリオールオリンピック金メダリスト (中量級)

福岡県醤察柔 道 師 範 八 段
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福岡の「元気J エネルギー事情

脇 山 真 治

側博報室九州支社プロモーション部部長

都市のエネルギー

もし住民一人当たりの〈都市の元気度〉を測定すると福岡は間違

L 、なく 全国一だろう 。いわゆる民力でも経済指数や総生産量で・もない、

私たちの生活実感としてこのエネ l レギツシュな印象は、多くの訪問

者も認めると ころだ。巷にいう九州、|の元気は、やはりこの街をはず

しては語れない。平均的九州、|ではなく九州のイメ ージリ ーデイング

都市として福岡に注目した。多少の偏見はあるにしても、東京での

仕事が長く、 地方出張( 東京から見た遠隔地。他語、はなし) も 多く、

ｾ＠ ' j : 福岡に住むひとりの生活者の視点で この元気現象を見てみよう 。

自己主張のエネルギー

福岡はタレントの宝庫として全固有数である 。人気の芸能人を上

げればキリがない。 もともと 川上音二郎以来、芸能志向の強さ はあ

るが、私はそれは伝統的自己主張の強さの現れと見る 。福岡はし、ま

百貨! 古の新規出庖や売り場増床による〈第 3 次流通戦争〉の真っ只

中にある 。各社とも最も力を入れるのは日本初、九州初のファッシ

ヨンブランド導入である 。クランショップや A ' P ' C など書き綴っ

てもご存 じない方が多いだろう。希少ブランドを求めそれを身につけ、

自分ら しさを主張する。女性のなんでもないこの志向もここ福岡では、

私には異常な強さをも って映る 。

市中には、デザイン賞を受nした独特の案内 誘導サインが設置

され、 辰野金吾に始まり マイ ケ/レ グレープ‘スやア j レドーロツシの

手による建築が点在 してく空間のフ ァッシ ョン〉を見せつけている 。

さらにド ーム球場でのプロ野球、 j リーグ、大相撲など〈自己主張

スポーツ〉に接する機会も多L 、。一方ではデザイン系の大学や専門

学校も多 く畢意、〈目立つ〉 ことを容認 し、そのための多大なエネ

j レギーを投入する 素地を育てているということになる 。福岡は単位

人口 当たりの大学生や専門学校生の数が非常に多い街だが、 若さ と

はそれ自体が自己主張であり、その主張を通して街の元気が伝わっ

てくるようだ。

イベントのエネルギー

ことイベン トに関しては人並み以上のエネルギーが注がれる 。毎

年の恒例とはし、え 、 1 カ月もの準備期間をかけるどんたくや山笠の

持続的なエネルギーは、問機にアジアをテーマにしたイベント 月間

である「アジアマンスJ の精神と併走して いるようだ。アジアマン

スは今では 1カ月に日もの関連事業を こなす大型イベン トに成長した。

対アジアを4嘉傍する都市は圏内にも数多いが、新しい〈アジアの祭り〉

を立ち上げ¥一気に完成度を高めながらしかも市民の支持を得続け

ている例も珍しい。月単位にはそのほかアー トイベント、サイエン

スイベン トなどがある 。イベン 卜の数を勘定したことはないが、年
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ｾ ｉ Ｚ ｉ 何かしらの催しがある 。 コ ン サ ート でも 国際会議 でもスポ ー ツイ

ベントでも、覚悟を決めて遠出することなく気軽に参加できる 。そ

んな適度な街のスケールもこれらの賑わいを高める大きな要因だろう 。

福岡の気質として、熱しやすく冷めやすいともいわれてるが、 地域

のイベン トを網羅した隔週雑誌 「シティ情報ふくおかJ が10万部を

超えて売れ続ける現象を見るかぎりは、福岡のイベン トの熱が決し

て一時的なものではないように思える 。

アフターファイブのエネルギー

! 豚骨ラーメンで名高い長浜。近くにその名を冠した長浜公園がある 。

先頃この公園が閉鎖されてしまった。理由は新宿のようなホームレ

スの追い出しでも工事のための安全管理でもなく、 若者の締め出し

である 。夜な夜な集まる述1:1:
1
が騒ぎ立て、飲み食い後を放置し続け

たため、近隣の住民の我慢が限界にきたらしい。実は学生や若い人

を相手にした飲食街( 予備校に至る道なので「親不孝通り J とH乎ぶ)

が近くにあるため、この公園は夜の絶好のたまり場として若者の支

持を得ていた。都会のポケットパークが〈人を拒絶する空間〉とし

て批判されることもある中で、ここの稼働率はその意味では非常に

高 く、 実にエネルギ ツシュなH寺問をつく っていると思う 。住民の迷

惑は計り知れないものがあるが、 241時間型の若者のライフスタイ j レ

と整合 した空間が、市内に点在 していることは広義の生活空間とし

ては健全ではなかろうか。個人的には一 日も早い〈バリケー ド〉の



の撤去を願いたいところである 。

こ存じ中洲。全国有数の倣楽街である 。 J Rも私鉄も市営地下鉄

の駅にも歩いて いけるく幸せな〉位置にある 。市の中心音1¥から断続

的に名物の屋台が続き 、この中洲で堅牢なビ〉レと 務省な屋台がもた

れ合う 。 屋台 で 、 ひ っ かけてスナックを Ｑ ｾＲ 軒、ｊｉＮ長が減 っ て仕上げ

はまた屋台。そんな凄まじい〈ハシゴの経済活動〉が連日続いている 。

夜の中洲を通り抜けても、/ ，iN 、客の{I:I: I 間入りを しても、 昼の疲れを

ものともしない活気に脱帽してしまう 。胃と肝臓の丈夫さと街の元

気とは、き っと高い相関関係があるだろう 。

印象のエネルギー

福岡空港に降 り立つと、年間1450万人利用の活気に迎 えられる 。

ナショナノレスポンサーの巨大看板訴を見ながら地下鉄へ流れると、

市の中心部までわずか10分。空港 と都心との この距離は街へ期待と

印象を漸増的に高めてし、く絶妙の時間だと思う 。車に乗っても、飛

行機進入路下のー|瞬の空士山を抜けると、短時間のうちに都市高速網

やビジネス街やワォーターフロン ト、繁華街に到着する 。 (1時間当

たりの視覚的変化〉は非常に大きく、初めての訪問者であれぷ賀繁に

出張するビジネス客であれ、いつでも街並みは福岡の新しい発見の

対象となっている 。

「第一印象J とは万事へ普遍するものだが、福岡は迎う 。空港か

ら一気に東へ行けば防多湾の港湾事業 としてアイランドシティ ー と

香椎パークポート という こつの埋め立て開発事業が進行中である 。

クレー ンとブ j レがひしめく合計535haに及ぶ広大な開発は、パブノレ

経済の浮沈をものともしない底力を象徴しているようだ。北へ向か

えば博多港。1999年には開港100JW] 年を迎える 。ウッドデッキのベイ

サイ ド遊歩道は演歌だけではなくポップスの似合う新しい情緒と集

いの場をつくりあげた。者11市高速を西へ、 一路福岡タワーを目指す。

夕日を真正面に浴びる時間が特にいい。高速の終着は天気予報の背

景映像に使われる「シーサイ ドももちJ である 。1989年に開催され

たアジア太平洋同覧会はここの埋め立て竣工の事業 として開かれた。

823万人を集めた当時のパワーはその後、福岡 ドームの建設をはじめ、

情報関連企業の誘致や近未来的なマンション群の建設へと続き、建

設へ注がれたハー ドなエネルギーはし、ま、住民やビジネスマンなど

の社会生活のソフ トエ庁、 j レギーへと見事に変質 していったようにみ

える 。

情報拡散のエネルギー

ことし 4 月に福岡市内に開業 した複合商業施設にキャナj レシティ

ー陣多がある 。建築関係の方なら既にご存じだろう 。建築の魅力や

コンセプ トやジョン・ジャーデイ ーの手腕もさる ことながら、む し

ろ私はアミューズ、メント、映画、演劇、ファッション、流通、ホテル、

飲食などの要素機能が本来の単独のパワ ーを越えて、その組み合わ

せ と人々の感性とが〈新たな魅力の概念〉をつくり続けている こと

に注目したい。奇異な空間と人のうごめきや滞留、さらに陣多弁の〈黄

色い〉叫ぴが、 言葉では表現できない不思議な|世界、ある積の〈超

日本の奥田情緒〉をつく っているのではないかと感じる 。舶来コン

プレックスの日本人としては、ましてやいまだに東京へのあこがれ

の強しづリト|にと っては、強烈な l吸引力をもった空間で‘ある 。この引

きの強さがまた評判をよぴ、マス コミと口 コミがさらに普循環をも

たらしている 。情報発信力 とは話題として語ら れる〈素材の強さ〉

をいうのだろう 。発信のエネルギーはとりもなおさず l吸引のエネル

ギ- rJ京だ。

福岡の元気は九州、|全体のエネルギーを象徴 していると思う 。それ

は最終的には経済活動に帰結するにしても、街並みの印象や|島県、

交通混雑 〈アムラー〉の群れ、学生の コンパ、イベン トの誘致、 声

高な呼び込み そういった私たちの精神を煽るような全感覚的な刺

激が街の元気の証しである。長崎や宮11崎から福岡に集まる若者を「か

もめ族J 、 「フェニツクス族J とH手ぶが、いまはエネルギーの一極

集中を懸念するよりも、むしろ彼らが持ち帰る〈体感情報〉の九州

全体への拡散と影響力に期待 したいと思う 。
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基盤は森林を守ること

杉谷麗子

球磨村森林組合参事

桂 : 円本の林業全体が低迷する rll、九州、| の巾央部に位担する J;kj .f;村

森林組合は線々な事業展開を| 妥| り、がんばっているという戸をあち

こちで工 ｲｾ こするのですが 。 今同のインタビュ ー では、その活力の源

などについてお聞かせ願いたいと思います。

杉谷 : 林業全体の低迷に対する危機感は常にあります。私迷が常に

主Ir しいこ とにチャレンジしてきたのには、そのH寺々に転機があった

といってよいでしょう 。まず、今の品Ll 合体制になってからの歩を簡

単にお話いたします。現在の大岩組合長体制が始まったのは| 昭和30

年頃です。球磨村で森林は村の90%をl片めますが、 30年代中頃まで

は荒 ｩｗｾＪ 本の ＱＱ 寺代でした 。 この頃までは林産物も豊富で、木の再生も

向然任せでした。その内に石炭などのエ

ネノレギ- i 12命が起こり、構造材を生産す

る林業に転換しなければならなくなりま

した。

桂 : そのII ;Hglが第一の転機で、すね。

変な民間施設ができるといけないというので少し縦割! して広範囲の

七地を取得しました。球5iUlnlが発見される前ですが、今になって本

当によかったと思っています。このi侍に、九大の泉l王| 先生などにお

願し、して周辺整備のマスタープランを揃いて頂いております。

桂 : 私も幾つか組合の設計をさせて頂いておりますが、そのマスタ

ープランはパイプj レになって います。今だに大学とも定期的に懇談

主主をもってますし、マスタープランを踏襲している。このような森

林組合は珍しいでしょうね。その後の展開についてお願いします。

杉谷 : 球泉洞開発の成功で少し余裕らしきものが出来ましたので、

第一、第二製材工場、選木機工場や林道整備などを進めてきました。

おかげてい、小径木製 I日付、も球j膚村のは品

質が良いと評価を受けています。そして、

林業のことを一般の人々にも知って頂き

たいとの想し、から、またー頑鳴りして建

設したのが、日本建築学会作品1 1 . を頂い

た木島安史先生の「森林館J なのです。

昨年、この森林館のリニューアJ レという

ことで、森林情報の展示に加え、 「エジ

ソン ミュージアムJ をオープンさせま

した。エジソンと森林とはどうして関係

があるのかとしづ意見がありますが、エ

ジソンの発明に代表さ れる科学と 林業が

依拠してきた自然との共存こそがこれか

らのテーマだと 考えているのです。

杉谷 : はい、そのとおりです。秋山や l可

野などの先進地と遣い知識がありません

でしたので、県庁などに尋ね、九州大学、

街 Ｑ ＱＱ 奇 大学、そして鹿児島大学など ‘ のＭｴｾ、学

のう巳ヒ方の指導を受けました。現在の杉・

相はその頃柏樹したものですが、林業は

長い年Ji かかり、やり直しがきかないも

のですから、とにかくお金がかかっても

良い苗を植える ことを考えました。今に

なってその成果が現れています。 森林館前に立つ杉谷参事 「バイオ館J 、「森の香房J そして山

桂 : 第二のili i ; 機はいつ頃でしょうか。

杉谷 : 林野庁の第二次構造改善事業のメニューに新しく森林総合利

用とし、うのがあることを知って、お年程I:)ij にセンター ( 剛彦f昔話l雌 却

を建設した頃でしょうか。本格的な杉・附の伐採には40年から 50年

かかるわけで、すから、その聞にはチ ップや足場丸太の生産で少 しづ

っ箭財し、そのお金で森林長観をいかした観光施設や林業生産物販

売所をつくることで多くの組合貝が出獄ぎなしで生活で きることを

考えておりました。センターの建設では土地の取得から資金繰りま

で大変背労しました。センター前に観光鍾乳洞「球泉洞J が見つか

ったのは偶然に近い幸迎 と言-っ た方がよ いかも知れません。この球

泉洞が、後に爆発的な人気で驚くべき観光客をH手ぶことになるのです。

間光客の対応も素人集団ですからーから勉強しました。

桂 : センターや球泉洞一帯に は他の民間観光施設はありませんね。

杉谷 : センターをつくるときに大岩組合長などと相談の上、周辺に

・聞き手 : 縫 英昭氏 (熊本大学工学部講師)
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楽工房J も周辺に整備して 、更に 色々なかたちで森林にかかわるこ

とを広めていくことが私迷の使命だと思っております。また、子供

迷には森林教室などを毎年1mし、ています。

桂 : 色々な事業展開の中でデザインがキーワー ドにな っているよう

ですが。何かき っかけでもおありになったのでしょうか。

杉谷 : センター建設時に、 九大の加藤先生から景観とデザインにつ

いてお11七りを受けてから、 E31境とデザインには気を付けています。

桂 : このような事業股闘を意欲的にされている原動力は何ですか。

杉谷 : 色々な事業展開と忠われるでしょうが、私達の基飽はあくま

で森林を自らの手で守り続けると いうことなのです。観光事業などは、

森林に対する理解を深めるためと今後の林業活性化のためです。

桂 : 短し、インタビューで苦労された内容などが詳しく紹介できなく

て申し訳ありません。J5k熔村森林組合に代表されるこの理念が、気

の元一 九州| の森林を守って いてくれることを実感いたしました。
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敷地の公開とパブリックアート

多くの人々カ苛IJ用する市民会館や図

書館などの公共施設については、既に

敷地の公聞が当然となっていますが、

特定の職業にかかわる限られた人々が

行政事務手F続きのために訪れるような

公共施設については、それはまだまだ

ほど遠い状況と 言わさf るを得ません。

もちろん、休日 や夜間等の管理者が

いない 11寺はもとより、業務H寺間内でも

管理地 内てゆ事11文や不法行為の可能性

には神経質にならざるを得ないのは当

然です。 また、おそらくは、昭和]30年

代の学生連副l寺に霞ヶ関地域てゆ大規

模なデモに関連した官庁施設への侵入

や投石に閉口し、敷地の境界で侵入を

制御する ことと した ことがその後の外

構計画に景斜守及ぼしたと思われます

が、本来的には、公共の施言灯、ある役

所も土地 については、我田的な所有意

識がな いと は言 えないようです。

昨今の行政情報の閉鎖性に対する 批

判からか、国民に聞かれた行政をめざ、

すのは、ど この官暑においても共通す

る目 的のようてやす。 その点においてハ

ード商からは、喜久I也の公開に対する容

認も広まりつつあるようです。

近年、建設省 j 凶作也方建設局の整備

する施設については、 一般の行政庁舎

につ いても喜久地の公開に取り組んでい

ます。入居官署の理解が不可欠ですが、

昨今の市民サービスに対する意識の変

化からか、おおむね理解を得ています。

きて、その場合単純に柵を取り除い

てしまうだけではなく、利用者にとっ

てそ こが公開である こt を示すための

イ可か仕掛けを胞す必要がでできます。

そのひとつの芳法と してパブリックア

ート をj舌用しています。ノf ブリックア

ー トはノ f フツレ:JtJHこ多くのプロジ、エク ト

永 島 潮

建設省九州、帥方建設局営繕部計画課長

写真 1

写真 2

写真 3

写 真 1 稲 岡 市 西 区 の岱 宅 や 商業 施 設 が混 在 し た 地 域 に あ る 法 務

局 の 1ii j  Tffi を オ プ ン とし て 設 位 し た も の で、 1:;:; :の 」二の 111]" 1  J とf辺

さ れ た Jt ，利 保 彦 氏 の 制 作 に よ る も の で す 。 )1' 合 玄 関ホーノレに 設 世

さ れ た 「芸 の ヒの 川 n J と と も に 楽 し げ な 出 山 を 行 っ て い ま す 。

写 真 2 鹿 児 向 mf.'t，之 ，(!)に 完 成 し た 任 問) -:r 合 の iiijjj師に 設 泣 き れた

も の で 「 ほ し を な が め る ひ と J と 泌 さ れた お き 5 メ ート ノレに及 ぶ

大 き な 銅 製 の アート て｜ 鎌閃忠務氏 の作 品 で す 。 ね の ｾｅ 熱， ｬｬ＿ 気 ＱＱ 共

に ピ ピ y 卜 な 色令 い カ 可 決 ぇ 、 新 た な ね の シ ン ボ ノレとし て 注 U さ れ

て い ま す 。

写 真 3 '[fj ;I IJ t. j  ｍｾ 延岡市に 完 成した介 ｼ 百 ｝ｊ Ｍ Ｚｲ合に 設 世された もので

「皐 の秘 J と 起 さ れ た 佐 藤 弘 徳 氏 の 作 Jゐて、す 。 も う ひ と つ の 「降

りて 来 た盆 J とと もに 郷土 と 市 民 主 の | 拘わり と今 後の 発 展 を 願 っ

た イ乍品と な っ て い ま す 。

において差異化のために用いられ始め

たのが端緒となったようですが、人々

のゆ とりや豊かさへの希求からか、そ

の後においても支持されつづけて いる

ようです。

パブリックアー トには華文地の公開化

のほかに果たす ことのできる役割があ

ります。地元て産出する材料 を活用 し

たり、郷土をよく知る地元の芸術家に

作成してもらう ことによって地域性を

演出する ことができます。 また、意欲

ある芸術家のために小 さいながらも発

表の場を提供できます。絵画と異なり、

パブリヅクア ート は制作費や設置場所

等てやlIi lJ 約が大きく 、経験の少な い人た

ちにとっては、機会に恵まれぬようで

す。 ささやかながらも我々の十是イ共する

機会が才能ある方々の発表の手助けに

なれれば意義も大きいと思います。

ιJよのような理由から 制作者の選定

においては、

q滴す久性のある材料を活用して製作を

行う人。

c z : 見るよりもむ しろ触 ることを目 的 と

するような作品を手がけて いる人。

③ その地域て活躍している人。

④ これからの活躍カZ期待される若手の

人。

等 を念頭において行っています。

とかく、近づきがたいイメ ー ジのあ

る国の庁舎に対して、こ のパブリック

アー トが触媒となり、身近 な庁舎とな

れる ことを期待しています。
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まちづくりのベクトル「海」と「アジア」

鹿 野 至

福岡市総務局企画調整部長

昭和62年、福岡市は、新たな 4 つの者11市像を掲げた基本構想( ま

ちづくりの最上位言十rn[ j ) を策定した。 その都市像は、 l 、自律し優

しさを共有する市民の都市 2 、自然を生かす↑ 対直な生活の都市

3、i毎と歴史を抱いた文化の都市 4 、活力あるアジアの拠点都市

である 。 ここ で示された福岡市の固有のキーワード は、 ii毎J と「ア

ジア」である。当時の状況では、市民にとって海は速い有o ; f 玉ていあっ

たし、アジアも一部の地域に成長がみられたものの、鮮明には意識

されて li L、なかったようである 。 このキーワードは、或る 意図をも

ったシステムによって生み出された。 えてして行政の計画が行政の

内部だけのものになりがちで、あったことから、市民と行政が、目棋

なり計@Iを共有し、まちづくりを1制動して進めていくためには、計

画づくりへの各界各層の大幅な市民参加の必要性が強〈認識されて

いた。実際に、 l 年以ょをかけ、延べ 6千人ιUニの参加を得て、 抽

出されたのが ii1if. J と「アジアJ て、あった。 ここ では福岡の歴史の

対外交流史を詳述する ことはできないが、我々も合め、市民にとっ

ても、ある必然性を感じとれるものとして受け止められた。

その後、平成元年に、 このキー ワード を具現化する壮大な実験が

行なわれた。都心に近く、に仁ii 献 を 持 つ 出L地「シーサイドもも

ちj てや開催された「アジア太平洋博覧会J である。37カ国 ・地域、

2国際機関の参加を得、入場者も目標 (700万人) を大幅に上廻る 823

75人となった。 この陣覧会はその後、福岡市のまちづくりに大きな

二つのベク トノレを与える ことと なる 。

一つのベク トノレは、者[1心音Ilの埠頭の再開発( ベイサイドフ。レイス

などの商業機能の導入やマリンメッ セなどの コンペンション機能の

強化) をもたらし、博覧会会場であったシーサイドももちの、福岡

ドームやホテル、ソフトリサーチノ f ーク等にイセ表される開発、いわ

ゆるウォ ーターフロント開発である 。 そして、これは、 :;! l) ト|内の日

速道路網の整備などによる若者を 小心にした交流入口の増加とあい

まって、キャナノレシティ陣多、天引l'における、さらなる商業機能の

集積へと号 |き継がれている 。

二つめのベクトノレは、アジアの多tlft l:生を知l り、アジアの人々との

交流を深めようと いうも のである 。 そのft表的なものを幾っかご紹

介したい。

まず、アジア太平洋博覧会の翌年から始まったアジアマンスであ

る。 これは、 「アジアを深める 30円J とい うコン セプトのもとに、ア

ジアの生活、文化、 芸術、歴史など様々なイベン 卜が毎年 9 月を 中

心に50];)上も開催されている 。

因みに 8 年度の内容を見てみると行政が行なったものが23、民11¥1

等が33である 。
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「アジ、アマンスJ の一連の卒業のうち、特徴的な事例を幾っか紹

介する 。最初に、博覧会に合わせて始った 「ア ジア太平洋こども会

議j である 。 これは、青年会言翻rrが中心になって、アジア太平洋の

子供達を招待、→宣家庭てゆホームステイを通して、市民 t の交流

を重ねて いる 。その規牒は、初年度は 1，000人、その後も 300から 400

人の子供 達を集めて*1主税しており、その評価は海外の諸国でも定着

しつつある 。

次にアジア地域の学術研究、芸術文化部門の顕彰を行う「アジア

文化賞J がある 。今年てや第 7 回を迎えたが、市民への認知度につい

ては未だ努力を必要としているが、受賞国の反響は思いのほか大き

いようである 。例えば、今回、芸術 ・文化賞は、パキスタンのイス

ラーム宗教歌謡の第一人者が受賞したが、本国での記者発表には、

文化担当省の次官も出席するなど、固と して様々なパ ックアップを

してくれたという 。 その他「アジアフォ ーカス映画祭」が毎年、「ア

ジア美術展」が 5 年に l 回、海外12都市を含む 21都市による「アジ

ア太平洋都市サミッ ト」が平成 6 年以降 2 年に l 回開催されている 。

これ らのづ車の事業の拠続により、 H宇年のユニバーシア ー ド大会の

成功、特に各小学校区がそれぞれ参加国を担当し、 E日麦、交流事業

を行った校区ふれあい事業や、約12 ，500人の市民ボランティアの参

加などへと結実していった。

一方、その聞の目党 しし、ア ジアの経済成長や福岡空港の国鮒謀の

充実( 平成 8年10月現在、 24都市へ28路線、週262使) とあいまっ

て、着実にアジ、ア太平洋地域を中心として、交流人口が増加してい

る。 これらを背景に同地域を中心に、外国公館、貿易事務所等が14

館あり、海外の政府機関の立地 も進んでいる。

そして、来年、福岡市にとって初めての本格的な国際 コンベンシ

ヨン 「アジア開発銀行総会J (56カ国 ・地域の大蔵大臣など 3千人が

参加予定) が開催される 。 このように、 二つ目のベク トノレも着実に

成長し、成果をもたらしつつある 。福岡市は、本年 8 月、第 7 次の

基本計画を策定した。 そのサブタイトノレは、「人 ・交流の者11- 共生 t

.f: IJ 造をめざしてJ である 。述べてきた二つのベクトノレをさらに太〈、

たくましく育てていくことになる 。

福岡市は、「くらすJ i働く J i学ぶ」などの市民生活のあらゆる局

面で多本音性を持つ都市であり、また、その ことで発展してきた。今

後は、更に高度な質を持った多止策性を創造して い く必要がある 。 そ

のことに よって、 九リ+ 除体に、より良い機能と 利便性を提供すると

ともに、さらにはアジアとの経済関係も合めた交流人口の増加ぞ図

り、 :;! L'l十倍体にその波及効果をもたら していくことカf福岡市の使命

であろうと考えている 。
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地域活性化へのインパクト

ーキャナルシティ博多-

「福岡の街をもっと楽しくしたしづ、当

社ではこんなことをテーマに、クソレープ事

業の展開を行っています。これは、テーマ

としては大きすぎるけれど、開発事業をや

っていくなかで少しでもそういうことに貢

献できればという思し、からです。

当社の事業用地は、基本的に一等地では

なく、新しく埋め立てた土地であるとか、

都心から中途半端に離れているとか、例え

ば今回のキャナノレシティのように相対的に

沈滞化傾向に あるとか、どちらかといえば

土地自体の立地の利li 値の低いものが主体で

す。その立地ポテンシヤノレの低い土地に建

物を建て、 事業を展開していくことを付加

価値として土地の利用{illi 他を大きく向上さ

せること 、いうならば「立地創造J 一 自ら

開発事業をお こすことによって立地白体を

創り出していく ことーが我々の開発事業で

あるといっていいと思います。

このようなこ とから私たちは、早くから

海外の建築家に目を向け、そのデザインを

大きな差別化戦略としてきました。大きく

分ければ、東部地区での集合住宅開発ネク

サスワー j レド、マイケ J レグレイグス氏の

一連のプロジェク ト展開、そして今1'.:' 1のジ

ョン ジャーデイ氏のデザインチームによ

るキヤナ/ レシティ問多、ということになる

でしょう 。

1991年のネク サスワー j レドは、 国内外を

問わずかなり建築雑誌にも収り上げられ、

レム。ク ーノレハースが日本建築学会費を、

スティ ーブンホー j レとマークーマックは米

国のPA貨を受貸し、この年は建築デザイ

ン界において FUKUOKA JAPANを世界に知

らせること ができました。

また、マイケ l レグレイグス氏のプロジェ

ク 卜も、ハイアットリ ージェンシーやネク

サス百道 レジデンシヤ j レタワ一等、それぞ

れの地区でのランドマークとなっています。

津 田 住 志

キャナルシテ ィ博多

しかし、 一般市民レベj レではやはり、沈

滞ぎみの地域の奥まった場所に こつ然と現

れた全く新 しい街 「キヤナノレシティ陣多」、

このプロジェクトが一番インパク トがあっ

たと思われます。このことは、 一年間の来

場者予測1300万人に対して、開業後半年で

1000万人を越えたと いう集客力がその証明

となるでしょうし、地元前庖jfj から期待さ

れていた地域活性化の起爆インパク トとし

ての役割も果たすことができたと自負 して

し唆す。

この地元商! 日釘もキャナj レシティ開業に

あわせて集客イベン トを行い、 J古舗を改装

する 等、 より魅力ある街へ生まれ変わろう

としています。つまり、街ぐるみで、開発

インパクトをき っかけに人が集まるー街が

魅力的になる一人がさらに集まる、といっ

た 「善循環」を生みだしつつあることにな

り、これがまさに地域活'性化に繁がってい

くと思われます。

また一方、 JR九州でも 、キヤナ l レシティ

を背景にした九州各地から福岡行きのCM

を流 して 、笑1療にこれが他県からの集客に

効果を上げているようです。

もちろんこれ州R九州自体の売上増とい

うだけでなく、各々の地域での宿泊や料飲

等の消賀、またさらに広告やイベントにも

繁がってし 、く、という こと も 「普循環j と

し、えると 考えら れます。

こういう 、福岡 ドームやキャナ j レシティ

博多の開発インパク トを、また、長11時のハ

ウステンボスや宮III*j のシーガイアも好調と

聞いていますし、いい意味で、各々の地域

や企業が各々の事業を進める l十Iで相乗効果

を創り出しえているのが、日本列島の端に

あっても何か気になるとし 、う、 一私たち民

間デイベロ ツパーの台詞でいえば 「立地創

造J しつつある一九州の元気の理由なので

はないでしょうか。
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劇的都市・福岡の秘密

大 野 誠

西日本新聞編集局次長兼地域報道部長

30年ぶりに故郷 ・福岡仁川} ってきた友人が「焼り場の中i外|を歩い

てみたいJ と言 うので案内した。「こ れはすごい。新宿並みのにぎわ

L  、TごねJ 1: ｾｾｴ，ｾ 、ている 。 「 今夜は 少ないほうだよ ｊ 1 : 説明したが、察

するにそれほどに福岡の元気度はfll!tfi llili に比べてズノ f 抜けているこ

とか、 と改めて思う 。

ノf フツレ崩壊後、 '31- t 京をはじめとして 日本列品全体がなんとなく沈

滞している 'l' て二ひとり福岡だけは印刷止界」の雰囲気を醸し出し

ている 。キ'<)J めはたまにやってきた外来者のリップサー ビスと思って

いたとこ ろ、 いやいや、どうもそうではない らしい。オq1尚三氏1I ・

東大名誉教授 ( 西洋史) あたり もよほど玄界灘の魚の うまさと ttV- i多

っ子の人情にはだ、さ れたか「い

ま日本で一番元気がし、いのは福

岡」と雌んに 宣伝するし、 E う

やら これは正兵正銘、 H寺代の追

いJ!ilI.に釆った本物の元気のよさ

と判断してよさそうである 。

それを証明する数字がある 。

市11チョン族。の別天地という兄方をされていた福岡だが、ここ近

年はそのイメ ージが 「ア ジアに |封lヵ、れた拠点者IliliJ へと 変わった。

そのj也爆剤 とな った端的な例が人工海浜地区「 シーサイドも もち 」

や今春オ ープンになった者Ilr悶明日発 「キ ャナノレシティ博多J の登場

である 。

シ ー サイドももちは、 昔 ｌ ｴＮ ｉ ｾ ｔ､ 守号松の 博多 湾を埋め立て て ｕ ｾ ｬ 現し

た近未来都市。プロ野球ダイエーの本拠地 ・福岡ドームをはじめ、

J' t l 35階のホテルを主体とした シーホーク・タウン、高さ 123メート

ノレの福岡タワ ーなど遊びとソフトノ f ークの機能とが複合し て、 しか

も内外の有名建築家のマンションなどが立ち並び、き ながら 外凶の

平成 7年国勢調査の福岡市人口

は128万 人て. ' 5年前の3. 9%増。

春 n市、太宰府市など周辺市IIIT

を合めての稲岡都市圏でみると

2217; 人で、なんと 6.3 %という

仲び率を示している。

111を思わすム ー ドとな って いる 。

週末となると、野球やさまざま

なイベントを楽しむために、九

1+1- 円、匹l匡|、11-
'
匡|地方や幹凶、

台湾などの観光客が引きも切ら

ない。対して中洲に隣接する那

珂) 11沿 いの紡績工場跡地に生ま

れたのがキャナノレシティ F!J 多。

物珍しさもあ って 4 )=1のオ ープ

ン初日に 20万人の入場客伝記録

した この新名所はホテノレ、ショ

福岡市博多区にお目見えした大型複合商業施設の キャナルシティ博多

( 延べ床面積は23万 5 千平方メートル)

ッピンク¥クツレメをはじめ、ノ 、

イテクゲームセンタ 一、 13の|吹同館など のアミューズ、メント機能を

fll!tfi ll mに比べて の際立つた特色と 言 えば帯きであろうか。65歳以

の市齢化率は全国平均14 .8 %であるのに対し福岡は 11 .6%。それ

は九大、福大、西南大など大学-が11(む たを含む) と学生の多い こ

とにも因り、街の活性化にひと役目 っている 。

今年 6 ｆ ｊ 、楠岡空港て Ｗ 巴きたインドえ、シア国 ｾｩＱｾｾ カツレ ー ダ旅客機の

炎上. -i. J [.j'次もはしなくも福岡空沿の発版、凶l深化 を垣間見せるものでー

あった。|官l空港の旅客数は昨年 l .fHHで1，652万人となり 、l 位の羽

問、 2位の成田に次ぎ、あの|刻西岡| 際空港をわずかながら1 } ] 人抜

いて堂々 3位の座を 占めた。 いまや匝l際線li 幹回、 中固などア ジア、

豪州‘ 陀 主 に25路線と広がり、また凶内線 も東京、大阪など基幹路線

だけでなく、ロ ーカノレ掠も増えるいっぽう 。今年 6 月には山形、秋

凹、背森の束北 3 県、次いで 7FJ には北海道のj凶 11からも釆り込ん

できた。脱光宣伝体は一様に「元気な福岡か らやっ てきてほしし、が、

こち らも 楠岡経由で隣国、白湾など外 ｉ ｾ ｅ ｉ に行くのを楽しみにしてい

る」とア ジアの時代の拠点都市 ・楠岡を十分に意識している 。

つい 10年はど前までは札幌と並ぶ i ｾ ｉ Ａ 型 的な 支 Ａ 吉経済者 ｉ ｬｲ ｬ ￮ｊ で

86 建 援 と社会 ・1996. 1 1

j甚能できる 。 それになんといっても超目玉なのが劇団凹季の専用劇

場で、目下、公演'1
1
の 「オ ペラ座の怪人j は来年 1 月半ばまでのロ

ングランカf約束されている 。'98' 1三に完成する博多区の下川端再開発

ヒツレには演劇専用の 「昨多座J iアジア美術館j が生まれるなど、 こ

れまで物足りなカ、った文化的機能 も徐々に充実してきた。

「元気の秘密は何か? J。各地からの経済視察団からよく 1mかれ

る。私の答えは こうだ。①ボーダーレス、国際化の11寺代にあって進

取の気性に富んだ福岡のH制t がやってきた②稼園、中固など成長著

しいアジアと近い ｾ｀ｩｩ ｬ ｴ 的粂 ｩ ｬ ｬ 二 が有利に ￭ｉｄｊｊ いている ③ 東 京 一 事息長 ＧＱ Ｑ か

ら地方分散へ、 H寺代の潮流が変わり、 '1二1央資本だけでなく、近隣各

凶 も相同を意識 し始めたー などである 。

他にも ①空港が地下鉄て弔11心まで 5 - 10分と便利②海、 iJ lの 臼然

に恵まれ、住環境が快適③束通戦争カ激しく、消費者として泣択肢

がl陥広いーなど、いろいろある 。

いま 一番の劇的都市 ・楠岡は「一見のfilli 値があるけん、ぜひ、来

て見んしゃい J 1: 推奨した L、。



晶幽iliiii 晶晶画

第三発展軸( 国際軸) の起点・福岡

一新・全国総合開発計画r21世紀の国土のグランドデザインJと九州一

長谷川裕一

九州経済フォ ラム会長 ・附はせがわ社長

経済の発展は国土軸に沿う、明治以来のキャッチアップの過程で

は太平洋ベノレト地帯( 第一|主|土車Ih) に人口 ・話機能が集中した。

近年においては、東北lMI (第二国土車Ih : 仮称) に移行し仙台都市圏

の人口増加率がトップになった。

また、アジア地域の経済成長は1:1' 国をはじめ二桁の伸びを持続し、

世界の成長センタ ー と位置づけられている 。

福岡市はアジア太平洋博覧会を機にアジアにむけての第三|主|土lliul

( 国際車Ih) の起点を宣言 し、着々と戦略を展開しつつある 。

これには、民聞い呼応しており、| 尊覧会跡地の再開発、アクロス、

地下鉄空港線、空港ピノレ、マリンメッセ等の公:; !J .と投資、福岡ドーム、

シーホーク、百道のテクノリサーチパーク、キャナノレシティ博多、

ヲミネ1112 サイド、西鉄タ ーミナノレ駅、 三越、下川排高開発等の民間投

資も活発で、パフツレ崩噺: &の琴羽生も活気 に満ちている 。

さらには、地方の自立に国家言|恒|が呼応する形ができつつあり、

すなわち 121世記己の国土グランドデザインJ の姿で具f本化されるこ

とにより、本絡的な発展へとつながる期待が待たれている 。

いま、北音li :tω+1は天の時、地の利、人の手nの好僚を迎えた。

i融 Urのl主| 土計画てやは、従来の延長続Uニの発想をすで「これまでの

金品笥十iilll の単なる継続ではない、新しし、理念に基ずいた国土計@I の

策定が必要である」し 1994年 6月の国土器fi 会において提言がな

され、 21世紀の時代認識を次の三つに示した。

これからの50年一 一

1. :tl!!. JJ 阿崎町千℃

2. 人口減少 ・高齢イりl寺代

3. 高度情報イり時代

・地球11制t

中匡| 、アセアン等の急速な経済発展により、遠からず東アジアの

経済恕リ:英は我が国を大きく上回るであろう、これ仁よりアジア発着

の人 ・物の動きが世界の過半を占めるとともに、我が固との交流も

罪組fE的に拡大すると思われる 。

・高度情報イりl制七

国際社会のボーダレスイヒlこともない、経済活動の分野でも国を越

えた地域間競争が一層の厳しさを増す一方で、我が固においても園

内にとどまらず、広〈世界を舞台に活動の場を求めて飛躍する人 ・

企業が増加の一途をたどり、最適な環境を求めて国を選択するい、

う傾向がより強まる状況カ苛1定される 。

全凶総合開発計画の今 日的 意義 ｈ 釘 ｾ ｉｊ に ついても、国土開発理念

の変化にともない、開発干見点の重点諜題のなかでも、まず、 これか

らの国土づくりにおいては、園内的平 ｾＱ ＲＺにとどまらず、地球的ネＺｬ￹ＲＺ

が求められており、我が函の発展のみを目指すのみでなく、地球環

境問題を踏まえた上で、特にアジアとの交流 ・述携を通じて一世界と

の当住主に資する国土づくりを行うことが重要であると位置づけられ、

アジア|時代を明確に捉え我カ程!の 儲IJ と対応を l明示している 。

このような背景の中て二第三発展軸( 国際事Ih) の起点柿想、をいち

はやく打ち出した福岡市の決断は詞輔される であろう 。

この国際平Ihの特徴は、従来の経済一辺倒型 t は異なり、アジア文化

賞、アジア映画祭、アジア 美 事府官官、アジ、アマンス、 ｼ 玉 ｼ 立アジアＺｩ ｌｾ Ｋｉ

博物館、アジア各省11市との友好者1I市、民間友好団体、アジア諸大学

との友好大学、共同研究等、新しい 「全総」が目指す文化的アイデ

ンティティが先行していることである 。

国際刺lのゲー トウェイとして 241時間型国際空港の建設運動も根

気良〈続けられ、官 ・民あげてその機運も高まりつつあり、港湾施

設についても、国際競争力の強化とあわせて、地域のみならず国家

的戦略の視点からも早期希工カ味められてし、る 。

新しい「全総」のもう 一つの特識は 「生活の豊かさと自然環境の

盟かさが両立する世界に聞かれた活力ある国土の梢築j を掲げ、第

一国土車d構想、から首都機能移転を含む複数の国土*111 Ｈ匹 ｉ ｾｩｬｬ ｩＩを示し

た。九州Ili 北東国土車Ihを除・〈全ての国土軸の起点となり、更なる発

展への相乗効果カ明] 待される 。

- 西日本匡|土llilh ( 仮称) 川、わゆ る第一国土車Ih とその周辺地域

・日本海国土l ] i lh ( 仮称) : 九州|北部から北海道の 円本j刷J ! IJ

- 太平洋国土lli lh ( 仮称、) : れ1
1
細から川+1中南部、四回、紀行時品、 rll

音IHこ苦IJ る。

新しい 「全総J ，こおける主要計@i ) l 調理に対応するための重点f. * 題

としては、国際交1す嘩盤の整備 ・折民主仁ともなうゲー トワエイとし

ての、空港 ・港湾等の整備促進、アクセス網 ( 罰規格幹線道路 ・高

速鉄道等) の寸本的整備、ソフ 卜面 の 世 界 側E化をすすめ、 トータ

ノレな面てや海外へのアクセシビリティを引制呆する 。 とされており、九

州各県との連携はもちろんのこしわけても福岡のリーダーシツプ

ヵワ切符される 。

九州‘ | は潜在力をもちながらも、域内交通体系が長らく未整備であ

ったがために、域内経; 斉の相釆効果が待られず、 人材に ついても大

都市への流出が続いてきたが、高速道の整備、高速鉄道の着工等 に

より域内経済の更なる活性化が計られるであろう。

また、川+1に国際競争力のある魅力ある都市の誕生カ溜まれるが、

その可能性の第ーは福岡であろう、中枢都市広島との連携も深め 21

世紀へむかつて、新い、「全総J の理念実現の最右翼は福岡 ・北部

九州、|ではある 。魅力それは、アジアと博多屋台。
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九州の元気

一- 径三主主主色三ヨー-

大きな一 つのテ ーマをもって特集計編集することは、皆が共通の

ユートピアぞ多7みたり、大きな物語をつ くりあげるようなものであ

る。 lJ.l1: E、建築営はじめ、様々な分野においてこのことに疑1::1が抱

力 、 ｾＧｌている 。

この企画では円以+1の 元安U をとりあげることにしたが、最初の

編集会議の討言命から、「元気 」に対する編集委員の立見が微妙に差

異を生じていたので、色々な元気 が集まることを期待していた。

がしかし、結果的には :M ト| の祈同一極集中の元気版の感は否めな

い編集とな った。福岡の委員τ 桃成された編集会誌で、 しかも lLJ' トl

全体の地主主バランスをとるようなことはしな い方針が合なされてい

たので当然の結果かもしれな L 、。

九州|には南北問題、東西問題がある 。 i 'i' がlllUBWもある 。 それを釆

り越えた企画でありたいということで 「赤 L 、色j や「自然J が利 lみ

込まれている 。 九州、|の特集は今後も 何 らかのかたちで拠私される こ

とが刊] 総とな っていたので、おおらかな: tJL点でこの特集をお読みT貝

きたいもので。ある 。

外古1I か ら見て毛匙在、福岡が元気であるのは:oF ; A である 。 そして、

九州がJ l : 気であるのは歴史である 。 内部で、それを意識しないのが

1ω+1の 元気 なのであろう 。 ( . 桂記)

士ｉＺ ｚ ｪＺｾ ｟ 七、 ｪ 中縦 を含め九 州 、 ｼ 各地を姐り人・その地方の文化 ・ 風習に

ｮｾ ， 会うことが多 ｌ 、 。 そこには感動、 ｈ 奇として ｾ Ｚ ｬｾ きがある 。 文 化 なの

か ｪ 風習かは月 Ｇ Ｑ として「元 安 ｕ でなければ ｾ ｉ Ｇ ｉ 手ができな いこともある 。

数年前のこと、 沖縦か ら空路30分の宮古島へ設計の打合せて‘ 出 張

の折、 地元の人々との懇親の場、 当然その場にはI闘がつきものとな

る。 i 'i' 縦のi酉といえばキツ ー イi卸在( 年代物をク ースという) であ

る。 ここ宮古烏て‘ の飲み方、驚くことにまわし飲みのイッキ飲みと

いった共合である 。地元の人はこれを「おとおりい、い、入力主集

まれば必ずこの「おとおり J になる 。

飲みブ1を説u月すると、まずA グループの長が挨拶して飲む、つぎ

にA 1 が自己紹介をして飲む、その後A 2 、 A 3 と)1闘に回る、

当然その者11度会員て司針不する、そしてつぎは B グ ループい、うよう

に、最低で‘ もその集まりの人数の倍は飲む羽目になる 。

地元の人の「元安U さもさることながら、つきあわされる方もよ

ほど「元女U でないとついていけないとつくづく痛感させられた次

第である 。 (ぢZ Z己)

赤であるから元気なのである 。 1ω 。|、|が元気とすれば赤が多いはず

であり、また、赤が多 いか らj ω+1が元気 なのダー ーー ということにな

った。短絡的ではあるが考 λ てみると 当たっ ているようでもある 。

自然界の赤は火山であろう 。 阿蘇、桜島、芸flll は赤〈燃えて元気

である 。花の色も南に L 、くほど赤が多 L 、。

人工 物では J ｒ ＺＺｉ ｌｾ トｼが 目をヲ Ｑ < 。 赤〈飾った特急のみならず、 j品切J

ｾ ｉｉ ｉ ｉ ｉ も赤 一 色である 。 ｊ Rl ω' 1、|のパスも赤一色が多い、赤をもとめ

て J R博多駅を歩〈、なんと赤の多いことか、 1231多名 物「めんたい」

の看板も自につくが、駅のホーム の 案内板 も赤と元気力丸、い。

多分i J i ; ¥、物をもとめる ; 場、赤いものを自然にゆるす土壌 い 、うもの

があるのTごろう 。

カラ元気てーなく、本当に元気な九州、|て‘ ありたいものだ

博多駅を歩きながらふとそう思った。 ( 重松記)
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『 怒ｩＺＺｾの＼＼ｬＡ ［Ｎｊ

一、1昨代のi和l 荒 れ 狂 い

1;'{，;:き j裂 に ず7ちたる

歴史も若し ー|・祈余年

理想かさa せる 姿 な れ

広 Ａ ｾ Ｚｪ 大 ，、 洲本育会ヨ ッ ト書 ＱＱ 第 二 ｬＧｩ ｬ ｬＡ ｦｾ

二 、1:01の栄C' ! I)) タベｾＡＧ，ｆＮき

玄界法f! の木業; l I1

そ の 人 生 を 疾 駆 す る

吾等 怒応の人生ぞ、

聞 け 縦 き を 怒 治 の 訓 を 熱とＩｾｾ Ｎ気との荒 Ｑ 皮ぞ‘

おおお怒滋怒 ｩ Ｚ Ｚｾｩ 怒 ｋ Ｎｾｾ おおお怒政怒 ｲＮＮ Ｚｩ 怨 Ｈｏ Ｎｾｾ

学 生時代、逆巻〈日E峡を我が人生にダブらせ、ノドの潰れるまで、

Il JI・ぶように l唄ったi知l夫がそこに縦たわ っている 。

太 i!i の昔より変わらね偏凶}l¥と対鳥海流は、大陸の文明と文化を迎

びつづけ、今なお) 膨大な物 ・甘将匝をこのil 事I!対圭由で往来して L、る 。

「玄持法iり こ そ九州のエオ、ノレギーである 。 ( . 杉本記)

元気 とは「天地問に広がり 、i i 物生成の線本主なる 気 力」。

九州のど真ん中に 11;可蘇J . LJ 、北には宗像神社、それらを結ぶ南北駒h

上の北端に i ' i ' の，句。東 の'I'二佐市と I国の武雄市を結ぶ東西車111、及びそ

れらを対角線 t する四辺形の各奇札t の地 域tこ「や| 弛石 に う ご う L 、

し)J と11乎ばれる泣跡が点在している 。 1300年前のもので域壁状に

2000{鹿|も の切石力主和まれたり、山を囲んで 2kmも統L 、たり、用途は

解明されていな t 、。 肝I蘇山は「火のやI'J、irl
'
のねは「水のやI' J 、陰陥五

行説もからみ、広大な地域を結ぶ古代史のロマンカサ凶、|生成の気力

のi J j ;¥な のでは。 (室}I I記)

初岡から宮崎へ飛行機で向かう ｈ 寺、 ｈ 百れていれば 芸 ｦ ｊｬ ｉ ｾ 住民岳、 Ｑ Ｑ￬ｩ｛

隊 Ll J、そして桜島の煙が同じ方向にたなびくさまぞ l挑める ことがで

きる 。橋本主制型が南米訪問の折、世界 3大様布のひ t つであるイグ

アスの流を見てその国の底力と将米性を諾ったように、私も 3 つの

火山の"1'(煙 を 見 て 九HIの大きなエオ、ノレギーを底に感じるこ t がある 。

また、周知のように九州は、そのI也辺! 的優イ立性から * ア ジアや欧

州 と古くより交流を行ってきた。鎖国の1時イそ; においてもI f 崎 ・出. focd

や1ω +1西南諸務を窓口にした交必がありこれらの地は、海外情報オ、

ツ 卜ワー クの拠点 とな った。

これか らの f::l ω+1の元タリを考えれば、それは上に述べた九州|の

自然 ・地理 ・歴史等の持つポテンシヤノレぞ生かして稲岡 ・北九州を

はじめＺＺｉ ｌｾ Ｋｉ 諸者 ＱＱ 市が 、アジアのオ、ッ 卜ワー ク拠点都市群としてさら

にどう し 、う役￮Ｑｩ ｊ ｉ ｾ 来たしていくカ」ーーにかかっているようにｉ￟ ｉ ，う 。

今回の Ｑ ｾＫ 附 ー集は、 Ｗ ω ＫＱ ( 持に福岡) で活脱されている各界の人

迷に 「九州の 元安U の一端を内なる |肢から諮ってもらった。次固ま

た数ゴ手後7ω |、|特集そするとすれば、東京 ・大 阪fごけでなくアジア i諸

国の人達も加えて 1凶 '1):)' 外の外なる l肢からみた「九州‘ |の元気 ?J を

3苔ってもらえたらと考えている 。 ( 森吉己)



撮影 : 樋口尚俊

りんくうゲートタワービルオヒネ東

設 計 監 理 ゲートタワーピル日建 ・安 井 設 計 共 同 企 業 体

施 工 大 林 ・竹 中 ・鹿 島 ・シヤー ル ・奥 村 ・鴻 池 ・戸 田

長 谷 工 ・浅 沼 ・村本 ・大 末 ・森 本 ・南 海 辰村 J V

りんくうエルガビルディング

設 計 監理 日建 設 計

施 工 大 林 ・竹 中 ・浸 沼 ・奥 村 ・鴻 池 ・銭 高 J V

りんくう国際物流センター

設 計 監 理 日建 設 計

施 工 大 林 ・鹿 島 ・前 田 建 設 工 業 ・ 浸 沼 J V



都市機能とアメニティが支えるまち

りんくうタウン

“ りんくうタワン" は、わが国初の2411寺11.¥1空港である関西凶際空

港の対岸に位置しており、空港と地域がともに繁栄することを目指

し| 剥西国際空港と寸木 t なって計画されたまちである 。

大阪市内から大阪湾岸沿いに約35km南下した泉佐野市、田尻町、

泉南司7にまたがる約320ha の蜘也は、空 ・海 ・幽各ともに絶虫干のア

クセス制111 えてし、る 。 この地に大腕舟は空港支援や物剤色設を含む

数々の施設強制ilを計画した。者11市織能を !;i :宇紛d直路で結ばれる 9 つの

ゾーンに分けて、商業 ・業務、流通 ・製造 ・加工、空港関連産業、

住宅凶述、工場団地の 5 ソずーンぞ rll 心 に、約 7kmにわたって広がる

海岸線にタ FIの見える丘や白砂背松の美 しい公園 ・存お也を配し、環

境 ι やさしいまちづくりが進んでいる。

なかでも、 りんくうタウンの 11-
1
核である「商業業務ゾーン」では、

人、モノ、情報の国際的な交流拠点の形成を目指 して「パシフイツ

クシティ j のコンセプ卜のもと、外国政府機| 央lや海外企業の誘致が

杭極的に進められており、本年10月から 11月に かけて 「りんくうゲ

ー トタワ ー ビノレ北f束Ji りんくうエノレ万、ビノレディングJi りんくう凶際

l伽束センタ ー」がつまつぎと附業した。

l街のランドマーク

. りんくうゲートタワービル北棟 商業業務ソε ーンの中心部「りんくう

タウン ｀ｾｊ 北側に立地 し、インテリジ、エン卜機能制耐え、凶| 僚会議

場からホテノレ、オフィスやフィッ 卜え、スクラブなどを取り込んだ次

代にふさわしい複合ビノレとして、空を突くその姿 とともに、 りんく

うタウンのシンボノレとなり、ランドマークとなっている 。西 日本一

の市さを誇る 256mの このヒツレの: l i LUf皆スカイレス トランからは、

関西国際空港はもとより、大阪湾、六甲の山並みを遠望て。き、その

広大な眺めが楽しめる 。

Ni 最長 *:J 1. iN彦

りんくうタウンのランドマーク「りんくうゲートタワービル北棟j
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l機能と景観のバランス

i21世紀の衡を支えるインフラ J ! : いう基本コンセプ卜のもと、

りんくうタウンでは、空r-l!' 支援都1 ' 11 1 : しての機能、玄1!k1:{111市として

の景義弘それらを地域と. i . i l l 携させる システマティックなインフラ整

備を: t ( 副主している 。

. 共同溝システム 水道官、カ、、ス官、屯カケ ーブル、 fU話ケーブル、

地域刷 ｬ 麦房管、廃棄物愉ｾ官 、 Ｎｭ 宇 ｉｾ 通 信ケ ー ブルなどをまとめて 地

下に型設し、 「共同市r，Jイヒした。 これによ って、クリアなう: は比をかL'I'I

するだけでなく、効率的で安定した官同合処理システムでこのまちを

支えている 。

・1也域冷暖房システム 商業業務ゾーン全域に導入されたi J 也城冷

|暖房システムJ は、安全さとクリ ーンさに加え、 エオ、ノレギーの有効

利)I:Jを|玄|るものである 。

. 下水処理システム 全域において、汚水や雨水の排水を円Hj' に処

却する下水道整備を実施した。 l人l陸部の雨水排水についても地域と

述携し、ポンプ場などの胞設整備を行っている 。

lオフィスビ、j レとエネルギー・情報施設の共存

. りんくうエルガビルディング インテリジ、エン卜オフィスのほか、地

域冷暖房そ官場合するエオ、ノレギープラン 卜や高度情報システム ぞ支え

る' ! ) ' f 報センタ ーを備えている 。

l高まる F A Z 機能

. りんくう国際物流センター F A Z  (i ft命入促進地域) の rll 核純設とし

て、 24時間空港をフノレサポー卜する物責ソごーンの Itl
1包機能を杭築す

るとともに、 F A Z機能を日める総制'- m見地域に指定されて， ' 6。
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りんくうゲートタワービj レ北棟

設計

ゲートタワービル日建・安井設計共同企業体

わが国で、初めての24時間運用の関西国際空港が開港して、 2年余

りが経過した。国際化、 情報化のn制七にあ って、新空港は|長JjJEj のみ

ならず、今や H本の新しし、空の玄|共! として期待を上回る役割を果た

しており、その社会的、五百斉的波及効栄は計り知 lれないものがある 。

この新空港の対岸に位置する 地域では、「りんくうタウン」の新し

い往トブくりが始ま っている 。「交流とハイアメニティ j を基本 コンセ

プ 卜に、 n7 . j 丈の新しい玄関口にふさわしい、 21- 1且紀の街となる こ と

カワ切符されている 。

りんくうゲートタワ ーピノレ北棟は、 りんくう タワンのシンボノレ t

なる "，核施設として計画されたもので、新空港への鉄道、道路をは

さむ 2 つの2民地に迎え合うように言I-ji ]ilされた、超高層ツインピノレの

第 1JU] 工事として建設されたものである 。

このヒツレは、周辺の街づくりのリ ーダー としても位置づけ られ、

また、 H;i. 外をはじめとして、たくさんのお存様をお迎えするにふさ

わしい、ウエノレカムゲート の役目をよIU: すこと、さらには新空港か

ら、また述〈大阪や和歌山方面か らも村 徴ある、新し いランドマ ー

クとなる ことカQUJ 侍された。

l建築計画

. 天を貫 く3段矯 成の外観フォルム ビノレの外観は施設内容か ら、大

きく低用、高層、超高層の 3尉 l械 と な っている 。つ まり ¢国際会

議場、宴会場、フィットネスクラフーなどの大きな空間が必要な低層

部、 ② オフィススペ ー スとしての日用部、 ｀Ｇ［Ｚ ｾ ｊ 率 のよい、やや 小 さ

なスパ ンが必要なホテル客室やスカイレストランが入る超高層部、

によ って桃成されてし、る 。外壁の材料も、低) ( 伸1)はど っ しりと安定

感のある花j ) i ij 石を、高層部はハイテ ク技 術のアノレミス ーパーハニカ

ムパオ、ノレを、 そして超高層部は夜も光カ主言'I ¥} やかな方、ラスを多用し、

それぞれの施設内零をイメ ージするにふさわしいも のを採用した。

これ らにより、: tl . ! ! J : : : 56階、 256m、多機能な複令施設の超高層ビノレ

として日さをより強調し、特徴ある外観ぞ表現する ことにな った0

. 眺望優先のオフィスプラン オフィス| 併の平面計画は、眺望を最大

|浪に活かせるよう ffffi 行型のプランとし、コ ーナー ウインドワのある

|切るいオープンオフィスとした。O A床+ 2 . 7mの天井布、自然光の

入る lリ1るい トイレ、 眺 めのよいリフレッシュスペース、フ ロア 4 分

筈IJ イ閏月 l佐野J司など、アメ ニティの日 L 、オフィスとなるよう心がけた0

・ 「和今洋彩」のホテルインテリア インターナショナノレてゃありなが

ら日本らしさもさりげなく感じ られる rn本の玄関」にふさわしい

高品位なホテノレ空聞をめざし、 「相|今洋彩J をデザインコンセプトに

華やぎとく つろぎ、 i光線と品格を備えたインテリア空間とした。

. ハイグレードなサポート機能をもっコンベンション施設 4 カ国同時

通訳設備を備えた国際会議場のほか、大小10室の会議室をもち、ホ

テノレや宴会場、レストランとの機能的な必携によ って大ガ訪英なコン

ベンションのI;m催も可能である 。内装は木、 クロス、カ ーペッ トを

とー体に、ナチュラノレて、落ち着いた空間となるよう心がけた。
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- りんくうゲー トタワービル北椅i

- ホテル概要

・布:1;: (総 数361宅)

シンクツレ/. 1091;:

ツイン/ 162"i'i ( ハンディキ

ヤツプノレー ム 1 :茶、

ヰ1I 't: 1五)

ダフツレ/ 82f.:

ジュ ニアスイ ート / 4宅

スイ ー ト/ 2宅

. レストラン

52断、 53断、 54昨?に

!版盟 レストラン

・安全.tlJ j

4 昨?に大、rJ l、小五 会J Ci

3断に小宴会場

・ブラ 4 ダJ ν

3附にチャペル、判断

所 イt j也 大岡下. f JiH怨 刊1りんくう { U任

ｾ ｴｬ 番

ヒ.W川j企 Ｇ ｉ ｬ 務所 ・ ホテノレ ・ 同 ｾＡｩｾ 会 ￭ ｗ 品 ・

スポーツ胞:jt - クリ ニ ック

ill 築 ヒ りん〈うゲー トタワ ービノレイ閥

次';11' .¥:紅J1ll ゲ ー トタワ ーピ ノレ ｉｉ ｊ述 ・ Ｇム ｾ Ｉ ｉ Ｇ

政 ｾ ｉ 決 間企 業 体

胞 [  大林・竹中 ' }A ，r.: j ・:ノヤーノレ ・

氏!，H . 泌池 ・J I川・ 長谷 仁・

ｩ 長 引 ・ ， ＱＭＱ フ ド ・ 大 ボ ・ Ｑ 草 木 ・ ｉ ｾ ［ｪ

￬ｬ 正辰 十回 全 Ｑ 百 ｊ ｾ 企業体

仁 JUJ 1992'. f- 8  Jl 281l 

- 1996i f  8  n  27H  

脳 同日也区 商業 ｉ 也 被 、 防火 地 区、 地 区 ｾ ｉ 州、

りん〈ヲタウンｩＱｩ ￮ Ｑ｢従ｾ先ソず ー

ン 一 存続当 ｾＶＰＰＥ 、 ｩｬｬ ぺい率

。%( 面I火建築物等100%)

!)jj(j 也l耐11 16. 870 .09m'  

ill 築I岡村1 14，100. l l m'  

延府 1ii W 118.046. 88m'  

Ｑ ，［ＧＺｲＺＧ Ｚ ｪ ｪ Ｚ ＧＺ ｪｾ＠ G  L + 256 m 

(G L = O P+ 5.0m)  

法司邸丹市 4. lI n、 3.5m 

ｾｉｙ ｩ 泣 ｊ［ｩｬＮ ｦ 共 S 造 ・S RC造 (一部 R C 造)、

B 2、 56 F

ホテル階

n皆



U: オイノレレス t し、モーノレド機器を採用している 。

. 二次側配電電圧 特高変圧器で22kV か ら415V に降JT し、 主 た

る到j力へは 34>3 W415 V て1共給。屯灯 ・コンセントについては 14>3

ｗＲＱＰ Ｍ ＱＰＵｖ 、小口語力力Ｉ下 ｬ とし て Ｓ φＳｗ Ｒ ＱＰｖ てＮも Ｑｾ Ａ 司令している 。

りんくうタウン地域では地域冷暖房供給 ( DHC) が行われてお

り、本計画においても空調 ・給湯製材原として受 け入れを行っている 。

D H C か らのOM合烈螺は、冷水 ・温水 ・蒸気の 3担知であり、冷水 -

ｩ 見水は空 ｲｊｾｊ 鮒原、蒸気は給湯 ・ 加 ｬ ￬ 毘絞り原として利 ＩＧｉ Ｚｊ して ｌＧ Q  0  

l熱源計画

架構図
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1

1

1

5
造日

256 m 

ε司

門
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. OHC 受け入れの方式 256111の超出用への DH C 受 け入れにつ

いては、①配管系圧力の安定化、｀ｉｾｾ送 ｦｦｩＩｊ 力の低肱 ③ 往還 ｩｬ､ｬ 度 差

の保持、 ④適正な用途系統区分に重点をおいて計ITIJIした。

具体的には、受け入れ Ｖ ＱＴ Ｘ 系統として低 ｽＨｾＧＨｂＲＭＷＱ 情Ｉ、日用Ｈ 8  

- 271f皆) 、超高層 ( 28- 56階) の 3系統とし、 DHC 1=1然上訂木頭{ 沌

固である低層系統はブリ ー ドイン方式、日 ｪ 将 ・ 超 ｾＧＺｪｊ 荷系統は熱交換

総による間接受け入れ方式により 二次イJ! I J i 昔日各の新1:U:Jイヒを阿った。

蒸気は、受け入れ圧力 8 Kから 2. 5Kに減圧供給し給湯川1熱iJ J;'[と

するとともに、間桜蒸気発生器により 1 K力11温蒸気ぞ発生してし、る 0

. 二次側配管系 二次側配管系は全系統 4管官場合方式とし、多flij 主

にわたる負荷変動への対策とした。

超高層建物であるため、 l  階防災センターに設置した防災11:的見躍

を ｬｩ 川 、とし、火災党知か ら ｾｉｍｦ 誘導までの 迅速性、確 実性の 確保守

目的とした総合防災システムを計四した。

. 火災早期発見、出火点確認の也主化 感知| 終にアナログ式煙感知|

i告を採用し、設置場所の用途に応じて感度設定を行い訣搬をへらす

t ともに、基準階オフィスにおいては錠管迎システムと連動して、

不在H寺は感度レベノレを高感度に変更できるシステムとした。

また、 ｼ 坊災要員カ市複実に感知総発判場所へ至 ｉ ｊ 許するため、 ｾｉ ｾ Ｎ＿ ［ ｩ［ 用

エレベーター内にファイヤーガイドノ叶、ノレ( ，' 1'1火附表示) 、及び非常

mエレベーター付室にコミュニケーションノ叶、ノレ( ，' 1'1火位置表示)

を設置し、消火活封皮援システムを充実した。

. 避難誘導 非常放送を火災レベノレと述動させて自動放送を行うこ

とにより、遊離誘導放送の均一イヒを図った。 また、 2 カ凶語 ( FI :<j丈

需? と英語) てゆ放送を行うシステムと した。

l防災設備計画

250mを越えるピノレであるとともに、| 臨海地という立地粂件から、

耐震設計もさることながら耐風設計に重点を置いた構造計|百! とした。

高さ / 1陥比が大 きいため、台風! 侍や地震時に水平力を受けると柱

の)lill l11
1
1縮による曲げ変形が大きくなる ことから、架柄の水平岡Itl 生お

よびねじれ! 日iJl tl 企をどのように高めるかが最大の課題であった。

. 架構計画 短辺方向 lはiム、高屑階カかもらの』柱主.11判軸|ドliul刑油H山l力を 1叩Ol i階皆および2幻7階の

卜ラス F階皆( 設愉附li階F階皆) ( にこよつて外問柱に伝達させることにより札、

モ一メン卜に声失対‘ '1するア一ムを広〈とるとともに、 1階か ら27階まで

の柱を ｓ ｒｃ として柱 の ｩｬｩｬｨ 方向問 ｉｴｬ 生を高くし、 ｼ出 げ変 Ｉ ｉ ｾ が 小さくな

るような梨術計@Iとした。長辺方向は 101椅および27陥の設備|惰を ト

ラス階とする大梨柿言一|固としている 。ねじれ方向については、プレ

ース営妻商等の外周に配する ことにより、岡It 性を確保した。28階以

上の超日層部に つL、ては、短辺方|台lをi耐震性を斤]L 、たラーメン構造、

長辺方向をベアリングワオ ーノレ構造と した。

Ｎ 基礎概宣 建設地 ｌｴｾ 旦立地盤であるが、建物の基礎底は 旧 ￬ Ｑｲ ｪ 底よ

り深いレベノレに位置し、 このレベソレ以深は大阪府群と呼ばれる洪私

用てか出! 刻旬、堅固な地盤である 。 しかし、この建物は組:: ilill l力が大き

くまた、市さ / 1陥比 も大きいため、 G L 一70111付近の砂質土用を

持用とする杭基礎として L、る 。杭は最大径、 i11111部 25004>、拡底苦114000

φ の場所判4 ちコンクリ ー ト拡底杭とした。

. 帝制lリl片f娠辰装置 台風や季節j風武による J嬬岳れや地震のf後麦J指需

り小さ〈し、居住性を良くするため、 55階の両立; 揃Il にアクティフ'jli lJ

振装置を 2 台設置している 。

l構造計画

オフィス階は火災レベソレと連動させ: i ! 践HをlIJ) けるため，共用音I1の

照明が消されていても強制的に点灯lli lHJ ] I を行う 。

ヘリ コプタ ーの緊急、離発着場からの防災活動拠点として、 56階に

防F U討盟主室を設置し、 1 階防災センター内の監視盤と同等の機能

を有した副 C R T を設置し、火災状況が把躍て3 るようにしている 。

さらに、ヒツレの中央部にあたる 27階にも副 C R T を設置し、救助活

動fI寺に利用て3 るようにして L ' Q。
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i受変電・配電計画

りんくうタウン地域での電力供給は、地域内のエオ、ノレギーセ ンタ

ーから、共同溝により各建物に供給されてし、る 。

. 信頼性の高い電源供給 B 2 階、 10階、 27階仁特高電気室を分散

配置し、各電安直 へ B 2 階て冴l岐した 22kV 3 回線スポットオ、ッ 卜

ワーク方式で配電し、信頼性の高い電源供給方式とした。主要機器



りんくうゲートタワービjレ北棟

施工

大林・竹中・鹿島・シャー1レ・奥村・鴻池・戸田・長谷工・浅沼・村本・大末・森本・南海辰村共同企業体

l工事工程

関西国際空港の対岸に位置するりんくうタウン埋立地内の建設工

事てあり、着工当初は道路、電気* などの生活基盤カf整備されて

ない ｉ Ｚ ｉ ｾ でのスタ ー卜 だった 。 着工よ り Ｑ 年 Ｗ カ月の 一 長期にわたり、

海上輸送による通勤、及び資材の搬入を余儀なくされた。空港の開

港、高速道路 ・りんくうタウン駅の開業等、固まぐる しく周辺環境

が変化していった。掘削工事、地下躯休完了、鉄骨建方完了、外装

パオ、ノレ取り 付け完了に 「マイ ノレス トー ンJ を設定 し、 工事密度の平

均化を計り、工事長の多い高層部を先行し、その後外周低層部を施

工する計画 t した。内装工事工程はタクト工程で管理した。

l総合仮設計画

仮設計画を図 1 に示す。図 2 、 3 のように、超高層部にタワ ーク

レーン J C C- 400Hを 2 基、高層部にタワ ークレ ーンJ CC- 200H

を2基設置し、鉄骨工事、外装カ ーテンウオ ーノレ取 り付けを主体と

した揚重機とした。: t t 1! . . _ 上の荷捌き機としてはクロ ーラクレーン100t

2機を主体とした。
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P  I 駐車場

彊殺用地

{ 邑眉外部持組足場

図 1 仮設計画

平成 6 年 4 月10日撮影

l工事計画

五主上部の南側と西側がオーノ f ーノ、ングした建物てや、高居『部は、 11

階から 261街までが事務所基準階、 28階から 49階までがホテノレ基準|街

である 。事務所基準階は外間部にプレースが設置され、ク ロススト

ラクチャ ーを形成している 。

ｊｋｴｾの［［Ｚ矧 Ｑ を排除し、安全に施工するため、各工事言 ｉ Ｍ ｪｪＡ ｪ を立案した 。

1) 南側1主上音11が4. 5mオーノ f ーハング しており、下昔I1には高速道

路オフランプ、 りんくう タワン駅舎があるため オーバーハング部作

業用大型足場を先行設置 し、 鉄骨、 コンクリ ー 卜、外部パオ、ノレ取り

付 け作業を行った。 その結果、安全かつ能率の良い作業ができた。

2) 当建物の 27階まで、外周及び各 コーナーに鉄骨 ( H形鋼) のプ

レースが配置されている 。建方H寺、本締め|時に使用できる大型連用

足場を設置し、建方の前にクライミングを繰り返す こと で外周養生

の徹底 υ柿 H作業の危険性を排除した。連用足場により札、安全ててで、守、

つ精度の高い作業業-カがfてでβ3きた。

3) 外装は下部が GPE カーテ ンウオーノレ、高層部がスーノf ーハニカ

ベデス トリアンデッキ残り

瞬機

アワークレーン タワ- 7レーン

J CC- 400H J CC-400H 

平成 6 年10月24日撮影 図 2 着工後24カ月



ムカ ーテンウオーノレてや構成されており 、当初より j誌による作業能率

の低減が危倶された。 このため下記の 3点てヲ万し い試みを行った結

果、風による工程の遅延を防止てきた。

a) 旋回規制装置の採用/ 吊り荷の回転を人為的に停止させるの

は非常に危険であり、また停止するまでのH寺問的ロスをなくすため、

在来の装置ではなく、技術研究月向。開発中てあったジ、ヤイロ式の旋

回規制装置「ジ、ャピタス J を採用した。

b) 吊り治具の製作/ 吊り荷の重量に左右されず、かつ外周養生

え、ッ卜に l明りフ ックが接触せず、上記の旋回規制装置カサ; 且み込めて

なお吊り能力以内に収まるような吊り治具を製作した。

c) 移動台車の製作/ カーテンワオーノレカf 2. 8mx 6.2m ! :大型

のため、場内ストックの状況により工程に大きな影響を及ぼすこと

が懸念された。 このため工場出荷H寺か ら使用で き、かっその まま パ

オ、ノレを揚重できる移動台車を製作した。

4) 高層の建物ては作業員、イ: L仁材キ|等の揚重を? 円滑・に進めなけれ

ば、工程の管理さえもて3 ない。1般送システム 制 llill し、 H 皆てやコ

ン トローノレするように立案 した。 また揚重専従チームを構成 し荷下

タワークレーン

J CC- 200H 

図 3 着工後36カ月

恒 股 工 事

" タワ クレーンリフト

枕 ・地 雛 工 事
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仕上工事「外装工事

」 内装工事

段構エ司区

外構工司区

ろ し、 荷 ｴ Ａｊ ｉｊ ｾ ，揚重を一元化したことで|時間的ロスを低減てきた。

フォ ークリフトを主体に荷下ろし、荷捌きを行うようにし、そのた

め、資材の初姿をフォ ークリフトで陽重できるように各業者に指示

を徹底した。

作 業員の ｴ￟ｾ 送用にジ、ヤンプアップ エ レベ ー タを本設のシャ フト内

に設置し、躯休が上告Jiに行くに従L、エ レベータもアップさせて いっ

たため、上部作業床のすぐ近くまで作業員が到達することができた。

l安全管理

「言い訳な しの先取り安全J を合言葉に各工事着手前に作業方法、

作業手順の周知徹底を図り、各作業グループごと に、作業指荷者、

有資格者、監視人を ボードに l明示し、 作業対法、作業行動、安全，帯

の使用状況等の監視制熔 した。職長会を主体にしたノ f トロ ーノレを

頻繁に行い、指摘注意、是正指示、是正碓認を繰り返し行い、災害

発生要因の除去に努めた。

職員、作業員全員の長期にわたる 努力に より、工期 4年間48カ月

(図 4) 、延べ、労依i}J lI寺間銑約460万時間無災害を記録した。

平成 7 年 7 月23日撮影

E E 車掌翠畿二-ーーー回
9i ち上がった りんくうゲート タワーピノレ
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日建設計

空港連絡道路の南側に位置する 「りん くう エノレガビノレディングj

は、 りんくうタウンのエオ、ノレギー ・情報の中枢 施 設 ( 地域冷l暖房施

設 ・変屯所 ・ガスガパナーステー ション ・情報通信施設) と貸オフ

ィス、! 苫街1 i 等で構成される第 1期の施設である。

このプロジ、エク トでは、“ りんくうタワン" の基本 コンセプ卜「交

流とアメ ニティ j を念頭に置き、美しし、都市景観をっくり出す こと、

オフィスピノレと エオ、ノレギー ・情幸助包設が共存しながらアメ ニティの

高いm境を実現 し、両者カヲ司和 した アイデンティティのある外間を

っくり 出すことをテーマ とした。

配置においては、“ りんくうタウン" の都市景観に菌鴫した美い、

椛成となることを意図した。具体的には、 エオ、ノレギー施設をすべて

地下ー部分に設け、空港迅描道路に近い位置に、高さを抑えた 1期オ

フィス椋と地域冷暖房施設のク ーリ ングタワ ーのある低層棟を、そ

して第 2期に予定されて いる高層のオフィス棟を1加也南側に据え、

空港連絡道路を 中心村lにし て、裾野の広がりが感じられる都市景観

となるようにした。

建物の外議見は、風を受けた ヨッ トの“ 帆" をデザインモチーフに

用い、脱却M惑のあるシノレエ ッ 卜とし た。 また、ク ー リングタワ ーの

外装と して用いたグリ ノレは、 5色のカラーリングを施し、波( ウエ

L0  

北

四

号

制

服

オフィス練

区亙囲

クーリングタワー

匡二-

北地区周囲道路

ーフ7 をテーマに、 t桜砂J のような変化のある壁面をつくり ，'1'，すこと

により、“ 夕陽の美しいりんくうタウン" に映え、建物の外観と調和

した立面構成となることをねらった。

りんくうタウン駅と歩道椛で連絡される歩行者テ、、ッキは、街路樹

が立ち並び、見晴らしのJミぃ外音11空間となっている 。今後建設され

る建物のデッキと込続し、 りんくうタウン特有の' 快適な歩行者空間

カワlヲづくられていく こと を期待している。

この歩行者デッキレベソレに建物の玄関、自然光の降り j主くの 3府吹

き抜けのメインエントランスを構えている。当該フ ロアーを人の交

流 ゾーンと位置づけ、階市を十分に確保し、自 l士! な空111] 演出ができ

るようにしており、ショールーム機能を備えたメッセージオフィス、

庖舗を設けてし、る 。

そしてオフィスフロア ーでは、眺望の良い大阪湾に而して奥行き

15mの広がりのあるオフィススペースを、クー リングタワ ー{J!i Jには

遮音壁としてのコアを配することにより、静かでアメニティの日い

オフィス空間が実現されてし、る 。

*  

今後、 この胞設がりんくうタウンの成長と発厳に寄与するととも

に、多くの人々に愛され、親しまれる ことを願って，' 1 . >。

- りんくうエJ レガビルディング

ill 築 主 (仰りんくうエ;i . J レギ一七ンタービルデイング

うタウン駅 (附テレコムりんくう

Jt，-r  ＱＢｬｾ｛ｉ ｬｾ＠ ｮ 姥 ｾｊｴ ｩｦＭ ｴ

施 ＱＺ丸林 ・ 竹中 ・ ￬ｾｭ Ｎ 奥村 ・ 泌池 ・ Ｑｾ ， ＺＧＺｩｊＧｩｬ ，， Ｑ 企業体

'，l!: j( t;Jr.iJ ii! きんでん

機械; 次官iij ダイダン、大気祉、 三機 c陸、きんでん

共同企業体

ｊ 也冷ｉＺ Ｇ ｊ ｾ きんでん、大阪カョスエンジニアリング

所。E j也大阪府創世間りん〈う 11.:*1何

事知山I田千') '1 15， 116m'  

延1;1司附)'1 42. 018m'  

十件迫泌悦 S 、 S RC. R C、

B4 F、10F、Pl

[. JUI 1992-
1
f- II J 1- 1996

1
1' 9  }  1  

判ー ，::i G  L + 42 ，525m 

l，i，::i ，:':i ｾ＠ G  L  +  57 ，07001 

配置図 1/ 2000 際 ， ＺＧｾ＠ 2F5. 501/ 3F5. 2111 

必品卸持4.0111

りんくうエルガビルディング 織 膨 川 元 斉

建築と社会 ・' 996. 11 101 



りんくう工ルガビルディング

施工

大林・竹中・浅沼・奥村・鴻池・銭高共同企業体

l工程計画

「りんくう エノレ方、ピノレディング」は、 |長l凶国際空港の対岸に埋め

立て られた南大阪の新しい街、 りんくうタウンの北地区商業業務 ゾ

ー ンの Ｑ Ｑ Ｚ Ｑ ＪＪ Ｏ Ｑ に、第 一 期工 事 で 低 層棟、第 二 ｾｴｦ ｬ 工 事 で高層棟とし て

計画された。貸事務所 ・j苫舗、情報通信サー ビス、 地域刷暖房施設、

変屯所、ヵースカーパナーステー ション等、多謝亜の複合ヒツレて。、 地下

部分に地冷、変電、方、スカツ f ナ一等の大型機械室 を持っている 。

工事は、 |州国匝|際空港と 同 じく海上ノレート による 施工が義務づけ

られており、資料、工4J了峨わ一氏 作業 員等 はすべて海上よりフェリ 一、

j酬のにてm; vにするため、事前の工程峨討によ って山積された工程が

基本とな っている 。

l地下工事計画

ヒツレの敷地 はi栄さ 7 - 8 mの担立地で、基礎下までG L - 18m と

探〈、土留は め800mmのff li I i /管矢板 2 本を継ぎ、 27- 31mまて羽ー設 し、

i砂1，工法と した。 ジョイン 卜部分 には薬j主主? 行い、thl!l 'PJを行った。

1  ) 建物敷地の] 夜間1;): .、 泉佐野市の雨水排水のための30ml陥の水

路をやむなく |上|海岸線に残して埋 め立てられた土地て" j!: i)J の干満を

有し、 水位の上下カ f土留矢板に J}(姥Fする 状況である 。

2  Ｉ娃 物地 下部分は 地 ｩ 令の樹成 室 で、 ｂ ｈ 皆 Ｍ ｂ Ｑ 階は ｾ ｊ さ ＱＱＮ Ｕ

mの11大抜けて次型機械が入るため、躯休 の水平梁がない構造てある 。

3  ) 地"-1染と 二重スラブのピッ トも、 地冷の氷苔葬1甘えんとして利用

する 。 また、基礎 !ご端の地盤状態は良好で、杭なしベタ基慌て設計

さ ｾ Ｇｴている 。

ι Uニの粂件で、 4 段の切染工法て掘削 を進めた。二七圧 にタl し矢板、

Jlあ盟、水平切染、支住等の変7/ヲは自動集中管理計iJIIJ を行い、次工程

の予測JWi4Ji- を行い、安全倣認して施工に 当たった。

地下室の大空間の対応では、 1、 2 段水平切梁を解体せず B 1 階

102  建築と社会・1996. 11

! 末梁スラブの躯体コンクリ ート を完成させ、 強度確認を行い、 1、

2段の切梁解休を行った。 またベタ基礎で杭がな いため、ディ ープ

ウエノレを場内外に19本打ち込み、各地層の揚7] ' ( によって蝶ぶくれを

防止し、掘削土hlC躯休重量のバランスを碓認し、 地下躯体工事 を

完成させた。

l地上工事計画

:t tll 上部分 li A 、B 2;僚に分かれ、 A 棟は 4 /指床より 26. 5mのク ー

リングタワ ーの大空間が設けられ、 B棟は 2階人工地盤が、 りんく

うタウン駅 とのアプローチて強統され、 2 /f皆ー10階まで貸室てや構成

され、 B 1 階、 1Jf皆は駐車場である 。3 階 まて、、は SR C造、 4 /1皆より

S 造てか、計 5基のタワ ークレーンを設置 し、JU した。

地冷の機械1A!i え付 け工事のため、平成 7 年 7 月31日号|き波 しの仁1
1

ｉ ｬｾｊ ユ コ切が設定され 、施工計画 が 立 て られた 。

Ｚｴ Ｑｊ Ｑｊ Ｚ ｦＮｉ Ｏ ｈ 木工 Ｔ ｊ ｾ ｉｩ 、 ｉ Ｚ ｉｉＯＯｉ ｊ 工 ｊ 引 を 目 標 に 鉄骨の搬入主ＡＡブ完 ￮ｬ ｬｬ ｦｬ 、 その後

の 身 ｉｒ 体コ ンク リ ート エヰ得、 綿 密な 』臼 二 手順叫 ｩｾ に工事を進め、 ｾ Ａ｜ ｲ，

司王鉄骨工事を完了する こ とがでちた。

外装イ土t lf はカ ーテンウオ ーノレの検連窓とタイノレ打込 P C版に よ

って構成され、 1を室 とヒ ーテイングタワ 一部分は二重硝子梢造で辿;

音 と気密性の向上を図った。 またク ー リングタワ ー似IJの外装は、グ

リノレを 5 色のカラ ーによるアノレミ型材 を組み合わせ、許制金l風の美 し

い大型壁面 を構成さ せ、美 い 、外観 を楽 しむ ことがで3 る。

l安全管理

埋立地 に大淵具地下工事を施工す るこ とか ら、「墜落及び樹戒災害

の防止j を重点管迎目標とし、特にヒューマンエ ラーをカバーする

ため、安全設怖 の先行と、安全衛生協議会、 職長会の* 雌殺を フルに

活用 し行喋 員の コ ミュ ニケー ションを/:RIり、安全管理を全員の力で

向上させ、長期間jの工事 制!l. f ; 事竣工さ せ るこ とができた。

揚重機配置図

1/ 1500 



りんくう国際物流センター

鍛影 : JII 元 斉
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日建設計

「りんくう国即物流センタ ー」は関西国際空港周辺地域の F AZ

(輸入促進地域) 推進の中核施設であり、 りんくうタウン流通 ・製

造 ・加工ゾーンの先導附鑓怜担う西日木最大掛莫の複官物j却泡設

である 。建物は、輸入航空貨物のデポ、共同上屋、物流関連企業の

りんくうタウンへの進出を支援する物足荒センタ ーなE 多様な ニーズ

に24時間対応できる機能を有する秒五五棟と、情報化オフィスからな

る。

l施設計画

3面が道路に面 して東西に長い罪文地形状であることとりんくうタ

ウン駅からの重搬を考慮して、大阪臨海線に面した西側に情報化オ

フィスを配置して顔となるファサー ドを形成。物流棟は北側道路、沿

いに長〈配置した。 それそ? れはエキスパンションで明確に分けると

ともに、軒ー高を揃えた水平ライン強調の壁面構成で、全体の調和に

国[ ' J t r r . する構成とした。物加東は、ランプウエー を釘本架構に組み込

み、 一件寸再成として統一感のある外権問杉成を図った。

建物は周辺道路からできる限り セッ トパックさせ、建物周囲に緑

豊かなf蹴汁施し巨大き と圧迫感を和 らげるととも に、地域の良好

な環開f3成づくりを目指した。 また、建l勿の中央付近に設けたツイ

ンコアは本施設のシンボノレタワ ー として位置づけた。

物車棟lま4 階建てて二プラットホーム形式とフラットノ f ース形式

を併用して、利用形態の遠いに知欠に対応て、きる施設とした。各階

車路、ランプウエーは11 トン車カZ対面通行できる幅員を確保、車両

管制システムの採用で安全かつ円滑な秒H荒が図れる計画と した。屋

上には乗用車220台、 4 トン空車30台の! 駐車場を設けた。

情報化オフィスは、テナン卜オフィスのほか展示場、会議室、レ

ストラン、および秒H五棟テナン 卜の仮眠室とて、構成。 2 階は歩行者

デッキに接続、人と車の割線分離を図った。

l人と車への安全性を追求

物流棟は積載荷重l. 8 トン Im'- 2. 5 トン1m'、11 トン車走行の条件

を考慮して、市: 医塁壁を併用した鉄骨を失筋 コンクリ ー卜 造ラ ーメン構

造、 20 mスパンの車路はプレス トレス トコ ンク リー卜 のS T 合成床

版を採用して市I良性、耐久性を追求した。

情報化オフィスにば地域冷暖房の供給システムをヲ |き込み繋ぽ原と

して、オフィスは薄型空調機を廊下沿いに設けて各スパンごとに個

別対応が可能とした。

建物全体は、 セキュリテ ィシステム、鍵管理システム、 I T V 設

備、車両管制システムの採用と防災センタ ーの機能により、安全性

の高い秒足元l センタ ーを実現した

*  

関西国際空港が開港して 1年余り、 りんくうタウンの重要性が高

まっており、この施設がその機能をフルに発揮し地域の発展に寄与

するものと確信している 。
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配置図・ 1 階平面図 1/2500 

ツインコア

倉庫

. りんくう国際物流センター

所 在 地 大 阪 府 泉i雄子市りんくう往来北 2- 21

1也域 ・地区 4 工業地h比準| 坊火地J_;j(

五 ｴｴ 築主りんくう田知Ｇｉￌｾ制

設計l i 1i i . 理! 日建設計

施 工 夫休・鹿島 ・前回 ・浅沼共同企業体

敷 地 面 積 19，007. 97m'

建 築 面 積 13，138. 96m'

延 床 而 tW 52 ，843. 88m'  

構 造 規 模 SRC造一部プレストレストコンクリ ー ト造

6F .  P2  ( 物事倣 4 F、事務所棟 6F)  

軒 高 G L + 28.35m

最 高 高 志 G L +30 . 70m

階 市 物 流 棟 1F7. 25m/ 2 -4F6. 65111 

司背筋斤棟 1F6. 0m/ 2F4 .8111/ 3  -4F3. 95m/ 5F4 .55m/ 6F3. 35m 

工 JUJ 1995fF. 1月- 1996iF-l 0月



りんくう国際物流センター

施工

大林・鹿島・前田・浅沼共同企業体

りんくう国際闘車センターの事務戸府東は S 造( 柱は S RC造) 、物

流棟は SR C造てある。延床面積は 5万 3千m'、型枠総面積は 14万

5千m' !: 、労務量の大きな工事を実質D 羽18カ月で完成させること

が大きなテーマて、あった。

l工期短縮のための工夫

施工に先立ち、工期の儲宿 ・資格財オ運搬の動線の附呆 ・仮設材の

転用計画 ・揚重機の配置計画の検討を入念に行い、次の 2 点を主な

施策とした。

( 1 ) 倉庫小梁の P C化/ 倉庫の階高は約 6 - 7 mと高〈、型枠支

保工用ステ ージの仮設材も膨大になり、施工七も危険を伴うため、

小梁を P C化し、工期の短縮および、施工安全性の石間呆を図った。

(2) S  T 版 ( プレス トレス卜コ ンクリ ー 卜シングノレT 合成梁) 工

事を マイツレスト ーンに/ 本工事の建伽詩文地い っぱいに建ち、物五

棟内には 12X34mのクレーン開口を 2カ戸府釘呆したので、場内のス

トックヤード ・王国雌力線の確保に多くの制約があった。 このため、

工事は、ランプウェーを先行、クレーン開口を閉鎖し、 S T版をな

るぺ〈早英月に完了し、場内でのストックヤー ド・スム ーズな重加謀の

確保を図るため、 S T版工事を 中間工期として取り組んだ。

おおむね工程は予定通りて、あったが、物流棟は実質、倉庫 ・ラン

プウェー・ ツイン コア の 3棟および事務所棟と 4棟を同時に施工す

ることになり、日々の工程調整が厳しく、全体工程に景婚を与えた。

l杭工事とS T版架設工事

次に、本工事の工程上、品質管理上の要点となる工事の概要を述

ぺる 0

. 杭工事

杭 JI S-A -5337による P HC杭 ( 一部 P R C杭)

先立制 ｦＳｾ 犬は開放型 全数1，822セッ ト

杭 打 工 法 プ レ ボー リング拡大担固め工法 R ODE X工法

支持層 GL- 20- 24m付近のi財貰似概層

本建物の立地地盤は、いずれの層も北東にむかつてft蹴ヰしており、

事え地内で 5 mヰ型支のレベノレ差がある。 そのため、各杭の施工にあた

っては掘削深度 ・掘削機への負荷を測定するとともに、プレボーリ

ンク市寺に先端の土を採取し、支持層の土質サンプル t 対比し、 支持

層 の 臨E、を行った。また工期協宿のため、腕也 (184X 94m) を7工

区に分け、杭打機 7 台でほぼ同時に施工した。

. S T版架設工事

物 it 棟の車路は、 19. 8mスパンのプレストレス 卜コンクリー卜 の

S T版戦 ! 日未に、 トップコンクリ ー トて本体と ーイ木化する構造であ

る。S T版はl幅1 m、全長約19m、部材重量20 t で、あり、 396ピース

を14ピース/ 日てい施工した。S T版裏は天井はなく、設備用スリ ーブ

も多数あり、また P C銅線をそう入するため、 S T版は X Y方向と

も土5mm以内て、架設した。

図 1 仮設計画

物

流

棟

事

務

所

棟

1 柱建方 2 大梁架設 I  3  S  T 版据付

柱 梁コンクリート打設

4  P  C ス卜ランド挿入 5  P Cストランド緊張 I  6 グラウ卜注入

Iri IHグラウ卜 T十プN  NIII' 7 フ ' n了 /

p  Jl 版困地型枠 11 

p  c版目地コンクリート充噴

出 山

図 3 フ。レキャスト S T合成床版工法

*  

短い工期に労務を集約する工事てや、非常に慌ただしし、毎日だった

が、施主 ・設計事務所 ・J Vのチームワ ークも良〈、予定工期 ・無

災害で、建物を完成する ことがで きた。
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りんくう作品 1りんくうゲートタワービル北棟

- 構造概要.  

.  情 造 種 別 鉄 胃 潰 ・鉄骨銭務コンクリー卜造←毛陸鮪コンクリ

ート迫

. 基磁野式場所打鉄筋コンクリ 卜拡底杭( 一部直初

E 電気設備

・受 変 篭 蛾

受電方式

設備容量

. 発電能量備

・中央監視設備

・斡 様 踊

電気方式

配線方式

・照明設備

・ 設 備 概 要 .

特別高圧 3 回線スポットネットウ 久 22kV受電

11250kVA 

ガスタービン( 10陪) 3相 4線 415V 2，000kVA 

CRT による電気空親衛生設備→琵霊視昂畑

電n O A  単椙 3線 210ト 105V: ，7ィλ 不テル、庖笥)

動力 3相 3線 415V

ケーブルラッ夕方式 ( C Vケ プJ レ、 F Pケ プl レ)

照明間システム汎用 2軒試リモコンシステム

照明器具 FLR40WX 2灯システム天井( オフィスゾーン) 700l x 

コンセント 基事容量 50VA/m' ( オフィスゾーン)

・弱電設備 インターホン設備. 放送設備( 非常用兼用) . cむW 設

. 防災設備

備、f T V 設備、駐車場管諸般備‘ 警察缶総量信補助設備

CRT による防災→舌監視活'Ri I R 自火報 ・誘導灯 ・非

常照明 ・非常放送ヘリポート照明 ・避雷針殻儀

. 情報通告設構カードシステム、 D- PB) ( 鑓鯉システム、構内コ

- 空語量l蒲

・動広重量備

熱原

熱源容量

・2 庫金偏

自動静胸]

ードレスホンシステム、ビ) f . . i 重用管理システム

地域冷暖房システム( 耳切久 ;liv久 蒸 気j

冷房負荷 3，QOOUSRT 暖房負荷 6，000Mcal/日

オフィス/ コンパクト型空色町幾+ 四管式7 アンコイJ レ

パブリック/ 高温度差給気誘号| ユニットシステム

ホテル/ 列は局機+ 四管式7 7ンコイ lレ

チャンネルコントローラーによる空調設備全体管理

DDCによる分散布'H却方式

・1員気設備 給排気ファンによる一種及び三樹段気

・指標設備 機 械 排 壇 輔

・時吉働時詮設備

. 給フ同宣備

給水方式

似 合湯設備

欽用上lK 雑用水( 工業用7Kl 2系統10日A 号|込

地下 2階受水倍設置 (27Q叫

出掛源の蒸気を熱原とする中央給湯及時読湯沸

器による個月倫湯

・却は設備 j号主 ・再拡分流方式

排水処理設備地下 2階 に 紡 同 盟 艦 賠 設 置 し 、 処 理 水 を 傍 脱

浄水に利用。処理水量24Q刊/ 日‘ 5!1!7Jく分i l H沼ti 5号

;尼+ U F膜処理方式

・ガス設備 都市ガス( l 3A) 200匂| 込信務用)

・，商火設備 スプリンクラー設備、炭酸ガス消火設備

. 童介処理設備処酷E力5Q村/ 日

- 昇降機設備

オフィス用

ホテル問

パブリック用

デッキ用

ロータリードラム+ 地続真空収集管接続方式

乗用 240m!:分X 8台

乗用 420m/分 X 4台

乗用 120m/分X 4台

人荷 18D--- 90m!:分X 4 台、非常 180 m/分 X 2 台

エスカレーター 1200!盟XI O台

乗用 45m/分X I 台 C由圧式〉

工スカレ タ 12m魁 X 2 台鐘外型、自動墨紛

・機械註車設備

循環式 48台 l 基 44台 l 基

水平循環式 48台 l 主主 46台 l 基

昇降横行二段式 5台 3基 7 台 以 基 14台 2基

- 執筆者

ゲ ー トタ ワー ビ ル日建 ・ 安 井 議 十 共 同 企業 体

野 田 泰 弘 のだやすひろ 日建支語録倒張

原 克 巳 はらかつみ 日 撞 鐙f構造部長

日根 蔦 台 ひねとうじ 安井建語崩事務亨願備部長

真崎南海男 まさきなみお 臼撞樹監理主管

菊 田 靖 久 き く た や す ひ さ 臼 遺 骨 暗 性 管

Ｊ ｾ ｉ ｉ＠ 功 みどりかわいさお 日選量制苦造設守主管

藤 井 之寛 ふじ L 、ゆきひろ安井建築設計事務所設備部副部長

山 田 祐三 ゃまだゅうぞう 安井建築設計事務所設備部副部長

増 田 宗 忠 ますだむねただ大林組ゲートタワー北棟 J V 工

事事務所総合所長
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りんくう 作品2 りんくうエル力、ビルテVング

- 構造概要.  

.  憐造種別 B4- I OF/ i 鉄骨造

B 2 - 3 F/ i 鉄骨鉄筋コンクリ ト造

B 1  4F/ i 鉄筋コンクリ 卜造

. 基礎形式面妾基礎( 基礎底盤 G L- 17. 8m)  

- 電賃設備

・受変電設備

受電方式

設備容量

発電機設備

・設備概要.

高圧 (6 6kV刈 本 線 予 備 線 2回線受電

4050kVA 

ディーゼJ レ発電機定裕容量 1500kVA 

棺数 3相 3線 電 圧 6600V

. 中央監規設備統合ビパ虐調システム怪気密風衛生、防災、

開聞備等を集中監視車l胸

- 幹線設備

配電電圧 電灯コンセント 単相 3線21O/ 105V

一般動力 3相 3線210V 防災動力は415V)

非常用照明 D  C  100V 

Ｎ ｾ事、明コンセント設備 ＨＵＭｉｏｆＩ

照明 システム天井平均照度500l x

照明時計H卸

コンセント

・ ， ｾｾ君主鵬

・功災設備

- その他の設備

・空競E全備

. 熱源設備

・空調設備

(7501x まで対応可能)

電力線伝差式リモコンシステム O見1也及び中刻

基罪容量 30V A/m'  (60V A/m' まで対応可能)

電話総韮俳常用含む) . T  V共聴、 T V監視

自火報、防持糟、誘導灯、非常用僻且避雷針

( 倒防災設備を CRTI こより集中監視高畑万

駐車場管制システム、セキュリティ システム等

地減冷媛房システムか有7K 5AvKl  

5- I OF  インテリア、ペリメーターの 2 系統

外気変躍空調機+ 分首拭タ ミナJ唱 鵬

4F  外気処理室町撞+ 各室個肥冨開題

2 、3F 罪決源供給まで。他はテナント工事

各指共同部単一ダク卜+ フアンコイルユニ y 卜

. 換気設備 第一種及び第三樹良気方式

. 持隊霊剣蒲 樹 棚 機 方 式

・自動制御設備分散型統合肯'R卸システム

・樹 Jt . 鳩詮謝椅

断 古フ足蹴 制 1ヰ[ 市刻、雑用( 工業用水及ひ. 中水を利用)

・# 隔剣蔚 j執 糊 わ に 厨 開TK分流方式

. 給涜剣蔚

.5同火設備

・昇降機設備

量生排水処理劃席、 E蕩排水処理設備

地冷総原の蒸気利用によるセントラl 同合湯方式

飲料用は電気ガス併用( フロア日幌1) 用)

スプリンクラ一、屋内外，肖火栓、連絡差水管、

二酸化炭素力. ス消火、泡消火、消防用水

. エ レ ベ ー タ ー 乗 用 定 員 日 名 定 格 速 度105mβ 子

4 台 酷 鯉 方 式

非 常 用 定 員33名 定 格 速 度 105m/分

l 台積載主主量 2200kg  

. 工ス刀レーター定絡速度30mβ 予 公 称 幅80Dnm 2台

. 廃棄物病滋重量l蔚

地下 l 階ローカル施設より、りんくうタウン内収集センターへ輪差

桁留ドラム容量 Hi 的

・臨 時

自走式 131台

- 執筆者

猪 子 順

藤 田 稔

峯下 俊郎

いのこじゅん

山じたみのる

回遊間設計制E長

日選鐙日信問主任部員

みねしたとしろう りんくう情報エネルギーセンタ

ー ピ 凡 新 築 工 事 大 林 竹 中 ー浅

沼 ・ 奥村 Ｎ ｾ，島也 ・ 銭高 ・ りんくうエ

ネセン建築 J V 工事事務所総合

所長

りんくう 作品3 りんくう国際物流センター

- 構造概要・

. 慨墨種別鉄骨鉄筋コンクリート造

. 端部彰式倉庫棟ラーメン+ 耐震壁架惜

事務棟純ラーメン弱音

. 基調彰式 PHC杭 RODEX工 法 締 圭600φ

長さ 19m- 21m 数量 1822;本

耐力9ト 110 トン/ 本

・設備概要・

E 電気設備

. 受電 6. 6kV高圧 2回線引込

・設備容量 事務所棟 900kVA 物王様 3，000kVA

. 発電輩怒気扇 ディーゼルエンジンパッケージ型 3q13W210V  250kVA 

. 中央監視設備 マイクロコンピュータ搭載分散処理方式

・電気方式 電灯 Iql 3 W 210ー105V 動力 3q13 W 210V 

. de線方式

- 照明設備

非常照明 DC 2 W 100V 

C Vケ プJ レ+ ケプルラック

防災警吉は耐火ケーブル

事 務 庁 棟 事 務 室 基 準 照 度 700l x

システム天井+ O Aコンフオート器具

物wi棟 倉 庫 基 準 照 度300l x 直付 HID器具

・コンセント 事 務 所 棟 事 務 室 O Aフロア+ O Aタップ

- 弱電設備

. 防災設備

- 空震設備

・郡広設備

- 空調設備

- 換気設備

. 概 樹 首

・偉泣設 備

. 給水設備

. 給湯設備

- 担b同宣備

. 消火設備

. ごみ貯留設備

E 昇降需鑑量備

( 30V ａＯｭｾ＠

物 涜 棟 倉 庫 フォークリフト電源忽( l 4kW/ 1 面)

電話置E官設備、 T V共聴設備、インターホン謝蔚

非常放送設備、汀V 設備. 車両菅市l殿 備

非常照明設備誘導1克剣肩

自動火災冊目防相陣酷備

事務所棟地域冷暖房システム( 冷K 5AvKl  

その他空冷パッケージ

事務所練テナン卜ごとの個E巨富矧埋

+  ( ー吾旬フアンコイ j レユニット

その他個矧箆冷バ y ケージエアコン方式

給排気ファンまたl羽生気扇による一種及び三種換気

自然挽煙+ 機織排厘謝精

受水槽( 1 階、高富: g ] ( 橋 ( P2階) による動力供給

方 式 給 水 量2I O m' / 日引込み給水管 100ql

個別方式

事務所棟/ 厨房、イ蹴室にはガス瞬間湯湘号

物涜棟/ シャワー室には電気貯湯式温水器を設置

屋内分流 6王TK 幸闘TK l 方式

屋内消火栓、屋外消火栓、連結差1](管、固定式i島南

火、移動式粉末消火、フード消火設備

ロータリードラム 5が l 基

事 務 所 練 乗 用 15.人乗 1，00臥g 90m/分併害者仕棟) I 基

物流練

乗用 15.人乗ー 1，00臥g 90m/分 l 基

人荷用 17人乗ー 1，15似g 90m/分 l 基

人荷周 24人乗ー 1，60Okg 90m/分 l 基

乗用 15人乗 1，00臥g 90m/分 l 基

乗用 9人乗 600kg 90m/分 l 基

眠 主 持

287台( 地上37台、屋と250台)

- 執筆者

降 井 繁 蔵 ふるいしげぞう日選主計諾冊長

竹 原 秀 樹 たけはらひでき日選鐙ド品十主管

北村 秀光 きたむらひでみつ大林・鹿 島 前 回 ・浅沼建設工事

共同企業体りんくう国際物済L工

事 事 務 局l防 長

岩司王太郎 いわもとしようたろう同上工事長



「建築と社会」誌
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大 阪 市此花区の酉角地区では、住宅棟 7棟 、 駐

車 場 棟 1棟、総住宅戸数 973戸の建設計画が進行

中である 。 そのうちの 2期工事に含まれ、地区全

体のシンボ‘ ノレタワーとなる超高層住宅の建設が始

まろうとしている 。柱を C F T 構造とした鉄骨造

40階の当主l t . 物においては、台風や季節風j侍の風俗

れに対する 居住性能の改普ー及び地震昨での余力確

保のため、粘 ｾｬ 再性ダンノ ｦ ー を架構に組み込んで建

物の減衰性能の向上を図っている 。

粘弾性ダンパーの概要

粘 ｾＱ 位性ダンパーの設置場所は、共用音 Ｑ Ｑ 分及び住

居戸境壁昔日とし、 1 - 1 9階までは言十 8 カffr，201崎

一38階までは計 4 カ所、合言十228カ所を X 、Y 両 方

向に声寸称 ｊ ｾ て Ｇ｝￨ 註しているＨ 図 Ｑ )。

採用する粘弾性ダンノ f ーは、数枚の鋼板の間隙

に高分子材料を主体とした粘搬出本を充填したも

ので、フν ース形式て‘ 主拠憐に接合されている( 図

2 、 3 Ｉ 。 粘 ｾｉｩｴ 性体は低振隔でも安定した楕円 ノ レ ー

プの履歴特性を持つことが実験的に示されており、

ｦｾ ｩ Ｈ ，［ｪ斤に際して履歴 ｴ 侍性のモデノレ化は、 図 Ｔ に示す

ような多要素モデノνてい置換が可能であるけ。粘 卵

性夕、、ンバーの取り付け部材については十分な問l付生

E Ff  

言 ｉ ｾ

言巳一

【 lil J " ! "。|“ I"..I... .il 。

図 1 粕弾性ダンパー配置図 (1 ｾ ＱＹ 階 Ｉ
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粘弾性夕、ンパーを用いた C F T 超高層住宅

黒 木 安 男 くろきやすお 森 裕 重 もりひろしげ

附鴻池組大阪本后設計部設計課長 同課主任

を持つものとし、降伏荷重はt - 3 } - 合ポ、ノレ 卜の! 祭J樹安

合耐力で決定するものとした。

粘即位ダンノ f ーの減衰性能を把握するために、

粘日lj i : 性ダンパー を装着していないモデルにおいて

辿 物の梢造減衰を変化さ せてレベノレ I での地反応

答角材斤を行い、ダンパーを装着したモデルの向車析

結果と比較を行った。建物の構造減副主、内部粘

性減表とし、 i成衰定数 ( h) l;t. 1 次振動数に対して

2 %とした。E L C E NT R O、T A F T、HACHI -

O H &  T K MF 0 6 1
2

)の 4 i . 皮の応答結果につい

て、仔1) えば各階変位の応答河直に着目すると、ダン

ノf ー設置のモデノレの応答は、建物;榔造 減 衰 h =

2.5 - 3 .5 %の範囲の応答に相 当す る も の と 考 λ

られ、続杉布日間によって求めれば、減衰定数 hl ま

約 3 %とな った。

風に対する居住性能

日本建築学会「建築物荷重指針 ・問 解 説J によ

り、 40階床レベノレでの 1 年 再lJ l J 明間のJ]i tGl Rによる

応答加速度を求め、日本建築学会「建築物の振動

に|期する 庖住性能罰咽指針 ・同 解 説j により居住

性能前司聞を行った。建物近傍の河川 水 面 よりの高

ちを基準高きとして、表面粗皮区分 II 、項昔11風 速

図 2 粕弾性ダンパー図

叫出③嚇菌

図 3 粘弾性ダン

ノf ー断面図

。
。

正I! 築1仰 v 大阪rli 止t:IE区商品

4-1-1  

用途/ 共同住宅( 賃貸)

延床面市V 44，096m'

附数/ tt!!..上40階、 地下1階、

府J量2階

制の正月さ/ 122.20m

桃込有l!J IJ

tt!L七階/ Sj在(柱 CFT造)

地 判精/ SRC， R C、 S造

工?:riJ Um: l / 1996年11月 ~

1999年 6月

図 8 建物完成予想図

26. 0m/ sec とした。減衰については、建物の構造

ｩ 成衰をｾ 1  Ｅと設定し、それに粘 ｾｬ ｬ ｩ 性ダンパーの減

表 を付加するものとして h = 2 % とした。

図 5 に、 40階床レベルて" の居住性能評価を示

す。建物の振動数は固有値角i'(，;j' Jj -結果より 0. 29Hz

としている 。風向方l旬、風「直交方向ともにダンパ

ーの効果が顕著に表れ、ダンパーを装着したモデ

ルでは、ランク II もしくはラ ンク1II をiil!UJEし、風

に対する 居住性能を改善することが分かる 。

地震時の応答'1主状

地震応答解析として、 T K MF 0 6 1
2

般 で の レ ベ

ノレ 1 (25cm/s) 応答結果を図 6 に示す。T K MF 0 6 1

ｩ 皮は、地震応答角 ｔ 仰 ｉ での結果カ ｾ ｦ 也の波に 比 ペて卓

越していたこと、 当該来妙也が同波を観測した場所

から約 2kmの位置であること、 当該地盤と地盤隣

成がよく似ているなどの点で、t備す用地震波とし

ては五忌直なものと考 λ られる 。解析結果において、

ダ ンパーを装着していないモデノレに対するダンノ f

ーを装着したモテツレの応答司直の比は、 R 階での変

位では約8 0 %、 1 階てーのせん断力て1ま約8 4 %に低

減する効果がある 。

さらにダンパー効果としては、士也 ｅ 主主 ｾｔ ｉｉ 寺の矯

れを早期に収束させ、居f全性能を高める効果もあ

るが、このように微小振怖か ら大 振1陥まで振師範

囲を選ばず、また建物の閏有周期によらず減衰効

果を高める 当工法は、これから の有用なディパイ

スになり 4辱ると思われる。

*  

当盤砂ij (図 8 ) は、建築センターの高層処築物

椛造評定を完了し、本年 11月より本格的な建設工

事が始まる 。地盤、建物内には地i窃 1-，風力言十お

よびダンパーの挙重1) を測定する機絡を設置し、ダ

ンノ f ーの効果を実証していく予定である 。

文献

ＱＩ 的問、平｛ｊ閏他「 繰 返加カ 矢験 にもと づく キＨＮｪ￵ｪ Ａ ｩｾ 性 ダンノマ ー

の力学モデノレの構築J

日本建築 学会 Ｇ ｦ，加訴論対闘 ｾＴＵＷ 号 1994. 3. 

2)  TKMF061 1995 E W i.皮・ 当該地の東方約 2kmに位

置する高見フロ ーラノレタウン ( RC逃.tU3 1階、地下 l

階; BC] - 62- H51ω て採取された兵庫県南部地袋にお

りる地震動記録のうちの地表面波

3) i建築物の面協調 掛け日本姥築学会 1981. 4. 



L A N  CL oc al  Ar e a  Net wor k ) の 用 語 解 説

L A N は一散に、企業などの同ー ビノレや構内に

1&在するコンピュータを蒋T fJのケーフツレで接続し、

高速な通信を実現するオ、ットワークを言 う。t両丘

のダウンサイジングやノマソ コンのそF及に伴L 、パソ

コン L A Nが急成長を遂げ、 L A Nは今や企業の

情報システム のq，核を担う存在とな っ て い る ( 図

この L AN i¥."村長染することによって、テV スク

(データ) 資源やプリン夕、 F A X の周辺機器を共

有したり、ＧｾｇＺ 子 メーノレ、情報伝達ソフトを利用し

て、社内通知! の配布等のデータのやり取りを効率

的に行い、また大手Fiii のデータを短時間で¥エラ

ーの少な Lf. 5品質で伝送したりすることが可能と

なる 。また L A N村ト築てやは、ノ f ソコンや U NIX ワ

ークステー ションな E 勤 胸 部m接統て の桃染力市f

向Eてゃある 。

L AN構成要素

サ- / " / クライアント サーノ f とは、オ、ヅトワ ー ク

上のテV スクやプリンタ等の資源を提供するコン

大野博文 おおのひろ，3¥#

附大i軍商会トータルネットワ クサポ トセンター主任

ータは 10baseT ケーブノレを用 L 、

て ｈｕｂ に核 ｾｾＧ￩ する 。 ｉ Ｍｉ ｕｂ には

8ポー卜用、 12ポート用、 24ポート

用等の製品があり、 これιL上の コ

ンピュータを接続する場合や、

H U B とコンピュータI l I Jて 100m

以上のｊｬ ｉ ｾＺｬｬｬｦ がある場合等には、

H U B と H U B ぞ10baseT ケ ー

ブノレでつないでカスケード させた

り、 10base5や光ファイノ f ケーブ

ノレ等のノ f ヅクボーンに桜統する方

法がある 。

② スイ ッチン グ H U B H U B の

一極であるが、各ノード( コンピ

ュータ) から送信されたテ、、ータは、

ポートに桜統されたノー ドのアド

レスタJJ 芯表にf足ってスイッチング、

され、先先アドレスのポート にの

み送信される 。 そして複数のポー

トIl¥J で同時にデータを送信する こ

ピュータ で 、 →l釧 JJ 刊新はクライアン 卜である バ t によ って、各ポー卜が10Mbps

y コンぞ使ってサーバが徒供する資源を利用する 。 の データ伝送速度をフルに得られ、

ネ ッ トワークインターフェース機 器 コンピュー 全 体 t しての高速化 が実現される

タにヰ、ッ卜ワークケーブルを桜統するインターフ 装置である 。

エースカード ( NIC) である 。 U NIX ワークステ インターネ ッ トワ ーク機器 L AN と L A N を結

ーションて泊はお弘主に1fH伐されてお り、ノ f y コンてい ぶ。

もf両目立標準にJ答il良されているものが増えてきて ① リピータ 10base5、光ファイパケ ーフソレ等のケ

いる 。 ーフツレ上を流れる信号を、屯気的なレベルて守宅t

ネ ッ トワークケーブル 披も ー吻生的に平IJ 用されて し、かlの L A N に巾継する装置である 。ケーブル

いるオ、ットワークケーフAノレの租設買には、 |百l車Ihケー 長の」 二 ｉｉｊ Ｍ Ｇￌであるセグメン 卜距 自 ｉｾ ( 10base5て、あれ

フ〉レ (10base5、 10base2) 、ツイストペアケ ープ ば 500111) を超えて附れた L A N を単純に一 つの

ノレ( l ObaseT) 、光フ ァイノ f ケーフソレがある 。t両立 L A N  として扱うことができる。

では、 10bas eT が主流とな っており、 H U B (ノ、 ② ブリッジ 受信した信号をフレ ー ムとして認識

フヲと呼ばれる集線装置とコンピュータ( の N IC) し、フレームの宛先アドレスから、そのフレーム

をつなぐ、ケーフ、ノレである 。伝送速度は、 10base5、 をもう ーブJ の L A N に:再ニ|三するか破棄するかを?

10bas巴2、10baseT ともに Et hern巴t の規格であ 判断し、不安なフレームがもう一方の L A N に流

り、どれも 10Mbps である 。 れるのを防ぐ装置であり、トラフィック ( L ANの

ネ ッ トワー ク機器 コンピュータを接続する 。

① H U B  10baseT ケーフソレを利用した政均Eには

必ず必要な集線装置であり、おのおののコンピュ

ｦｾ ｬ ＱＧ，［ｦＩを分 ＱＦ させることが可能である 。

スタンドアロン環境

ロ量「島

巴量: 王争

ーデータ共有はF Dを利用

・印字はプリンタの接続されている

マシンから

③ ルータ 古ぷ監ノレートを探し出すノレーテイング機

能や、論型的なオ、ヅ卜ワークアドレスによるフィ

L A N環境

すべてのクライアントが、サーバで

共有されたデータとプリンタの使用

が可能

ノレタリング機能により、ブリッジ

より 27i 度なトラフィック分散を実

現する装置であり、外部 ( WAN)

との接続に利用されることが多 L 、。

ネットワーク o s 上言Cf，Yf成要素

によってハード的に接続されたコ

ンピュータ問て、サーバ、がも凶共する

データやプリンタの共有を実現す

参考文献

NE C L ANカ。イド

図 1 L A Nのメリ ッ ト ・オーム社 製機種接続1. PC NET絵tき読本

図 2 L A Nの構築例

るソフトワェアてーある。

L AN構築例

以上の L AN 構成姿紫を組み合わせて、 L A N

T 桃築する 。図 2 のフロア 2 の点線内から考える

しこれだけで一つの小規絞な L A N としても成

り立つ形態である 。 L AN の"1-'には、 H U B に10

bas eT で般絞された最低 1 台のサーパとクライ

アントがそれぞれある 。

この小規棋な L AN を他の L A N と接続する

ためには、インタ ーオ、ッ 卜ワー ク機株を介さずに

10base5 ｾｦＮのパック ボーンに接続することも可

能であるが、図 2 のように、負荷分放のためにブ

リッジなどを設置する こ とも多 L 、。 この; 場合、フ

ロア 2 のクライアン卜より他のフロアのサーバに

対してアクセスする場合のみパックボーンに送信

が行われる 。

高速化の時代へ

近年ノ f y コンの処理速度の司法化、 L AN に接

続するノ f ソコンの地加、 またマノレチメディアイヒに

よる大企な画像データ伝送に伴い、 10 Mbps平'lill支

が主流である L A Nのイ云送性tmがポ卜ノレオ、ック

となってきている 。 そこで五対丘てーは 100Mbps 以

上 の 伝 送 速 度 を 実 現 す る L A Nが登場し、 10

Mbps の L A N i:五Rみ合わせて、 トラフィックの

集 中する伝送路の高速化や、パックボーンとして

導入されるケースが培』えている 。
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はじめに

苅板金属屋糠が 日射を受けると、表而材のil ilJ支

が急激に上昇するのに対して、屋線下地のililL度は

緩やかにしか変化 しない。 そのため、表面材と屋

根 下地 との間て溜直差が生じ、各材料の例崎 立 の

差で温度応力が発生し、届線材の変形などの実害

t なって現れる 。特に工場や体育館などにj羽L 、ら

れる長尺金属屋線て" は、表了市材自身のf中和結五も大

きくなり、表面材の凹凸や歪となって変形し、外

事斗上む好ましくなく、また、耐久的にも I'U'H担とな

る。

そこで、 この表面材に発生する刻|予を| 坊寸目 的

で、長尺金属平 ｈｾ ｊ 縦万屋根「ヨドノ ｖ ー フ タイラ

400J を|湖発した。

以下にその相克要を紹介する 。

概要

表面材は、働き 中日400mmのフラッ トな形状て、装

置1にはポリ エチレンフォ ー ムを裳J l ，' i りし、雨音ぞ

大幅に減少すると共に、結露を防止できる 。桜 令

ブ民法は通し吊子による似合式とした。 また、 この

使用材料・板厚・曲率半径

tIl き巾4凹

110 遺築と社会 ・1996. 11

長尺金属屋根

河 野 重 治 かわのしげはる

側淀川製鋼所建材開発部建材開発課課長代理

朕合昔11には樋機 fiEを併 せ持たせ、雨水の佼入を IVi

いでいる 。来府幾能として、粁先J lIfll 存が表T白材のirl l

縮によりスライ ドできる花附Lを11日発し、表面材自

身の長さ方向のirl lびを拘束せずに軒先端} 昔日で1吸収

できる桃造とした。 これにより、長尺金属屋椴で

問題となる表面材の凹凸や歪がほとんど発生しな

くなった。

特徴

①高いな匠性

ノ f 寸、ノレのようなフラッ トなイ土上げとなる。また、

日射 による表商材の伸縮 剖 府 出『ポ11て
'11)Jol又て、きる

ため、表面材の凹凸や歪が生じないため、フラッ

トな形状カ清白寺でき、非Ｇ ， Ａ ｩ ｾ に美観的である。検証

のため、実際の現場施工に基づいて製作した属綴

( 長さ 10m) について、自然粂f牛下て、肝先端部に

おける表商材のや持街並i t ' il 判定した。

その結果、表面材のirl lW.. l l l :は沼J支変化と t刻WJ 張

率から計算した値の約8 0 %が実測され、また、目

視により表面材の凹凸や歪は観察されず、 jl司こ先端

部のスライド機構カ哨効にfill)) ¥、ている こ とが笑証

で ｾｴ こ ｳ

性能試験 * 母函ピッチ 606. .  
80 

70 

V  
60 

〉 印

刷 40

30 

咽
20

10  

0  

強度性能 1，000

荷

kg

量

f/)
ぱ 異常なし

(負圧) ( 最大

平均圧力200k

降

g

水

f/

量ぽ

3

異

60

常

m

な

/ 1

し

I R 水 密 性 ( 風速6 0 m/s 1Iit*!t 360mm/ H  R)  

( 上限275kg f/ m' ・下限125kgf/m" '!!1f1il 6 e  /nt  mi n)  

毘線30分耐火情造 R 0276

耐 火 性 ( 下地材 醐 木 片 セ メ ン ト 敏 悦 18

醐)

ポリエチレン 7 オ ー ム 4 醐!l!貼り

②アーチ Ｉ ｉ ｾ 屋根にも 対 応

ス トレート 屋根はもちろんアーチ 形 屋 線 ( 曲率

半 径10m以上) 仁 も対応できる 。

③ 高い7fく密性

キャッフ市日の止水ココ、で、雨水の浸入を防〈守が、

万一入っても、表面材木休、キャップ及び通し吊

子 の 3 つが働機能を持ち合わせ、 4肝先まて羽1，*す

る椛造であり、優れた水密性を発鯨する 。

④施工性の向上

左治対称な形状のため、ど こからでも砕き始め

ができる。また、 |炭合式なので被f? i . *な工具力守主要

であり、 作業11寺1mの 短縮 が図れる。

⑤ｾＡￍｬ度性の向上

通し吊子の採用により負圧強度が向上し、実験

の結果1000kgf/ m' て、も異常は認められなかっ た。

おわりに

今回のilll 院では、実施工にもとづく金属展中尉反

のN' * ! i 幅上を現実的に ifi lJ 定て、きた。 また、施工1昨の

金属鹿線板の表面切疫を測定する こと により、 jl汗

先昔11のスライド盆を適切 に管理する こ とが可能と

なった。
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Repor t  

パブリックアート・ フォ ーラム全国シンポジウム

都市の中のアート

~市民との対話の可能性~

森山貴之

もりやま たかゆき

パブリックアートフォーラム事務局

1 日目ー開会挨拶

2 日目一市民フォーラム

ノマブリヅクアート ・フォーラム第 3 巨|全国シン

ポジウムは、稲岡市との共催の下、 10月 4 目、 5

日に 1#11111され、自治体関係 者 ・美術の専門家 ・作

家 ・一般市民 ・学生など参加者が270人を越える

大変盛況な会とな った。

都市の中のアート

初日第 1部は楠岡市美神秘官にて、東京大学往産

基にして、より草子門的な議論が行われた。

その後、この 4 分4科会の議論を受けて、シンポ

ジウムの品念f苦言.J言命「パブリックア ート は豊かな公

共空間 を作りうるかJ が行われた。地方都市の彫

刻設置司王業から、大都市における再開発を絡めた

大 樹 ル f ブリックアートプロジ、エクトまで、国内

て官?! ) f [l 状態に達しつつあるノ f フーリックア ー トの根

本的な存在迎由をIliJ うこのテーマに、聴衆からも

技術砂防例制受のI総本!!fl 信氏』こよる悲刑制寅「街 跡、樹前が飛び交う、まさに白熱した議論となり、

てアートに出会うとき」が行われた。藤森」町立明 会を締めくくるにふさわしい内容となった。

治以降の建築の研究において先駆的な業績を上げ

ているが、ここでは、彼のもう 一 つの顔である路

上観察学 でのネ:J¥I.，d によるノ f フo リックアート論が展

ｂｲ ｊ さ ｾＧｌ ｴ ，こ 。

それは、 「術には、アー トでも実際に機能する街

具でもない 『路 上 の 制叫 が存在し、主主段は人々

が気づかない中で埋もれている 。 それらは生活し

ていく上での必然性によ って生まれたモノである

が、 H寺がたつにつれて、他の人々からみればなぜ

と思うようなH将官なモノとして映る 。月IJ の角度か

らf苛を|兆めると、 そのような Ｑ 湾きとま斤血 ｔ さに ｾ ｾｾ ￌ ち

たモノがあふれでいる 。ノf ブリックア ー トにして

も、街ぞ楽しくさせるそノとして期待できるので

はないか」というユニークなもので、あった。

続 七、て行われたIJy 例報告で、は福岡市から彫刻の

ある ｾｴｔ づくり卒業の報告が行われ、福岡市に設置

されている il 帰庁な作E制作が紹介された。

次に、この時 ｾｕｬ 福岡市天干 Ｑ ＱＱ 地区を郷台に開催さ

れている野外アート展「ミュージアム ・シティ ・

天や Ｑ ＱＹＶｊ の Ｚｴ ｊ ｯ［ ｦｾＱ 仲良告が行われた 。 「ミュージアム ・

シティ ・天神96J は、陥年でIJ[ J催されている国内

外の コンテンポラリーアー トを街中に取り込んだ

アートイベン トで、福岡の文化として定着してゆ

くことカ勺切待されているフ。ロジ、エクトて、ある 。

第 2音Hでは「市民と対話するパフ。リックア ー ト

パブリックアートと市民

全国シンポジワムの付干必行:i: Jエとして、パブリッ

クア ー ト市民フォ ー ラム 「パブリックアー トと 対

話する街づくり J も聞かれた。

実は、 この全国シンポジウムに先駆けて市民に

よる各消彫刻ウォッチング念行い、福岡市内の彫

刻を見て歩いたのだが、 これが今回の市民フォ ー

ラムを楽しいものにした。参加した約100名 が グ

ノレープに分かれて、市民が考えるパブ リックア ー

トプランニングを発表したり、彫刻そのものの気

持ちになって設置澱抗を考えたり、また、街づく

りにおけるパブリックア ー トの意義を論じたりし

て、その新鮮な意見は専門家たちにも車IJj ! 放となっ

fこよう fご。

ノf フザ リックア ート ・フォ ー ラムは、 f士十づくり に

おけるパブリックア ート のあり方を詩 ｾｾｩ 命する場 と

して精力的な活動ぞ行い、今年で 3 年目を迎えた

が、ノ f ブリックア ー卜 にはま Tごまたヲ命じきれない、

解決のつかない問題が山積みである 。市民と E の

ように、そ して何ぞ対話するのか、市民に期待さ

れる役割l とはf可なのか、ノ f ブ リックアート に|浪ら

ず、者[1市空間 における市民社会の形成の中で、 市

民自身が果たすべき f掛 1] とはーイ本何なのかなど、

今回のテーマにある「市民との対話J にしてみて

とはJ と越したノ叶、ノレディスカッションを行い、 も、その多様なテ ー? をわずか 2 日間のシンポジ

パブリックア ート がいかに市民を巻き込みながら ワムては論じきれないし、さらに筏ホ的な問題 と

その地域の独自性を生み出していくのかについて、 して、パブリックア ー卜 そのものの概念がまだ未

各ノ叶、ラーの紫干し、説信命が交わされた。

初日終了後の懇親会ては、シンポジウム参加者

が多数出席し、パブリックア ー トの今後について

報告者を囲んで. ざっくばらんにな兄が交換され、

終始都やかで楽し い- 11寺を過ごした。

パフリy クアートの存在理由を問う

2  ｅ ｉ 目は福岡市側 ｬｦｾｴ づくりセンタ ー 「あいれふ ｊ

にて、今ノぞブリックア ート の訪討l ] とな っている 4

つのテ ーマに沿って分寺司会が行われた。

i寄る l 分寺司会てな 1 日目の識論の延長とも 言 うべ

き 「パブリックアートの展開における市民参加J 、

第 251' キヰ会て1まノ f フe リックアートによっていかに

「働来なJ 都 市・市民が生まれるかについての「市

民と者11市の飽周Eづくり~アートの主兄s去から J、第 3

分科会で、は、建築とアートのよりよい協{ [ i1J 1刻係に

ついて語り合う 「創造としてのコラボ‘ レーショ

ンJ 、第 4 分科会では、イベントや然りとしてのパ

プリヅクアートの可能性を考える 「テンポラリー

完なままにとどまっている現状である 。

パブリックアートと「アートJ

美術作品そのものを日常世界から切 り放して体

験 す る →l生的 な 「アート」 し 人 々 が 生 活 す る 公

共の坊に恒久的/ 仮設的に展開する 「パブリック

アー ト」は、それぞ、れ月 IJ なイiIli 1i宜基準を持っている 。

また、ノ f ブリックア ー トを 「アー ト」のジャンノレ

の ー っと考えてみても、 ｾ ｊｉ Ａ 徴のスタイノレ、 ｦ 賠 ｉｊ 、

ｘＡｾ義が存在し、 一 つの安定した概念と し て定義づ

けることが' i l 1"，¥誌に抑し し、。 ましてやそ こへ 「パ ブ

リヅクJ の概念や市民地会の松聡: が絡み合ってく

ると、パブリァクアートとし、う許ぷそのものの妥

当性も考えてみる必要があるかも知れなし、。

「ノf プ リックアート ・フォーラム j のように者11

市ｾ ｉｩ ｉ ｊ とアー ト の桜点を探るシンポジワムは 他 に

も平手在するが、その実践的な 内容 について考える

一方で、パブリックアートの成立を支えている こ

うしたイilij 値を体系づけること、そしてそれらを相

パブリックアートの可能性J カ苛T われた。各分科 対的に考えてゆく必要性をあらためて感じた「全

会とも、それぞ、れのテ ーマに|刻述する耳' ; f ヂl昨1*告を 国シンポジウムJ となった。
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関西パフリyクアート・フォーラム開催

期間を限ってその場にインパクトを与える寸島| 全のパ

ブリックアート「テンポラリーアート」、この意義およ

びこれからの可育副主を検討することによってパブリッ

クアートのf捌を考えるフォーラムが開催される。

日時 1995年12月13日幽 Ｑ Ｘ 目 ＰＰｾＲＰ :  30 

会場神戸市勤労会館 ・3階 ・講習室

神戸市中央区雲井通5ート2 ( 三宮駅徒歩 5 介)

会費 2000円( フォーラム会員は無料)

. プログラム「テンポラリー ・パブリックアートの可

能性一神戸ルミナリエをもとに考える一」

( 1) 解説「神戸ルミナリェ・についてj

一一一アートディレクターのウ' ァレリオ ・フェスティ氏

( 建築家 ・イタリア) に交渉中

(2) ノマネルデイスカッション「テンポラリー ・ノマブリツ

クアートの展開と可能| 全」

パ ネ ラ 建 畠 哲氏( 多摩美術大学教授)

川田者附子氏( 京都芸柿B羽大学講師)

コーデイネータは田中直人氏( 神戸芸術工科大学季対受) 。

詳しくは、主催者パブリックアート ・フォーラム関西

事務局 (TEL05- 300- 4839) へ。

*  rJ レミナリエ」とは

イタリア語rl LLUMINAZIONE PER FES丁目 ( 祝祭のための

イルミヰ- : . - - ョン) が器規‘

*  r:神戸JレミナリヱJ とは・

昨年 12月にヴァレリオ・フヱスティ氏が rDei sogni e  della 

Luce ( 夢と光)J をテーマにデザイ ンし、ロ人のイタリア人

スタ ッ7 が25日をかけて約1575'個の電録を使い、旧外国人

居留地に総延長790mの rJ レミナリエJ を完成。

「震災復興と設計技術J 報告会

震災復興に携わる諒十技{ 緒( 建設会社 5社、建築設

計事務所 7ネ1 ) ヵミ建築の鰐成材の被害について検討

した成果を、阪神 ・淡路大震災 2周年を機に報告する。

調査は、構成材とその組み立てに関する技術的検討に

加えて、建築の全体構成 ・システムのあり方に及ぶも

のであり、これによって、設計技術の向上、建物の全

能や安全性に関する独自の課題提起がなされる。

日 時 1997年 1 月22日ω 1 4 :  ＳＰｾ＠ 17 :  30 

報告会に先立ち、日時30分から大阪市立大学

学術情報総合センターの見学会を予定。

会場大阪市立大学学術情報総合センター ・学術交

流ゾーン会議室 L ( 10階)

大阪市住吉区杉本3- 3- 138

定 員 150名( 定員になり次第締め切り)

参加費 3000円( 報告害2500円含む)

申 込 ハ ガ キ に 、 ①氏名、 母勤務先 ・住所 ・電話と

FAX 番号、 ①見学会参加希望の有無を記入

し、大阪市立大学工学部建築 学 柿 謀 計 画 ・

建築史研究室( 干 558 大阪市住吉区杉本3- 3

138、TEL05- 505- 27 13) へ。

主 催 日本建築学会近畿支部設計計画部会
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建築 N巴xt Phase研究会セミナー

第2 1回建築 Next Phase研究会公開セミナーは、大型

国際公開コンべといわれた「国立国会図害館関西館コ

ンペJ で全493作品の中から最優秀案に選ばれた建築

家 ・陣 E二三雄氏を招き、コンペ案の詳細、および氏

のコンセプ卜である「静かな建築J 論を展開する。

テーマ 国立国会図書館関西館コンペ最優秀案を語る

一「穏やかで与、新鮮な空間表現」を生み出し

fこもσコ

日 時 1995年12月 4 日附 18 ・3ト 20 ・30

帯 寅 者 陣 仁 三 雄 氏 偶 蹄二三雄建築研究所)

会 場 東 京 デ ザ イ ン セ ン タ ー

東京都品川区東五反田 5- 25- 19

参加費 2000円( 学生 1500円)

応 募 氏 名 ・重力務先 ・{ 胡・ 電話番号 ・FAX 番号を

記入し、 FAX で東京デザインセンター建築

Next  Phase研究会「公開セミナー」係 ( FAX

03- 3445- 1 125、TEL03- 3445- 1121) へ。

報告会「欧州ゆ保健医療福祉施設J

(他日本医療福祉建築協会は 6 月にヨ一口ツノ Tへ 1) 毎外

医療福松王挙期見察団 '95J を病室したが、その報告会を

スライドを中心にして公開する。

日 時 1995年12月17日ω 13: 3ト 15: 30 

会 場 建 築 会 館 ホ ー ル

東京都港区芝5- 25- 20

講師長; 峯泰氏( 東京大学専匁受) ほか

内容イタリア、チエコ、ハンガリ一、オース卜リ

ア、フィンランドの病F発ーピサ総合病院/ モ

トル ・プラハ教育病院/ シエケスへルパー病

院/ ウィーン大学総合病院/ サボンリンナ中

央病院/ クオピオ大学中央病院ほか

定 員 150名

参加費 4000円( 報告書 と も / 当日会場受け付け)

申込事前申し込みを、 (油田本医療福祉建築協会

(干 108 東京都港区芝 5- 25- 20 TEL03- 3453 

- 9904、 FAX03- 3453- 7573) へ。

シンポジウム「温暖地における高機密・高断熱住宅のあり方J

日 時 1995年12月 6 日ω 13 :  ＳＰｾ＠ 17 :  30 

会場アルカディア市ヶ谷( 私学会館) ・富士の問

東京都二円七回区九段北4- 2- 25

TEL03- 3251- 9921 

定 員 150名( 定員になり次第、締め切り)

参加費 4000円 ( テキス 卜代イ泌込み。当日払い)

申 込所要事項を記入し、 FAX または郵送て主催者

空気調和・衛生工学会学祢f運営委員会( 干 169

東京都新宿区北新宿 1- 8- 1 FAX 03- 3363 

- 8266) まで。ただし受講券の発行はない

プログラム

Ｍ モデル住宅における 熱負荷実測 ＯＧ ｊｾ 揺巳 氏Ｈ千葉

工業大学専対受)

・シミュレーションによる冷房負荷の検討/ 宇田)11光

弘氏( 工学院大学等対受)

・シミュレーシヨンによる熱性能評価/ 坂本雄三氏

( 東京大学大学開力教授)

- 換罰金状の評価法の検討と適用例/ 倉，刻隆氏( 東

京理科大学助事対受)

- 換気システムの換気性能評価法/ 津地孝男氏( 建設

省建築研究所室長)

- 換気システム設置工法の擬す/ 開府義彦氏( ジェス)

「色彩建築j 展 ーI NAX ギャラリー大阪企画展一

暗記事長建築 モダニズムとフォーク口アーJ と題し、

I NAX ギャラリー大阪企画展では建築の色彩をいろん

な角度から考察 ・様正する。

色彩が人間にどのような影響を与え続けてきたか、近

撮 影 赤 地 経 夫

イヴ・サンローランの別荘「マラケシの家J (モロ ッコ)

一ーサ十観は地中海ブルー。モード界のト ップ、サンロ

ーランはなせ'あの「青」にこ だわったのかH ・H ・。

代建築における色の役割、現代建築家の考える色など、

今世紀の建築を振り返ると同時に、宗教や風土に根さ'

す民俗的建築群の双方からアプローチする展覧会とな

る。入場無事ヰ。

会 期 1996年12月 9 日(月ト 1997年 2 月22日出

10 :  ＰＰｾＱＸＺ＠ 0。

休館日 ＯＱＲ 月 ＲＸ 日 ｾｉ 月 Ｕ 日と毎週水曜日

会 場 INAX 大阪ショールーム 2 F

大 阪 市 西 鴎 刑 1-7-1 TEL06- 539- 35 18  

・詩奇，寅会「鉱物の色と建築の色土の中に建築の色が

あるj 石田秀輝氏( 山口大学客員事対受、工学博士)

一一建物を彩る色をはじめ、数えきれない色は鉱石の

かたちとして地中深〈眠っていることを科学的に解き

明かす試み。

日 時 1997年 1 月27日開) 18 :  ｏｏｾ＠ 19  :  30 

会 場 I NAX 大阪ショールーム 8 階 ・会議室

定 員 先 着 順 100名( 入場無料)
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御堂筋の歴史的景観

を守って

i nf ormat i on 

10月 24日朝日新聞夕刊トップに、御堂筋沿

いのヒツレの建て替 えや改築のニュー スが奇召介

されていた。'95年 1 月 に 御堂筋の規制緩和に

よ る 指 導 要 綱 が 変 更 さ 机 従 来 の美 しいスカ

イラインカ主新築のために磁波されることそ心

配していたが、今度、大阪明治生命館。ミ阪

市 <1"央 区 伏 見IIIJ 昭 和40年竣工) の建て替え

でそれが始まろうとしている 。

以前にも新しい要綱による新築計画が出た

が、われわれ市民クツレープ「歴史的長観研究

会」は大阪のシンボルとも 言 うべ、き御堂筋の

すぐれた都市景観の保全のために所有者に協

力をお願いしてきた。者ルL、の一 等地 で 景 観 保

全 は難しし、商はあるものの、大正 9 年以来、

大阪が守り育ててきた美しい御堂筋のスカイ

ラインをなん t しでも後世に離島] えしてほしい

と思う 気持 ち か ら 、 平 成 4 年 以 除 関 係 方 面

に御堂筋の級制呆全の要望を続けてきた。

せ っかく先人たちの努力で残されてきたか

けがえのない歴史的な景観を、本IIIJ までの 1

キロやらいは今のままで残してほしし、。土 地

の高度利用もよいが、それは他て実施し、今

とな っては歴史的にも重要な価値をもっ御堂

筋 の美 しい都市景観を犬切仁残すために、大

|坂明治生命館は企業の社会的な使命力、ら再検

討をしてほしいのである 。後世に悔し、を残き

ぬためにも、関係者の英知を結集する こ とを

強〈訴えた t 、。

柴田正己

スペースデザインゼミ「光と空間J

田村利夫氏 ( A Z  設 計工房代表/ 照明デザイ

ナー) ほか

講義照明と自然光の効果や、空間とのかかわりに

よる「光の魅力J を、講義だけでなく見学等

の実備貴を通じて、様寸な角度から発見する。

時 1997年 1月17日風 1月24日風 1月31 日

風 Ｒ 月 Ｗ 日 後初全 Ｔ 因 。 ＱＸ ・ ＳＰｾＲＰ :  50 

場大阪ガスインテリアデザインスクール

大阪市中央区備後町3-6- 14 備後町オーク

ピル 6F 、最輔尺/ 地下鉄御堂筋線本町駅

受講料 3 万円 ( 干泌るみ)

間合先大阪ガスインテリアデザインスク ール事務局

TEL06-262-4089  

日市講

日

.0、

"" 

大阪まちなみ賞巡回展

第 16回大阪まちなみ賞( 大阪都市景観建築賞) は、大

阪府知事賞に熊取町立熊取図書館( 諒十. 鬼鎮梓建築

設計事務所) 、大阪市長賞に大阪ワールドトレー ドセン

タービルディング( 設計' 日建設言十、 マンシー ニ ダ

ッフィ アソシエイツ) 、大阪府建築士会長賞にサン ト

リー ミュージアム「天保山J ( 設計・安蘇忠雄建築研究

所) 、特別賞 |点、奨励賞 5 点が決まった。

この 16回まちなみ賞入賞建物のパネル写真を中心に、

過去の入賞建物のパネル写真が巡回展示されている。

期間 ＱＹＹＶ 年 ＱＱ 月 Ｑ 日 ｾＱＹＹＷ 年 Ｓ 月 ＲＶ 日

場 所 大 阪市内一一 中央区役所区民ロビー、北 区役所

区民 ロビー、大阪府庁本館 . 7J IJ 館

大阪府内一一府民センタ ー ビル 7 カ所

建築物 ・工作物部門 2 件、C V i 釘並み部門 l 件、 ③ サイ

ン ・アート部門 2件、④まちづくり活動部門 2件を選

考( 選考委員長. 杉本俊多広島大学助教授) した。な

お、 平成 8 年度は、大賞およひ滑化地隼部門賞に該当

する物件はなかった。

平成 8年度ひろしま街づくりデザイン賞決まる

市民参加型の表彰制度として平成 6 年度に広島市が創

設した 「ひろしま街づくりデザイン賞」の、今年度の

受賞作品が決まり、 10月 4 日に広島県民文化センター

で表彰式を終えた。

Ｕ 月 ＱＰ 日 ｾＶ 月 ＲＰ 日に公募し、応募 ＱＵＶ 件の中から、 ①

歴史的景観研究会 代表者
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一一ー一 一 ム
街並み部門一一エリザベト音楽大学 2

号館

建築物・ 工作物部門- - NHK広島放

送センターピル

l> 

建築物・工作物部門一一市営江波沖

住宅特別餐護老人ホーム悠悠タウン

江波

'97建築・建材展を東京国際展示場「東京ビッグサイトJ ( 有明) で

される。主催は 日本経済新聞払

会 期 ＱＹＹＷ 年 Ｓ 月 Ｔ 日 伏ト Ｗ 日 幽 ＱＰ ・ ＰＰｾ Ｑ ＷＺ 00 

入場料 1500円( 同時開催の fJ APAN SHOPJ  fSECU-

RITY  SHOWJ ほかと共通券)

建築 ・建設の内装材、タ1装材、 景観材料などのハード

や、各程韓築エンジニアリングなどのソフ トを一堂に

集めて、情報交換 ・取引j広大の場をめさfす展示会が、

「街づくり・流通J レネサンスJ のテーマのもとに開催



月 間 の 動 き
【平成8 年 9月分】

出 席 者 西 岡 幹 事 ほ か 9 名 議 事 ( IK プ口のノウハウ> と特装本の経過報告

理 事 会 |  議 事 ( 1) r閥 的 見 模 ス ポ ー ン 蹴 嬬 支 の 淵 (併 後 の テ ー マ と 幸 踊 選 定

第 2 回常任理事会 (2)  r設備の頁J の企画 (3)第 16回「プ口のノウノ、ゥ」講座企画伍邑報告

ＲＵ 日 ・ Ｔ 時 ｾ Ｔ 時半 ・ 於本会会議室 (3m宣備の新シ リース買の検討 (4牌別出版企画の経過報告並びに出版工程

出席者岡本、金多、銭高( 代1凱f J ，) 、三品冨蛤議ほか 11名 第 6 回施工材料分科会

議 事 ( 1)国 の 欝 構 蛤 「 蹴 珊 陰 」 に 関 す る 件 ＲＵ 日 ・ Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本鈴議室 I  30's EY E - 21 世 紀 へ の エ ス キ ス

(2)入退会者承認の件 出 席 者 植 田 幹 事 ほ か 4 名 山内積朗/ 藤の家建築設計事務所代表

(3}I ; 圭媛等名義使用承認の件 議 事 ( け合同介科会企画「建築寿命」案検討 「手探りの建築」

(4淳 業 報 告 (2)  1施工材車初〉頁J ｾ日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時・参加者同名

正 副 会 長 会 議

Ｑ Ｗ 日 ・ ＱＱ 時 ｾ Ｑ Ｒ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か 4 名

議 事 建 築 審 議 会 建 築 行 政 部 会 基 本 問 題 分 科 会

企 画 委 員 会

第 l 因企画委員会

ＱＰ 日・ Ｓ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 片 倉 委 員 長 ほ か6 名、オブザーノて一 市川会 長

殺 事 協 会80年史の編纂について

編 集 委 員 会

第 l 回 80周年記念特集編集幹事会

Ｓ 日 ・ Ｗ 時半 ｾ Ｙ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 富 田 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 80周年記念特集の企画

第 6 回会員企画小委員会

Ｓ 日 ・ Ｖ 時半 ｾ Ｘ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 高 橋 委 員 ほ か 2 名

議 事 ( I) rシ リー ス買J の報告

(2滞斤しい企画案について

第 6 回構造介科会

Ｔ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 長 瀬 幹 事 、 岸 本 委 員

議 事 ( 1}1997年 2 月号「鉄ものがたり J 特集具体化

(2)  r概宣の頁J の企画

第 4 固法令分科会

Ｑ Ｒ 日・ Ｒ 時 ｾＳ 時半・於本会会議室

出 席 者 城 戸 幹 事 ほ か 3 名

議 事 ( I) r法 令コーナー」の企画

(2);去令特集の企画

第 7 回広告企画小委員会

ＱＲ 日 ・ Ｔ 時半 ｾＵ 時 Ｔ Ｐ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 河 原 副 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 ( 1触自特集企画伍畠報告

(2)1 ' 乍品作風関係報告

(3)収支状，兄報告

第 6 回編集委員会

ＱＲ 日 ・ Ｖ 時 ｾＹ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 奥 謝 野 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 ( 1}9 年 l 月号 「合同分科会J 特集案検討

(2) 9年 2 月号 「鉄ものがたり」特集諜検討

(3) 9 年 3 月号「東海支部J 特集案検討

(4) 9 年 4 月号 180周年記念」特集案検討

(5)平 成 9 年 1 月号からの会誌体裁の検討

第 6 回設備介不十会

ＲＰ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時半・於本会会議室

114  建築と社会 ・1996.11

平 成 9 年 1 月号合同介不十会

ＲＵ 日 ・ Ｗ 時 ｾｉ 日時 ・於本会会譲住室

出 席 者 江 副 幹 事 ほ か 7 名

議 事 平 成 9 年 | 月号合同特集の内容について

第 6 回作品作風小委員会

ＲＶ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 富 田 副 委 員 長 ほ か B 名

議 事 ( 1)1 ' 乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(2}1 ' 乍品の選定

(3)  rシリース買J 掲 載 報 告 ・予 定

(4注員作品特集号について

第 2 回 80周年記念特集編集幹事会

ＳＰ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 富 田 副 委 員 長 ほ か 4 名

ｾ＠ 80周年記念特集の企画

事 業 委 員 会

第 5 回若い会員の集L 、小委員会

ＱＰ 日 ・ Ｗ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 阪 国 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1崩回事業委員会の報告

(2):実施報告

(3)今後の予定について

第 4 回広報小委員会

ＱＱ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会認定室

出 席 者 商 、 原 見 川村各冨l長 員 長 ほ か 日 名

議 事 ( 1駒田事業委員会の報告

(2)今後の予定

第 4 回見学会小委員会

Ｑ Ｒ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ＴＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 南 、 福 島 副 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 ( 1駒田事業委員会の報告

(2)実施報告

(3)今後の予定及び候補について

第 4 団事業委員会

Ｑ Ｘ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時半 ・ 於本会会被室

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 6 名

自 殺 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

建 材 委 員 会

掛オ委員会見学会

富士日召フエロ - NC デッキ製造工場

13日 ・参 加 者 ・和田委員長ほか 同名

出 版 委 員 会

第 6 回出版委員会

Ｑ Ｙ 目 ・ Ｕ 時半 ｾＷ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 川 名

建 築工 事 実 務 講 習 会

. 施工計画

Ｑ Ｒ 日 ・ Ｙ 時 ｾＵ 時 ・ 於大 ｆ 見存建築健保会館

講 師 関川詞之氏( 大成建設倣躍築部都室主次長)

佐 貫 久氏( 鹿島建設措粉霊祭部生産計画室長)

受講者| 凹名

. 積 算 ・仮設見殺

19日・待問、会場開上

講 師 吉 田 豊 氏 側 矧 守 中 工 務 広 見 殺 部 見 頑 課 長 )

藤井孝曇氏( 側大材祖工務部副部長)

受話修者82名

建 築 ク ラ ブ

第 3 回建築クラブ役員会

ＱＰ 日 ・ Ｙ 時半 ｾ ｉ ｏ 時半 ・ 於大阪グランドホテル

出席者佐呈予代表ほか 7 名

議 事 ( 1漣記録集編纂発行について

第 293回朝食会

ＱＰ 日 ・ Ｘ 時 ｾＹ 時半 ・ 於大阪グランド ホ テル

演 題 「冒険家植村直己の十三回忌を迎えて」

講 師 辻 一 郎 氏 ( 毎 日 E V R システム常務鼠締役)

参加者 50名

入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会員 l 社〕

松下電工側 リファイン推進部

〔個人会員 18名)

石(日川強世肘貴) 之 白(沢臼瞳股吉肘}衛

八(自幡盛股計健} 志、 井(澗昭和股修計}司

山{昭田和睦肘イ愛} 車己 伊(坂鹿島瞳股}大

大{住沢友現段唯} 史 桐回{ 姐高組周}三

里{子大村林組) 浩 之 (安J井章腫田聾股肘平岡恵輯正所}

淳(ア トリエ良雄サワ} 三{原川崎副酷)猛

〔準会員 3 名〕

田(近中岨大学由} 香 塚(越近艦大由傘}紀

〔訂正〕

中田{日直茂腔肘郎}  

大 西( 昭和世計晃)  

(近大世地氏方理正世周柄)  

(犬神佐組名渡古屋政支底勝)  

4、宇{本海王商事j告}  

( 竹中エ夜桔庖船広島康支l苫司}  

山口 繁学院雄)  

( 大胆大型炉大

平 成 8 年 10月号作品作風頁 (11頁) に掲載の「大駒存

立中央図書館J 作品の設計 ・監理名称をつぎのように

訂正し、謹んでお詑びいたします。

言宣言十 ・

大劇存建築部営繕室 ・日建設計

監5里・

大阪府建築部嘗繕室・大駒存建諾由里協会 ・日建設計

施工 ・

鹿 島 ・熊 谷 ・前田建設 ・掛i l l . J V  



奥山化工業械式さ社
テトカッパー防水

本 社 東 京 続 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ビル TEL03( 3571 ) 2703附 F AX03( 3571 )0264 

大匝事務所 TEL06(391  )  1081 - 2FAX 06(395)2109 名古屋出彊所 TEL052(811) 3師。

資制をご筒耳障下さい。

備;長官揖所 TELO叫 (320)岨32 FA岡 崎(320)<165 嘩 木 出 置 所 TELO' 62(21 ) 1161 FA岡 崎2(23)・13'1

| カ ツ パ ー 防 水 帯 三 二 二 二 二 二 = ー コーパータイトオクロン防水得 I

埼玉置聾所 TELO柑 (174)2制 5 哀 織 出 彊 所 TEL0292(28)  0818 FAX0292(28)  261'  

ｔ ｾｾ ｙ ［ｽ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

本 社 干540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2 - 1Q( TSピJ レ)

T E し ( 0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1 ( 代; )

東洋シャッター株式会社
・東京/ 横浜/ 盛岡/ 仙台/ 水戸/ 鯛/ 岡崎/ 名古屋/ 富山/ 大津/ 京都/ 神戸/ 広島/ 高松/ 福岡/ 他全国主要都市

[フ。 ロのノウハウ ]

( 2 色刷 〉

経験に基づいて

施工現場管理の

ノウハウを結集

工事の治束事を示ＯＮ｟，ｾ合理子乙を犀ク，

生産佐府土へのチェ ックポイン長を解説。

惨目次

回鉄筋とコンクソート

国鉄筋の約束事 概要/ 外力と応力のはな 祭

し/ 建築基準法 ・日本建 覧'

築学会標準仕僚書の鉄筋 @  

に関する定め

国鉄筋工事の問題点……一・・ 台直し/ かぶり厚さ不

足/ 鉄筋の材質/ 鉄筋の

重なり，その他

固鉄筋工事の管理ポイント ・…・・概要/ 材料の発注/ 施工

図/ 施工要領書/ コンク

リートのひび割れと鉄

筋/ 工事のチェックポイ

ント

国鉄筋工事の将来. . …- ……一鉄でない鉄筋/ 鉄筋の替

わりに繊維を使う/ 錆び

ない鉄筋/ 鉄筋継手の多

織化/ 鉄筋先組み/ 鉄筋

の結束/ 鉄筋と P C / ブ

レストレス/ 梁貫通補強

固鉄筋工事の歴史

6 学芸出版社

〒600 京都市下京区木津屋橋通商洞院東入

TEL075-343-0811 FAX075-343-0810 

.. - -

• 

荒川治徳・著

四六判・ 208頁

定価・ 2266円

ー

• 

企画・日本建築協会
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

本 社 ・本 底 東京都港区浜松田T l - 25- 7 電話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 烏1- 58- 59 電話 06 ( 302)  2270 

支 底 北 海 道/ 東北/ 北関東/ 横浜/ 名古屋/ 中国/ 九州l

電 気 ・ 空 調 ゐ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ: J 械式会社

本車・大匝本祉 〒550 大阪市西区江戸堀 1丁目 9 番25号 電話 (06)44ト8231

東 京 本 社 干 102 東京都千代田区富士見 2丁目 15番10号 電 話 (03)326ト8231

支 社 名古屋 ・福岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・績浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 機 所 帯広 ・函 館 背 森 ・秋田 ・盛岡 ・前橋 ・長野 ・静岡 ・豊岡 . ｾｉｴ ・ Ｒ 富山 ・

福井 ・徳山 ・怯山 ・高知 ・北九州 ・鹿児品 ・那覇

出 張 所 組川 ・福島 ・川崎 ・絵江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海外支庖 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354 J青玉県入間郡三芳町大字北永井390番地電話 (0492) 58- 1511 

空 気 調手11設 備 / ' X' ¥ Il"f. 業 設 備

給 排 水 設 備 ( / 冨¥1 ノ'J< 処 f哩 胞 設

電 気 設 備 マーーτ 7 環 I克 胞 設

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支底長 琴 浦 健

大 阪 支 底 大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2  - 21  電話 06(202) 3071  ( 代表)

本社・東京本庖 東京都千代田区有楽町 1 - 4 - 1 電話 03( 3502) 6111 ( 大代)

支 庖 名古屋・九州・北海道・中国・東北・北陸・横浜・東関東・北関東・神戸・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業ヰ結審社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 祷 5 号 電 話 ( 352) 1  1  3  1刊

本 社 東京都 中 央 区 日 材 制 勝 明T 2 - 2 2 電 話 ( 3667) 3431 ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札幌・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。
空-・b

-
ーー 晃 調株式会社

本 祉 k r<<市中央区域見 2丁目 l 番61号、y イン21Ml Dタワー 電話 06- 949- 1371

東京本庖 東 京 都新 街 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ J レ ftt 話03- 3344- 7911

大阪本1; 5 大阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 13 番 20 号 屯 話 06- 363- 1371

支 1;5 1111台 横浜 名古屋 ・京都 ・神戸 ・広向 ・稲附l

営 業 所 札幌・茨城 ・大宮 ・千葉 ・山梨 ・静岡 ・福井・滋賀 ・布日:fkl J.J '松iI 長崎 ・沖縄

出 張 所 背 森 ・秋悶 ・盛岡 ・川崎 ・'u; 山 ・岐阜 ・三重 ・鳥 取 岡 山

高松 ・下|剥 ・大分 ・熊本 ・宮崎 ・鹿児向

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 麟 へ 繍 で 挑 む一 一 一

8  株式会社意書冊

( . 1 . 一一-

本 社大阪市中央区瓦屋町 2 H I II 番16号( オートセンターピ j レl ・2階)

郵 便 番 号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代 表

メンテナンス部電話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東 京 支 庖 東京都文京区小石J l I I 丁目 12番14号( 日本生命小石J l lt' ，レ 7階)

郵 便 番 号112 電 話 (0 3) 5  6  8  9- 2  3  5  1 代 表
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ガス訟備の政計・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス イ 主 設 機 器 特 約 庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 m0 6 - 466- 2268 

大阪営業所

枚方営業所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3 君10720- 49- 2128

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・ 消 火 ・空 調 設 備

C J & 顎西原衛生工業所大阪庖

大 阪市 北区 中津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 ( 458) 3628番

支 底 ・包戎t P.斤 福 岡 ・京者11 ・天 理 ・川 西 ・卒中戸

O K U J U  
スペースク ＧｪＮＥＮＮＨｾ ー

自 箆r/f:f!ff!fJij.容も妥三島b長三留鏑拶窃還

「大規模天井無足場工法J

内外装創作パネル システム天井 ・間仕切

問主社オクジュー

本 社

大阪市北区西天高5丁目3番7号 干530

TEL (06)312司 4131 FAXω6) 312- 7998 

東京九州 111.兵ー名古屋・仙台宮崎・京都

Di gi tal  Pri 圃 Press

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

ωｾｾ＠

干534 大阪市都島区中野町2丁目 10番 11号

Phone. 06・351・5428 Fax. 06・351・5299
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本 社 干 ＵＳＰ 大阪 ｲｬ ｩ ｾｴｬ ｘＺ Ｇ ｉ Ｇ 之 ｮ 三 ｊ￯ 12 - 4  (判111 ピル) 屯訊06 (385) 1361ff1;) 

大阪営業所 干564 p丸 山 市 平 ホ 開r 3  r  11 34 - 6  '，t;:話06 (385) 1361(/1:) 

京都営業所 干615 :;( 郁 di ;(i :;(  1メ州: ; ( 傾向野田r 21 '，t;:活075(311) 1185(/1:) 

神戸営業所 〒650 fiI 'J ;  ，Ii '1'央lメ浪花町 59 ( 神 J' 判 11 ビル) '，t;: Jii078 (333) 7756(/1:) 

士111 ( ¥: ぷ取締f交

代表取締役社長

大 阪市北区西天満 2 丁 目 6 - 8  (堂 ビノレ 5 惰)

電 話 0 6 ( 3 6 1 )  3 6 7  1 ( 代)

東京都中央区 日本橋茅 場町 2 丁 目 1 7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 )  1 4 7  8 (代)

堺 ・ 泉 州| ・ 泉 南 ・ 滋 賀

キ土

庖

本

支

営 業 所

社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄

大阪市中央区高麗橋4 丁目 3番 7号 電話 大阪 (202) 0325 - 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸 ノ内・新宿・神奈 川・東関東・中部・九州

常務取締役支社長

人と都市の快適な環境をつくります

- 空鯛・ 鈴排水 ・衛生段備

空 貴 闘 和

工 喝 配 菅

水晶理

コージェ ネレ ーション

クリ ーンルーム

・プラント

プラント計量

ンステムエンジニアリング

ｊ 凶 ｮｬｬ ＿， Ｉ ｉ イ Ｗ ｴＧ Ｑｉ ｾ 何

j 9 F F - ー 弘 司 王

. 住 友 電 設 株 式 会 社 2522Z722官 官 普251 2233izjr

- 情報通信枝備

情岨通情ネ y トワーク

情輔佐理

i且惜システム

融送γ ステム

・電力流通段備

畳 宜 電

架空送配電

地中送配電

官集積目位置十・施工・監理

・電気役備

畳 宜 電 ・幹蝿

動力・剛骨量置

電話、融送、インタ ーホ ン

防犯、前提

中央監視制 掴

ンステム肘轟

電気段備 ・計装制御段備・空間叡備・7 リー ンル ーム段備・ プラ ン ト訟備

給排水衛生段備・エネルギー集中監視システム 段肘施工

三宝電機織式会社

取 締 役 社 長 嘉 納 秀 一

F

L

，一、.

。

細

川

凶

川

正
豆

、a

u

亭 在 干5担大筋宮北区西天J I 2- 6- B也ピM TEl 団α臼)1471.FAX 曲。臼)5日3

E 京 豆 柱 干11l i l l ! 京極悪包脂質ー16(ニュー新蝿ピJレ) TELIll (括倒)0131.F AXω{捌 )0168

S百. m干462 名古置市北区童相B-12- 14 TEL052印刷)5131・F AX052(914)7535

神戸 i Hl 干阪神戸市量産岩盤羽田1-2-9(工ピスピJレ) TELO.珂(矧 )5571.FAX閑 (871)6261

m研 究 所 干5田大飯府繍官三宝町七T3国 TELOn2m別 )8. FAXOn2<27l1似

大阪市西区西本町 l の13町33

T EL. 06- 532- 0461 ( 代表)

FAX. 06- 535- 5  18 1  

天 理 市 丹 波 市 新 町 4 9  

社本

⑪かu特 業 総

天理営業所

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒547 大阪 市平野 区加美北 3 - 4 - 5

T EL  06 (792)  5858  F AX 06 (792)  2810  

あ T

勺 - ，- 叩

ゆ こー 大

るよ 聖 Z

ｬ 豆 円 ［ ｾ ..， 与

f良ζ - i量 ウ

工 .JjL 区 ス

ま採雪雲実

行j 式E77

H火. b. 乙二七七

1:' 7-三 番 四 四

社 三一五
号 六 回

情報処理/ 編集・企画/ 印刺・製本

Ｍ｟Ｑｾ＠
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Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  特 殊 壁 装 材 製 造 販 売 和室に最適

回一! : 二: ナ)(株)副 O: J : J OC:

続 式 会 粧 工 ヌ 工 ム ピ 一

線 式 会 事t ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16  - 26 

大阪支底 : 大阪市中央区北浜3- 2- 23( 信愛ピル)

T  E  L06-202- 3294 

-・11闘

場

一

二

工

第

第

⑤ Ｎ￞Ｑ｟ ｜｜ｩｾＧＭ 勝代の断熱用シｾ人
1易手ンヤ，- ''''..J-d1み

目n/¥. ，イチ11ーシート P

目豆電線株式曾批判開平畑区糊 Ｒ 丁 目制ｻ干代田ピ ｊｾ Ｉ

デンカC S Aファミリー製品

-ョーニ. . nCSA ( 膨張 |出昆和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・雪ニ ｊｄＢｾ ，ヨニ ｊ Ｈ グ ラウト用無収縮材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

・寄与 ｮ 守 Ｓ ー宇・ ｊ Ｇｊｾ Ｈ持 Ｓ 切Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
.ョーニ. . DES(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・零ニJ DI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメント製造用に

ネ土

TEL 本社 ・京 都 ・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

事華街日 ( 0 7 7 3 )  7 6 - 0 1 3 3  

A

Q

玄式株業産
白

木浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

Q

宮式株業産;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

郷 化 成 株 式 会

TEL 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

東ネ土

A

Q

玄式株産物j羊光
ネ土

2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 大 阪 ( 0 6)  
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分" . . とする ストリート 'U::に省いて b泊中住宅1会込みが多
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ト3咽. に 承ザ属医受電引き込み方式とえ弘るの 鍵的‘ 均が ω kW 以上の闘停 《雄べ床面験

11.  Mr . ，電力が掴 k Wから : ! OOOkWぷ掃の 500- 700 m' 以上》で " ・力会社かりの‘

雌闘の舗拘で 才 ヲ e スピル金筒縄で考える カの鍬総‘ 1E1 1 6 6 k V 以上と' ふり 絹' 隆司区触

と。惟ぺt正面樋で約 1000_ 約. wOOOm' l i I r 舎内に. . . された受庄司‘ 段・で開明・受. . . ・

の祖 " とU る " どの n/ o l で初期する 司区座間l Q V Il ∞ V) ，こ

地' " 敏雄状況により 拠' ふるが ー観的に" ' ‘ ' ' ' ' 11: えて喝カ. 供給する 受11:司区役綱. .  盛

期される方式11. A  方式【繍内11) ，また I J C， 置する‘ tIlJ<<11 竃気股織のゆで長 む大会信ス

O方式 ( 111m) で ある ペースをとるむののーつでめり 値切の厳本11

考，. 込み IH .ti t! 仰のJUH. /Iiねるk め " 内 箇に大会" ・3・.a，ますまた . . . . の傾能上

伐の ＱＮ ＮＮ に ＱＱ Ｑ ＮＱＺ 曾がｾ，餐である また 1M合に 不可欠であり 段艦場所に 11. iI 省高針輔上寸分

よ q て" 限肢の電 力11 < 移動することむある 信管，. . ' 必慣でゐる 股8貫性H 拠すると 大

が o ml "J l U昼' " 負担とはる 舎は 負伺のめる" ，0 ; む しU ' Hl 仰の中< であ

' ・結近年のJ.QJj ‘ 11舗面。、切のニーズの高ま るζ とが包ましいが - " 的には地下または 織

り金受け 関帰 省 庁聞の合意の もとに 咽 仰 " 上階付近とする ζ とが多い M 1- 391慢に代褒

年か勺J t l l ! i 的引也<I'ftが晦め勺れているため 的1..&. . 11所告示す

今後 " 満震が高密度で安定している創色紙信ど 混乱水銀Ｂ ‘ Ｂ段 備 の ・ ｾ ｉ ｈＭ劣化さ健司匹紘
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(突然おそう地震)

中高層集合住宅等では、地震は玄関ドア枠にゆがみを与えますL 枠の変形や傾きが生じると、

開閉に必要な扉とのクリアランスがなくなり、緊急時の迅速な避難に支障をきたします。建築

基準法施行令第82条 2項では、地震力によって各階に生ずる水平方向の層間変位の高さ

に対する割合が、間仕切りゃドアなど非構造部材に関しては 120分の l 以内と規定されていま

す二つまり、それだけの変異が生じても開閉のできることが、ドアにも要求されているのです。

三和の耐震 ドア 「フレキ- r' J は、地震に対する機能を備え、毎日の生活に安心をお届けしま七

三和の耐震ドア

. 鮮し ( 1: カタロヂをご多照ください.

三年巴シャッター工業株式合社

本 社 干163- 04 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 2 - 1  - 1 新 宿 ピ ル 4 4 階 岱0 3(3346) 3 011 ( 代表)

関 西 ビ ル 建 材 事 業 部 〒53 2 大 阪 市 淀 川 区 宮 原4- 4- 5 0 真相日ピル日階 窓 口6 (396)  6 811 ( 代表)

鋼製軽量ドア・銅製重量ドア

雑誌 03379- 11  


